
2025年度
全国競技運営責任者会議

報 告 書

日程：2026年2月11日（水・祝）
会場：味の素ナショナルトレーニングセンター
　　　（オンライン会議併用）

公益財団法人 日本陸上競技連盟
競技運営委員会



ファイル番号一覧

会議資料ファイルは日程順に１から番号を付与してあり、事前配信した資料には枝番０が付いています。

なお、資料の配信がない項目については、欠番になっています。

ファイル番号

00_0

00_1

00_2

00_3

00_4

00_5

01_0

01_1

01_2

02_0

02_1

03_0

04_0

04_1

05_0

05_1

06_0

07_0

08_0

08_2

09_0

10_0

11_0

11_1

12_0

13_0

14_0

14_1

15_0

16_0

17_0

18_0

19_0

日　程

競技会公認申請

表　紙

世界陸上のスタートについて

世界陸上のビデオ判定事例報告

公認審判員制度の改正について（スライド）

公認審判員制度の改正について

施設用器具委員会報告

広告展示物規則PT（スライド）

広告展示物規則PT

2026年度競技規則・競技用靴規則修改正のポイント（当日説明版）

議事録

都道府県審判員数

参加者名簿（JTO,JRWJ他）

参加者名簿

題　名

　分科会　１

　分科会　２

「JAAF人権ポリシー」「JAAFインテグリティ行動指針」

世界陸上報告書

陸連事務局からの連絡事項

2026年 アジア競技大会について

競技会報告

2025年度JTO活動報告（スライド）

　競技会報告

　2026年アジア競技会

　事務局より

競技用靴に関する規程

2026年度競技規則修改正（案）

記録用紙改訂

世界陸上のビデオ判定事例報告（スライド）

2025年度JTO活動報告

審判育成・研修PT

審判ハンドブックPT

S級審判昇格審査報告（スライド）

S級審判昇格審査報告

公認記録申請について

2025年度日本記録一覧

日本記録申請について



2025（令和 7）年度 全国競技運営責任者会議 日程 
2026 年 2 月 11 日（水・祝） 於:味の素ナショナルトレーニングセンター 

 9:30 受付・オンライン開始 
10:00 あいさつ（5 分）   田﨑専務理事 
10:05 事務連絡（5 分）   羽田幹事 
10:10 2026 年度競技規則修改正提案（50 分）  片岡裕委員 
11:00 広告展示物規則 PT（15 分）  田中委員 
11:15 質疑応答（10 分） 
11:30 施設用器具委員会報告（10 分）  高木施設用器具委員⾧ 
11:40 公認審判員制度の改正について（10 分）  青柳委員 
11:50 世界陸上のビデオ判定事例報告（10 分）  片岡裕委員 
12:00 世界陸上のスタートについて（15 分）  関委員 
12:15 質疑応答（15 分） 
12:30 昼食休憩（40 分） 
13:10 分科会（30 分） 

分科会 1 分科会 2 
①競技カレンダー・記録 PT  
 競技会公認申請        (鍋島委員) 
 日本記録申請について     (村上委員) 
 公認記録申請について     (岩脇委員) 
 記録用紙改訂         (資料参照) 

① S 級審判昇格審査報告   （吉田委員） 
② 審判ハンドブック PT    （資料参照） 
③ 審判員研修 PT       （寺尾幹事） 
④ 2025 年度 JTO 活動報告   （杉本幹事） 

13:40 分科会報告（5 分）    
13:45 質疑応答（5 分） 
13:50 競技会報告（報告書参照） 
 ① 第 109 回日本陸上競技選手権大会  東京 
 ② 第 109 回日本陸上競技選手権大会・混成競技 
   第 41 回 U20 日本陸上競技選手権大会・混成競技 岐阜 
 ③ 第 78 回全国高等学校陸上競技対校選手権大会 広島 
 ④ 第 52 回全日本中学校陸上競技選手権大会  沖縄 
 ⑤ 第 41 回 U20 日本陸上競技選手権大会  静岡 
 ⑥ 第 79 回国民スポーツ大会  滋賀 
 ⑦ 第 19 回 U18／第 56 回 U16 陸上競技大会 三重 
13:55 2026 年 アジア競技大会について（10 分）  伊藤ﾃｸﾆｶﾙｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾏﾈｰｼﾞｬｰ 
14:05 陸連事務局からの連絡事項（10 分）  事務局 
14:15 あいさつ・事務連絡（5 分）  鈴木委員⾧・羽田幹事 
14:20 閉会 



2025年度全国競技運営責任者会議参加者
日程：2026年2月11日（水）　会場：味の素ナショナルトレーニングセンター研修室
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マスターズ
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所属 出席者（分科会1） 役職名 参加方法 出席者（分科会2） 役職名 参加方法

北海道

青森

岩手

宮城

秋田

山形

福島

茨城

栃木

群馬

埼玉

千葉

東京

神奈川

山梨

新潟

長野

富山

石川

福井

静岡

愛知

三重

岐阜

滋賀

京都

大阪

兵庫

奈良

和歌山

鳥取

島根

岡山

広島

山口

香川

徳島

愛媛

高知

福岡

佐賀

長崎

熊本

大分

宮崎

鹿児島

沖縄

玉井　康夫 審判委員長 会場 遠藤　典康 競技委員長 オンライン

名後　利英 競技部長 会場 小野　武則 審判部長 会場

髙橋　義柄 競技部長 会場 箱石　文夫 審判部長 オンライン

三浦　良晃 総務委員長 オンライン 鹿又　政信 審判委員会　委員長 会場

櫻田　文人 競技委員長 会場 髙橋　和夫 審判委員長 オンライン

山﨑　眞司 競技副委員長（審判担当） 会場 庄司　隆志 競技副委員長（競技担当） 会場

山下　訓史 競技委員長 オンライン 武田　正志 審判委員長（JTO） 会場

高畠　香 競技委員長 会場 稲田　正人 審判委員長（JTO） オンライン

海老名　貴之 競技運営委員長 会場 小針　敏明 審判委員長 オンライン

田中　恵一 競技運営委員長 会場 荻野　歩 審判部長 オンライン

清水　亙 競技委員長 オンライン 今井　亮 審判委員長 オンライン

松本　剛史 競技運営委員長 オンライン 八幡　麻理 審判部長 会場

東出　英樹 競技運営委員会競技部部長 会場 石井公一 競技運営委員会審判部部長 会場

山崎　正俊 記録部長 会場 中野　賢一 審判部長 会場

萩原　伸治 競技運営委員長 会場 笹本　忠彦 審判委員長 オンライン

鈴木　圭輔 競技副部長 オンライン 青木　祐一 審判部長 オンライン

細田　和生 競技部長 会場 小林　幸太郎 審判部長 会場

佐々木　貴義 競技部長 会場 杉木　一文 審判部長 オンライン

出澤　英之 競技部長 会場 川嶋　聡 審判部長 オンライン

南部　諭史 競技委員長 オンライン 平木　寿治 審判委員長 会場

堀之内　大 県競技委員長 オンライン 榎本　好孝 県審判員長 オンライン

安田　純久 競技委員長 オンライン 伊藤　明久 審判委員長（JTO） 会場

藤原　康喬 競技委員長 会場 東　一郎 審判部長 オンライン

郷　直人 競技委員長 オンライン 國島　智也 審判委員長 会場

藤田　武志 競技委員長 会場 髙田　毅 審判委員長 会場

福田　晴也 競技部長 オンライン 長屋　敏弘 審判部長（JTO） 会場

室井　愉志 競技委員会副委員長･競技部長 会場 山口　忠広 競技委員会審判部長 会場

藤田　和洋 競技委員長 オンライン 松岡　誠一郎 審判委員長 会場

松井　紀之 競技部長 会場 安達　昌広 審判部長 オンライン

酒部　政希 競技部長 オンライン 岡本　規 審判部長 会場

美多賀鼻　孝裕 競技部長・JTO 会場 佐々木　伸顕 審判副部長 オンライン

河村　靖宏 情報処理部長 オンライン

辻本　健彦 競技部長 会場

堀川　正徳 競技運営委員長 オンライン 尾川　登太郎 会場

堀江　一成 競技運営委員会 委員長 会場 大掛　真実 競技運営委員会 副委員長 会場

石原　宏昭 競技運営委員長 会場 水谷　哲也 競技運営委員会　審判部長 オンライン

久保　圭一 競技部長 オンライン 山本　雅典 審判部長 オンライン

川井　賢一 会場 切原　宏和 審判部長（JRWJ） オンライン

中村　優哉 競技委員長 会場 中村　浩輔 審判副委員長 会場

三谷　裕之 競技委員長 オンライン 松本　広一 審判委員長 会場

中本　恭子 福岡陸上競技協会競技部長 会場 柴田　康弘 福岡陸上競技協会審判部長 会場

高橋　正秀 競技運営 会場 長谷部　達彦 審判 会場

植田　翔吾 競技部長 会場 近藤　敦 審判部長 オンライン

沢田　修 常務理事兼競技部長 オンライン 米田　光宏 常務理事兼審判部長 会場

上杉　貴志 競技運営委員長 会場 森　幹夫 審判委員長 会場

相馬　勇一 競技部長（JTO） 会場 安在　倫孝 審判部長 会場

中江　寿孝 常務理事　競技部長 会場 東村　光弘 常務理事　審判部長 オンライン

又吉　秀明 競技部長 会場 大山　朝雄 審判部長 オンライン

中村　信悟 部長 会場

神慶　次郎 競技委員長 オンライン 内堀　俊彦 競技副委員長 オンライン

山崎　健 競技運営委員長 会場 伊藤　誠一 競技運営副委員長 会場

桑原　悠真 幹事長 オンライン 河本　賀帆 副幹事長 オンライン

阿相　久志 事務局長 会場

柴田　達也 競技運営委員長 オンライン 山下　和行 記録情報部長 オンライン

庄田　修司 技術部 部長 オンライン 藤﨑　勇次 営業技術課長 会場

内藤　頼隆 会場 市川　美南 会場

木村　裕次 開発チーム　マネージャー オンライン 田中　陽介 支援チーム　マネージャー オンライン

審判委員会副委員長（JTO）

競技運営委員長（トラック審判長）

セイコータイムクリエーション株式会社 セイコータイムクリエーション株式会社



2025年度全国競技運営責任者会議参加者
日程：2026年2月11日（水）　会場：味の素ナショナルトレーニングセンター研修室

JTO出席者（日本陸連競技運営委員を除く） JRWJ出席者（日本陸連競技運営委員を除く）

日本陸上競技連盟 施設用器具委員会 出席者

日本陸連競技運営委員会

出席者名 参加方法 分科会 都道府県 出席者名 参加方法 分科会 都道府県

氏名 役職

平川  貴浩 オンライン 分科会1(A) 熊本 松木一馬 オンライン 分科会2(B) 愛媛

橋本　忠志 オンライン 分科会2(B) 福岡 後小路　正人 オンライン 分科会1(A) 長野

田中　信之 オンライン 分科会2(B) 福島 田中　利夫 オンライン 分科会2(B) 新潟
金澤　健敏 会場 分科会2(B) 神奈川 山田　英生 オンライン 分科会2(B) 三重
廣末　敬 オンライン 分科会2(B) 大分 小宮　和之 オンライン 分科会2(B) 山梨
中島　剛 オンライン 分科会2(B) 東京 常磐　信欽 オンライン 分科会1(A) 神奈川
中村　信也 オンライン 分科会2(B) 東京 袴田　貴満 オンライン 分科会2(B) 静岡
浅野　政和 オンライン 分科会2(B) 新潟 窪田　利彰 オンライン 分科会2(B) 東京
井上 博行 オンライン 分科会2(B) 東京 三浦　康二 オンライン 分科会2(B) 東京
藤田　昌彦 オンライン 分科会1(A) 山口 石井　智也 オンライン 分科会2(B) 東京
宮田　英明 オンライン 分科会2(B) 神奈川 森本　文雄 オンライン 分科会2(B) 和歌山
中村　紗奈江 オンライン 分科会2(B) 東京 宇井　菜那 オンライン 分科会2(B) 千葉
浜﨑　正信 会場 分科会1(A) 広島 杉本　明洋 オンライン 分科会2(B) 京都
新宅　昭二 会場 分科会2(B) 広島 日高節生 オンライン 分科会1(A) 長崎
新村　浩章 オンライン 分科会2(B) 千葉 吉井　靖博 オンライン 分科会1(A) 福井
相馬　勇一 会場（宮崎陸協） 分科会1(A) 宮崎 矢野　牧男 オンライン 分科会2(B) 福岡
今野　光人 会場 分科会2(B) 山形 丸山　潤一郎 オンライン 分科会2(B) 新潟
上村　　卓 オンライン 分科会1(A) 北海道 星　正彦 オンライン 分科会2(B) 福島
白石　謙次 オンライン 分科会2(B) 愛媛 川合　耕司 オンライン 分科会2(B) 北海道
見付　正樹 会場 分科会1(A) 青森 北山　豊 オンライン 分科会2(B) 富山
脇田　篤実 会場 分科会2(B) 岐阜 山崎　和成 オンライン 分科会2(B) 香川
川瀬　巧 会場 分科会1(A) 岐阜 縣　正樹 オンライン 分科会2(B) 長野
藤岡　英陽 会場 分科会2(B) 香川 小川　啓祐 オンライン 分科会1(A) 高知
関根　春幸 オンライン 分科会2(B) 東京 川池　直人 オンライン 分科会1(A) 高知
長谷川真一郎 オンライン 分科会1(A) 滋賀 服部　功 オンライン 分科会1(A) 岡山
梶田　茂 オンライン 分科会2(B) 東京 切原　宏和 オンライン 分科会2(B) 徳島
山村　拓 オンライン 分科会2(B) 秋田 中田　賢一 オンライン 分科会2(B) 埼玉
町田　紀子 オンライン 分科会1(A) 東京 清水　茂幸 オンライン 分科会2(B) 岩手
松本　浩介 会場 分科会2(B) 島根 吉松　洋介 オンライン 分科会2(B) 山口
稲田　正人 会場（茨城陸協） 分科会2(B) 茨城

長屋　敏弘 オンライン（京都陸協） 分科会2(B) 京都

美多賀鼻　孝裕 会場（鳥取陸協） 分科会1(A) 鳥取

尾川　登太郎 会場（岡山陸協） 分科会2(B) 岡山

武田　正志 会場（福島陸協） 分科会2(B) 福島

伊藤　明久 会場（愛知陸協） 分科会2(B) 愛知

中田　光哉 オンライン 分科会2(B) 北海道

米岡　利昌 オンライン 分科会2(B) 東京

青木　正宏 会場 分科会2(B) 大阪

橋本　秀樹 オンライン 分科会2(B) 北海道

竹村　義人 会場

高木良郎 委員長

鈴木　一弘 委員長 奥　裕之 国際プロトコール

赤峰　俊彦 副委員長 岡野　寛 国際プロトコール

青柳　智之 委員（PT Leader） 黒須　雅弘 国際プロトコール

岩脇　充司 委員（PT Leader） 高橋　義則 国際プロトコール

岡本　克巳 委員 船越　康平 国際プロトコール

片岡　典子 幹事 押元　孝紀 国際プロトコール

片岡　裕介 委員（PT Leader） 真野　瑠理子 国際プロトコール

羽田　雄一 幹事 羽計　利昭 国際プロトコール

黒澤　達郎 委員 藤林 悠希 国際プロトコール

佐藤　孝洋 幹事

杉本　太郎 幹事

関　隆史 委員（PT Leader）
田中　康之 委員（PT Leader）
寺尾　浩 幹事 石井　哲郎 式典表彰 リーダー
中村　拓也 委員・国際プロトコール 岡西　秀明 委員（式典表彰）

鍋島　太一 委員 宮本　克子 委員（式典表彰）

藤崎　明 委員

松井　明大 委員

村上　道夫 委員 日本陸連事務局　競技運営担当

吉田　啓 委員

須佐 大 委員 吉澤　永一 事業部課長

遠藤 洋平 委員 粳田　竜之助 事業部

野寺 巧寛 委員 石田　夢 事業部

福田 優依 委員 村岡　紅 事業部

淺田　大吾 国際部

氏名 役職 氏名 役職

氏名 役職

氏名 部署





                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       

2025(令和 7)年度 日本陸上競技連盟 全国競技運営責任者会議 議事録 

2026年 2 月 11 日（祝）10:00〜15:00 

味の素ナショナルトレーニングセンターで対面およびオンラインによるハイブリッド会議 

 

 

１．事務連絡（片岡(典)幹事） 

①オンラインの参加者は「氏名」「所属陸協」を表記。質問時はカメラとマイクはオンにする。   

チャットは、事務連絡のみとする。 

 ②短冊（JTO研修会1/31含む）とS級昇格者の委嘱状および手帳は加盟団体宛、２月中に郵送する。 

 

２．2026年度 競技規則修改正提案（片岡(裕)委員） 

  片岡(裕)委員より、競技規則修改正提案の説明がなされた。 

  加えて、2026年1月から競技用靴に関する規程が改定されたことから、その説明と国内での適用方

法について説明がなされた。 

 〔主な改正点〕 

（１）新規種目 

   ➣ 男女300mH 

・国内では2018年から導入済みであるが、2026年度から国際規格が追加される。 

➣ 4×100m男女混合リレー 

・4×400m混合リレーは既にあるが、4×100m男女混合リレーが新たに追加された。加えて、

両種目ともに走順は「男子→女子→男子→女子」となる。 

 

（２）主な修改正（詳細は資料を参照） 

 ・CR.9 

  補足：主催者からの派遣要請に基づき、日本陸連が派遣した JRWJ 若しくは WARWJ 資格者が当

該競技会の任にあたる。主催団体に所属する JRWJ は陸連からの派遣なしで任務にあたる

ことはできない。競技会に応じて、必ず派遣要請をお願いしたい。 

 ・CR31.14.4：混成競技の 1回目不正スタート後の 2回目以降の記録の取扱いについて 

   ・TR3.3：性別カテゴリーは男性・女性の２つのみ。 

  

・TR5.2 : 競技用靴の靴底の厚さ 

➣2024年 11月からトラック種目、フィールド種目は 20mm 

➣クロスカントリーについて、2026年４月１日以降制限なし 

➣競歩については 40mm 

➣国内適用ではあるが、駅伝も道路競技と同じ 40mmと制限を設けたい。 

（但し、適用・非適用は主催者判断） 

・TR8.7：上訴金引き上げの提案。現行は 100US ドル相当で、1 万円としているが 2 万円に引き

上げたい。 

・TR9：競技の区分（TR3.3に紐付き、４つの区分に分類） 

・TR17.3注釈：WAに確認したところ、一歩の中で接地から離地の間に少しでも白線に触れていれ

ば違反とみなさないということであった。世界陸上の WAレフェリーも同様の見解。判定

にあたっては「流れ」を確認いただきたい。判定ビデオだけではなく、チーム提供ビデオ



も判定材料となる。また、監察員記録用紙についても「エビデンス」として競技者に提示

するため、記載は簡潔に分かりやすくする必要がある。 

・TR17.5.2〔国内〕グループスタートの代用縁石の位置の変更（2023年 3末までに） 

・TR20.4.4 300ｍ競走のシードレーン（明確化）  

・TR22.1、22.3 国際規格の 300ｍHの追加 

・TR22.6 ハードル競技の失格事由の明確化 

・TR24.6 落としたバトンを拾うためにレーンを離れた後の動き 

・TR24.10 〔国際〕リレーの交代要員数の変更 

・TR24.11、24.12 男女混合リレーの走順は「男子→女子→男子→女子」 

・TR25.14 高さの競技で予選通過標準記録まで行わずに決勝進出者が決まった際の対応 

・TR28.1 PVの連続試技の際の試技開始の合図のタイミング 

・TR29.5 LJ、TJの踏切位置判定ビデオ  

 

（３）競技用靴に関する規程の修改正のポイント 

WRk競技会は靴規程を遵守しなければならない。WA は、事前のシューズチェックはしない（むし

ろするな）、疑義があれば競技後にチェックする方針。また、「シューズコントロールオフィサ

ー（靴チェック専門）」を置くことも求めている。国内においても競技前の靴底の厚さ計測は不

要とする。ただし、主催者判断で計測することを妨げるものではなく、適用範囲（どのレベルの

大会で厳格運用するか）についても主催者判断とする。 

国内の非 WRｋ競技会も原則適用とするが。競技会レベルに応じて主催者が適用非適用を決める。 

 

３．広告展示物規則PT（田中委員） 

  田中委員より、広告規則の修正と追記について説明がなされた。 

〔主な修正点〕 

・医療用テープに関する規程の修正と追記 

 WA規程（原文）和訳の誤りの修正と、〔注釈〕の追記。国内競技会での運用に変更はなし。 

〔事例〕 

・国スポの事例から広告規程の管理者を任命していただきたい。 

  ・〔事前質問「SNSなどへの多数の投稿により、不特定多数の閲覧があることから、全ての競技会   

で規程が適用されるべきではないか。規程は努力目標なのか。」に対する回答〕 

規程適用の競技会（ⅲ）は、主催者側が配信するもののみであり、個人の SNSなどへの投稿など 

は主催者が管理するところではない。広告規程は競技会規則であり遵守されるべきものである。 

ご理解と共有をお願いしたい。 

 

＜質疑応答＞ 

Ｑ．広告展示物規程に違反した場合はどのような処分になるのか。また、国スポの措置を確認した

い。 

Ａ①．広告規程は競技規則のため、規則に基づきYC(イエローカード)の対象となる。国スポでは

「注意」を行った。事前のマスキング対応は行うものの、マスキングの拒否や国スポのような

事例など極端な場合や指導に従わない場合には、YCや失格もあり得る。（田中委員） 

Ａ②．まずは、注意を促す。そのうえで、注意に従わず悪質であればYCの提示、なお改善されない

場合には失格とするなど、段階を経て対応するのが妥当ではないか。なお、YCを他の競技会に

持ち越すことはできないが、競技者に対しては繰り返しである旨を指導の中で伝えていくこと



で改善を求めることはできる。（片岡(裕)委員） 

 

Ｑ．リレーでバトンを落とした場合の写真判定について確認したい。 

Ａ．写真判定の際は、バトンを拾って戻り、正しい身体の向きで再度フィニッシュラインを通過した時

点での判定となる。（片岡(裕)委員） 

 

Ｑ．広告展示物規程に関し、国際大会の事例を確認したい。 

Ａ．世界陸上においては、マーケティング担当が管理をしていた。WAの弁護士資格を持っている職

員が広告コミッショナーとして担当しているため審判員が対応することはなかった。担当者か

ら審判員にマスキングの対応依頼が飛ぶことはあった。（陸連事務局 淺田氏） 

 

４．施設用器具委員会報告（高木委員長） 

  高木施設用器具委員長より、規則改正等について説明がなされた。 

（１） 2026年施設用器具委員会関係の規則の改正 

  WA競技規則、施設マニュアルとの整合性と国内競技規則変更による整合を図る 

〔主な改正点〕 

① グループスタートのスタート位置の変更 

② ブレイクラインの考え方の変更 

③ 300mHのWA規格移行への対応 

④ やり投助走路踏切付近の舗装材の対応 

⑥ 室内陸上競技場のショートトラックへの移行による室内陸上競技場公認に関する細則の対応 

⑦ ショートトラックへの移行による屋外種目別陸上競技場施設公認に関する細則の対応 

※⑥及び⑦に関しては2026年度中に改正予定」 

（２）競技会の派遣について  

（３）競技会での注意事項  

（４）世界陸上での対応 

   

＜質疑応答＞ 

Ｑ．TR14.1〔注意〕によると曲走路と直走路の境界点すべてのポイントのトラック内側の延長線上にコー

ンを設置することとされているが、義務と捉えるべきか確認したい。 

Ａ．必須でお願いする。（片岡(裕)委員） 

 

５．公認審判員制度の改正について（青柳委員、寺尾幹事） 

（１）改正を検討する背景 

   日本陸連と WAの審判員制度が並列・一部重複している状況にあり、WRk競技会においても WAレフェ

リーの配置が求められているなど、国際基準への対応が高まっており審判員制度へと集約する必要

が生じている。 

（２）JTO／JRWJ制度について 

（３）今後のスケジュール 

   ・2026年 3月以降 陸連理事会に原案提出 意見聴取・検討 

   ・2026年夏ごろ  具体的な作業（ルールブック・ハンドブック・諸規定の修改正 

   ・2027年 4月   新制度開始（予定） 

 



（４）その他 

   ・日本陸連の登録料は、級別差はない。 

・C級審判員制度について、運用方法について今後の検討課題としたい。 

   ・2027年からの制度改正に合わせて、審判手帳を更新する可能性がある。審判手帳の発注数や在庫

管理について留意して欲しい。 

   

６．世界陸上のビデオ判定事例報告（片岡(裕)委員） 

 片岡(裕)委員より、世界陸上のビデオ判定事例について説明がなされた。 

（１）ルールに基づく事例 

・TR17.1.1 意図的な妨害ではない妨害。リレーのシーン。これを見て、意図的で無いなと判断が

できる。 

・TR17.1.2 意図的な妨害。女子 1500mの場面。最初にキッカケを作った選手を失格の対象とした。 

・TR17.5.2 女子 10000mのグループスタートで内側の選手が外側のレーンを走った場面。これは短

い距離を走っていないので違反では無い。 

・TR17.2.3 レーン侵害。400mH では高精度のカメラがあったから監察員がスタンドから見ること

ができた。監察員をスタンドに配置するには、使用するビデオ機器等の性能を考慮する必要が

ある。 

・TR24.20 バトンパスで走り出す位置。テイクオーバーゾーンの中から走り出さねばならないが、

線から出ていたことが分かる。 

・TR24.21 4×400ｍＲで第 3・4走者は審判員の指示に従い、前走者が第 2曲走路入口を通過した

順に待機するが、世界陸上の場合はトラック審判長が並べている。選手をきちんと誘導してい

る。 

・TR30.1.5 着地の動きの中で着地場所の外側に肩が触れている。踏切だけでなく、着地の判定も

重要。 

・TR32.14 投てきの際の足がサークルやラインの縁に触れていないかとの場面。審判員がきちんと

判定をしているのが分かる。  

（２）抗議を却下した事例 

・男子 1500m予選 

1300m 付近で押合いや接触があり、2 名の選手が転倒その後、立ち上がった後、二人で並んで

ジョグをしながらフィニッシュした。結果発表後、両チームから抗議あり。ビデオ審判長は誠

実に力を尽くしていないという理由から抗議を却下。 

（３）イエローカードの事例 

・男子 100m 優勝者がフィニッシュ後にユニフォームを自ら切り割く (衣類規則違反) 

・男子マラソン 給水所で他競技者の飲食取得 (反スポーツマンシップ行為) 

・女子マラソン 給水所で他競技者の飲食取得 (反スポーツマンシップ行為) 

・女子マラソン 給水所以外で飲食物受取 (反スポーツマンシップ行為) 

（往路のコース上にあった給水ポイントで、復路通過時にコーチが給水してしまった） 

 

７．世界陸上のスタートについて（関委員） 

関委員より、世界陸上のスタートの事例について説明がなされた。 

（１）CaseⅠ 

男子 100m予選６組でオートリコールが作動し、選手を呼び戻した。このとき、RT(リアクシ

ョンタイム)は 0.099secであったが、失格としなかった。RTが限界（0.100sec）に近く、SIS



（=Start Information System）に加えスタートをスローで再生できる高性能なビデオを WAレ

フェリー2名が繰り返し見られたこと、波形が 0.099secまで一切立ち上がりをみせていなかっ

たことから、グリーンカードとなった。 

（２）CaseⅡ 

男子 100m準決勝 3組で 3レーンの競技者の局所的な動きがあり、それにつられた隣の 4レー

ンの競技者が不正スタートをしてしまい、3レーンにイエローカードが出された（TR16.5.3）。 

（３）CaseⅢ 

男子 800m予選 5組で 6レーンの競技者が On your marksの合図の後、体を止めずに動いたま

まスタートしようとしていた。遅延行為があったとしてイエローカードが出された。 

（４）CaseⅣ 

男子マラソンで一番内側にいた競技者が号砲の前にスタートしてしまった事例があった。現

場のスタート審判長より、直ちに止めるよう指示があったため、選手を止めてスタートのやり

直しをした。WAスターターより、マラソンや競歩種目では不正スタートがあってもピストルを

撃ち戻す必要がないとの指導を受けた。 

 

＜質疑応答＞ 

Ｑ． 競技用靴に関する規程について、中高生の大会は主催者が WA規則を適用するか決めるということで

あったが、適用しない場合にはどのようなシューズでも良いということになるのか。特に、シューズ

リストに載っていないものを履いている場合はどのように対応すればよいか確認したい。 

Ａ．規則を適用しない場合、競技会のレベルによりシューズリストに載っていないから NG とすることは

非現実的。規則を適用しないにしても何らかの基準を設けるならば、例えば靴の厚みが 20mm 以下あ

るいは 40mm 以下ということが広く納得される判断材料となるので、これを基準とすることもできる

のではないか。（片岡(裕)委員） 

 

Ｑ．長さの競技で、踏切の判定に粘土板と VDMを同時に使用してもよいか確認したい。 

Ａ．粘土板と VDMは併用しない。（片岡(裕)委員） 

 

Ｑ．長さの競技で、踏切の判定に粘土板を使用している時には踏切線の先に足先が出ていても痕跡が付い

ていない場合は有効試技ということでよいか確認したい。 

Ａ．現時点での WAの見解はその通りである。（片岡(裕)委員） 

 

Ｑ．マラソンの不正スタートはリコールしなくても良いとのことであったが、不正スタートをした競技者

に対して何らかのペナルティは与えられるのか確認したい。 

Ａ．世界陸上ではペナルティは与えられなかった。基本的にフィニッシュ後に審判長が判断すべきもので

ある。注意や警告を与えることも考えられる。（関委員） 

 

Ｑ．公認審判員制度の変更に伴い、審判手帳や審判員証も変更となるのか。そうなると、金銭的な負担が

発生すると考えられ、懸念がある。 

Ａ．現時点では詳細は未定である、負担が少なくなるよう検討をしていく。（鈴木委員長） 

 

 

 

 



【分科会１】 

〔競技会レンダー・記録PT〕 

① 競技会公認申請 

2026年度公認競技会申請について。鍋島委員より説明がなされた。 

 

② 日本記録申請について （村上委員） 

日本記録申請について、村上委員より説明がなされた。  

〔ポイント〕 

・WAの管理するナショナルレコード（日本記録）は、WRk大会でマークされた記録のみ。 

・道路競技などでの通過記録が日本記録となる場合でも、あくまでそのコースが検定され、競技

会として公認された場合のみに記録となる。 

 

③ 公認記録申請について (岩脇委員)  

公認記録申請について、岩脇委員より説明がなされた。  

〔ポイント〕 

・公認記録申請について課題 

➣昨年度末で陸マガ記録室との連携を終了し、陸連システムにデータ申請のみとなる。新フォー

マットは現在準備中。 

➣予備日に関しては 1次申請時に確定している場合は大会名の後に（予備日）と記載すれば申請

上問題ない。 

➣陸マガのシステムについては非公認の記録も反映されているものがあるため、日本陸連のシス

テムに移行後は非公認と分かるように申請いただきたい。 

・都道府県記録、中学記録、高校記録等について 

➣日本陸連での関与はしないため、各加盟団体で精査いただく。 

 

④ 記録用紙改訂 (資料参照) 

監察員記録用紙を使用せず競技会を行っている競技会あると伺っているが、書面をもって報告

しなければならないという規則に従い対応いただきたい。上訴申立書に関しては上訴の流れを記

入する用紙と金額面でのやり取りの2枚構成に変更となった。金額面の用紙は経理処理上問題があ

る場合は変更していただいて構わない。 

 

＜質疑応答＞ 

Ｑ．予備日を設定していない競技会で事情により日程が変更となった場合、事後申請は可能であるか

確認したい。 

Ａ．天候不良や暑熱対策関連で開催日を移動した場合は事後申請が認められる。申請を失念してしま

ったなどは認められない例となる。（岩脇委員） 

 

Ｑ．公認記録申請について、今年度行っていたメールでの送付はできなくなるということか確認した

い。 

Ａ．電子システムでの申請をお願いしたい。事情がある場合は PTまで連絡してほしい。（岩脇委員） 

 

Ｑ．2025年度は日本陸連のランキングで過去データが反映されることが無かったが、来年度は改善す

るのか。資格審査をするうえで支障があったため確認したい。 



Ａ①．ランキングについては、陸連事務局が確認をしている状況。ランキングシステムの修正は 

もう少し時間がかかる見込みである。まだ確定ではないが 3月にランキング一覧を公開予定 

である。(陸連事務局 石田氏) 

Ａ②．不具合を見つけた場合はシステムの問い合わせフォームから連絡いただくことで都度反映して 

いきたい。過去の記録については旧体制との兼ね合いもあり反映が難しい可能性がある。 

(岩脇委員) 

 

【分科会２】 

① S 級審判昇格審査報告（吉田委員） 

吉田委員より、Ｓ級昇格審査結果について報告がなされた。 

〔ポイント〕 

・2026年4月1日昇格予定者審査結果 

➣申請159名中155名を昇格候補者とした。 

 

② 審判ハンドブック PT （資料参照）  

〔ポイント〕 

・2027-2028ハンドブック作成方針 

➣審判員や読者に読みやすく誤解のない表現を心掛ける 

➣世界陸上を終えて国際化を取り入れていく 

 

③ 審判員研修 PT （寺尾幹事） 

寺尾幹事より、審判員研修プロジェクトの取組みについて説明がなされた。 

〔ポイント〕 

・「WA Bronze Referee」資格取得試験に向けた人材バンク登録 

 ➣登録期限：2026年2月28日（土） 

・競技会運営の合理化に向けたアンケートの実施 

 ➣少子高齢化に対応した今後の競技会運営の在り方 

➣東京陸協の取り組み 

➣アンケート実施。2026年1月26日（月）締切。未回答の場合は回答をお願いしたい。 

   ・WRk競技会のBronze Refereeの配置について 

➣WA規則に準じて競技が行われていることを監督する競技運営監督者 

➣日本選手権、WAコンチネンタルツアー（GGP、静岡国際、木南記念、織田記念）、 

ラベルロードレース→審判長、主任はBronze Refereeを配置 

※各審判長にBronze Referee以上の者が配置できる場合には競技運営監督者の配置は不要 

   ・NARの申請方法について 

 

④ 2025 年度 JTO 活動報告 （杉本幹事） 

杉本幹事より、JTO活動状況の主な事例について説明がなされた。 

〔ポイント〕 

・日本選手権400m決勝において１着フィニッシュの競技に黄旗の事例報告 

➣2名の審判長の連携 

➣リザルトの差替えなど 

 



・インターハイの円盤投げの予選における、電源ドラムのオーバーヒートの事例報告 

➣ドラムケーブルはすべてコードを引き出し使用されたい。 

 

＜質疑応答＞ 

Ｑ．NARの取得の意義について確認したい。 

Ａ．Bronze Refereeの受験資格要件としてNAR3年が示されているため、その準備として取得いただ

きたい。（青柳委員） 

 

Ｑ．日本選手権男子400mにおいて選手が結局救済されたが、その理由として「違反がなかった」の

か、または「裁定の理由が適切でなかったから」なのか、どちらなのか確認したい。 

Ａ．問題となったのは「一歩の部分」のみ。その一歩を巡って「(ラインを)踏んだのではないか」

という点が議論となった。ビデオの映像も不鮮明であり、かつ、他の場所も踏んでいるように

見える箇所もあり、加えて監察記録用紙の書き直しがあるなど信憑性に欠けた点もあった。最

終的に失格としないとなったのは「疑わしきは選手の利益に」という考えであった。確たるエ

ビデンスがあって、始めて違反と判断できるものと考える。（片岡(裕)委員） 

 

Ｑ．Bronze Refereeの合格者及び現在の人数を伺いたい。また、ジェンダーバランスの関係に伴

い、山形陸協は女性しか合格していないため、偏りなく推薦できるようお願いできないか確認

したい。 

Ａ．合格者数は集計して後日伝える。また、ジェンダーバランスについては、日本陸連にてコントロ

ールが難しいため理解いただきたい。（赤峰副委員長） 

 

Ｑ．写真判定、スターターのBronze試験の申請可能枠について確認したい。 

Ａ．それぞれ、男女1名ずつ、合計4名となる。（羽田幹事） 

 

Ｑ．CT(コンチネンタルツアー)は審判長も主任もBronze Refereeを配置しなければならないのか確

認したい。 

Ａ．CTは、移行期間が2025年までとなっており、すべての部署ではないが、判定を行う審判長と主

任はBronze Refereeを配置していただきたい。よって、Bronze Refereeが不足している場合に

は、近隣から招致していただきたい。CT主管の加盟団体は限られた加盟団体となるため、個別

に調整したい。（陸連事務局 淺田氏） 

 

８．分科会報告 

（１）分科会１について、赤峰副委員長より報告がなされた。（詳細は上記分科会のとおり。） 

・公認競技会の申請について方法・時期について 

・道路競技についての途中記録の記載 

・マスターズについて 

・2026年度よりデータ申請のみ 

・ランキングシステムについては調整中 

・記録用紙の確認について 

（２）分科会２について、佐藤幹事より報告がなされた。（詳細は上記分科会のとおり。） 

  ・S級審判の審査について報告 

  ・2027年度-2028年度のハンドブック作成について 



・競技会の合理化にむけての対応 

・2025年度JTO報告について 

 

９. 競技会報告（報告書参照）  

① 第 109 回 日本陸上競技選手権大会 東京 

② 第 109 回 日本陸上競技選手権大会・混成競技  

第 41 回 U20 日本陸上競技選手権大会・混成競技 岐阜  

③ 第 78 回 全国高等学校陸上競技対校選手権大会 広島  

④ 第 52 回 全日本中学校陸上競技選手権大会 沖縄  

⑤ 第 41 回 U20 日本陸上競技選手権大会 静岡  

⑥ 第 79 回 国民スポーツ大会 滋賀  

⑦ 第 19 回 U18／第 56 回 U16 陸上競技大会 三重 

 

10．2026 年 アジア競技大会について 伊藤ﾃｸﾆｶﾙｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

 伊藤ﾃｸﾆｶﾙｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾏﾈｰｼﾞｬｰより、2026 年 アジア競技大会の準備状況について説明がなされた。 

昨年の世界陸上の大成功を受けて、「盛り上がった陸上熱を2026年は愛知・名古屋に」との流れの 

なか着々と準備を進めている。会場は名古屋市の瑞穂公園陸上競技場（通称：パロマ瑞穂スタジア

ム）であり、３月までに工事を終えることとなっている。本競技場は、9レーンのトラックで外水壕の

仕様となっており、スタンド席は2層構造で観客動員人数は約3万人である。検定に合格すると、日本

陸連公認の第一種、WAのクラスⅡの競技場となる。 

 

（１）大会スローガンおよびエンブレム、マスコットについて 

スローガンは、「アジアでひとつに」との趣旨。大会を通して、アジアの国々・民族が一つにな

って取り組むことができるようにと込められている。 

大会エンブレムとマスコットについて、ホノホン（アジア大会のマスコット）は選手の熱い心を

示す炎としゃちほこ、ウズミン（アジアパラ大会）は物づくりを支える水としゃちほこが、それぞ

れモチーフとなっている。 

（２）大会概要、競技スケジュールについて 

第 20 回の開催で、国内では広島大会以来 36 年ぶりの開催となる。実施種目は 50 種目を予定し

ており、ロード種目については、道路使用の関係等があるためすでに決定した日程で行う。予定で

は、トラック競技について、ハーフマラソン競歩翌日の 9月 24日から始められたらと考えている。

また、マラソン競技は男女のスタート時間を別々にしており、開始時刻も暑熱対策を考慮し計画し

ている。 

（３）会場の立地状況について 

メイン競技場と練習会場について、美浜町→メイン会場（名古屋市）は約 1時間、知多町→メイ

ン会場は 20～30分ほどかかる距離にある。 

（４）NTO選考基準について 

陸上競技では NARとして定義されているが、陸上競技以外も統一し NTOとしている。審判員は愛

知県内を中心に選考をしており、内々で 150名確定しているが、現状は不足している。 

（５）アジア競技大会競技役員選考について 

   東海地区内で世界陸上を経験した審判員、JTO、Bronze Refereeらとタッグを組んで進めていき

たい。 

（６）テストイベントについて 



   トラックで実施していた愛知競歩競技会を、実際の競歩コースを利用して実施する予定。また、

名古屋ウィメンズマラソンの一部でもテストイベントとして実施する。さらに、ジャパンパラ陸上

競技大会および第 110 回日本選手権をメイン会場でのテストイベントとして参加する方向で進め

る。 

 

11．陸連事務局からの事務連絡 

 日本陸連 事務局肥田埜氏より陸上競技の安全・安心について説明がなされた。 

（１）迷惑撮影対策に引き続きご協力をお願いしたい。各都道府県の大会では、迷惑撮影防止のポスタ

ー掲出、大型スクリーンやアナウンスでの周知をお願いしたい。 

（２）リレーや駅伝のユニフォームのルール解釈について、例えばリレーの走者ごとにユニフォームの

形状やメーカーが異なっても、同じチームとして判別できれば良い。 

（３）助力について、ロードレースでレースの続行が不可能なときに審判員が声をかけたり競技者の身

体の一部に触れたりするのは助力ではないことについて、改めて認識いただきたい。 

（４）日本陸連HPの「陸上安全ナビ」サイトの紹介。迷惑撮影対策のほかにドーピング、栄養、暑熱対

策の情報が掲載されている。 

（５）土日祝日の競技会でドーピング検査を想定していなかった競技会（大学の記録会等）で日本記録

が樹立された場合、24時間以内にドーピング検査をおこなわなければならないので急遽対応が必要と

なるケースがある。2026年より土日祝日対応の電話番号を開設し対応していく。「陸上安全ナビ」サ

イトにも掲載した。なお、緊急時以外はメールで連絡されたい。 

（６）世界陸上大会報告書を取りまとめて公開した。配布の資料から確認されたい。是非とも国内の大

会に活かしていただければと願っている。 

 

12．事務連絡 

①本会議の報告書は 2月 18日(水)に配信予定である。 

②Zoomの録画データは本日中に事前配信フォルダに格納して共有予定である。 

 

閉会 
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2026 年度 日本陸上競技連盟競技規則 修改正案 

2026.2.12 

日本陸上競技連盟 競技運営委員会 

（太字：修改正、追加、挿入  修改正前：削除  修改正前＆修改正：移動） 

【競技会規則（CR）】 

条文番号 修改正前 修改正 

CR8.2 

〔国際〕 

クロスカントリー競走・道路競走・マウンテンレ
ース・トレイルランニングにおいて WA レフェ
リーが指名されたら、WA レフェリーは主催者に
必要な支援を行う。 

･･･ 

WA レフェリーに関する情報は WA のウェブサ
イトから入手可能な、  the World Athletics 

Referee Guidelines から提供される。 

道路競走、クロスカントリー、マウンテンレース・
トレイルレースにおいて、WAレフェリーが指名
されたら、WAレフェリーは主催者に必要なサポ
ートを行う。 

･･･ 

WA レフェリーに関する情報は、WA のウェブサ
イトから入手可能な the World Athletics Gold  
Referee Guidelines から提供される。 

CR9 

見出し 

WA 競歩審判員と JRWJ（日本陸連競歩審判員） WARWJ（WA 競歩審判員）と JRWJ（日本陸連
競歩審判員） 

CR9 

〔国内〕 

3 

CR34.4.6 および TR54.4.1〔国内〕ⅰ、ⅱ等 JRWJ 

を配置する必要がある時は、本連盟に事前に申告
しなければならない。 

CR34.4.6 および TR54.4.1〔国内〕ⅰ、ⅱ等 JRWJ 

を配置する必要がある時は、本連盟に事前に申告
しなければならない。事前の申告に基づき、本連
盟が有資格者の中から当該競技会に派遣した者
が、当該競技会における JRWJ としての判定を
行う。 

CR12 ワールドランキングコンペティション定義 1. 

(a)、(b)、(c) と 2. (a)、(b) に該当する競技会で
は、通常３人か５人、または７人からなるジュリ
ーを任命する。 

ワールドランキングコンペティション定義 1. 

(a)、(b)、(c) と 2. (a)、(b) に該当する競技会で
は、通常３人か５人、または７人からなるジュリ
ーを任命することができる。 

CR18.1 

Green 

（斜字） 

…より容易に解決される。 
スタート・インフォメーション・システム（SIS）
を使用していない場合、さらには審判長がスター
ト手続き（100m、100/110m ハードル、200m）の
後にフィニッシュを見る場所に移動する時間が
なく、審判長が順位を決定しなくてはならない可
能性がある場合、最良の解決策はスタート審判長
としての任も兼ねるようスタートコーディネー
ター（スターターとして豊富な経験を持つ者であ
るべき）を任命することである。 

…より容易に解決される。 
スタート・インフォメーション・システム（SIS）
を使用していない場合、さらには審判長がスター
ト手続き（100m、100/110m ハードル、200m、300
ｍハードル）の後にフィニッシュを見る場所に移
動する時間がなく、審判長が順位を決定しなくて
はならない可能性がある場合、最良の解決策はス
タート審判長としての任も兼ねるようスタート
コーディネーター（スターターとして豊富な経験
を持つ者であるべき）を任命することである。 
熟慮すべき事案については、関係する審判長間で
判定合意に達するよう努力する。但し、最終的な
合意に至らない場合は、ビデオ審判長が利用可能
なビデオ映像に基づいて最終決定を下す。尚、ス
タートに関する場合は、スタート審判長が最終決
定を下す。 

CR22.4 

〔注〕 

200ｍ、400ｍ、400ｍハードル、4×100ｍリレー、
4×200ｍリレー、メドレーリレー、4×400ｍリレ
ー、4×400ｍ男女混合リレーでは少なくとも 2 人
のリコーラーをおくことが望ましい。 

200ｍ、300ｍ、400ｍ、400ｍハードル、4×100ｍ
リレー、4×100ｍ男女混合リレー、4×200ｍリレ
ー、メドレーリレー、4×400ｍリレー、4×400ｍ
男女混合リレーでは少なくとも 2 人のリコーラ
ーをおくことが望ましい。 

CR29 

Green 

（斜字） 

競技者係は競技者が正しい組、レース、またはグ
ループにいるか、また招集スケジュールに従って
時間通りに競技エリアに向かっているかを確実
にしなければならない。可能であれば、招集スケ
ジュールは競技の各日の開始前に競技者とチー
ムが確認できるようにする。 
 

競技者係は競技者が正しい組、レース、またはグ
ループにいるか、また招集スケジュールに従って
時間通りに競技エリアに向かっているかを確実
にしなければならない。可能であれば、招集スケ
ジュールは競技の各日の開始前に競技者とチー
ムが確認できるようにする。 
ギャザリングポイントが設けられている場合、す
べての競技者はこの場所に集合しなければなら
ない。ギャザリングポイントは招集所の一部とみ
なされ、すべての入室時刻は事前に選手およびチ
ームに通知されるものとする。ギャザリングポイ
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ントでは、競技者のビブス、荷物、その他関連す
る物の初期確認が行われることがある。競技者は
ギャザリングポイントから、担当する係員または
ボランティアによってメインの招集場所へ案内
され、そこで適用される規則および規程に従って
最終確認が行われる。 

CR31.1 …。TR9 の条件下で行われたフィールド種目と
TR54、55 に従って競技場の外で行われた種目を
除き、競技者の記録は男女混合の競技で樹立され
たものは承認されない。 

…。TR9.4 の条件下で行われたフィールド種目と
TR54、55 に従って競技場の外で行われた種目を
除き、競技者の記録は男女同時実施競技で樹立さ
れたものは承認されない。 

CR31.14.4 

 

以下の場合を除き、TR17.3 に違反したら、その
記録は世界記録としては認められない。 

(a) TR17.3.1 と 17.3.2 に該当する場合。 

(b) TR17.3.3 と 17.3.4 が適用される場合で、当
該種目での 1 回目の違反の場合。 

あるいは、混成競技の個々の種目について
TR39.8.3 で認められている不正スタート（1 回
目の不正スタートの後の 2 回目以降のスタート）
の場合。 

以下の場合を除き、TR17.3 に違反したら、その
記録は世界記録としては認められない。 

(a) TR17.3.1 と 17.3.2 に該当する場合。 

(b) TR17.3.3 と 17.3.4 が適用される場合で、当
該種目での 1 回目の違反の場合。 

あるいは、混成競技の個々の種目について
TR39.8.3 で認められている不正スタート（1 回
目の不正スタートの後の 2 回目以降のスタート）
の場合。 

〔注釈〕 

混成競技で１回目に不正スタートをした競技者
が、2 回目のスタートで当該個別種目の世界記録
を出しても、世界記録としては認められない。1

回目に不正スタートをしていない競技者が世界
記録を出した場合は世界記録として認められる。 

尚、国内においては日本記録も同様の扱いとなる
が、1 回目に不正スタートをした者でも、2 回目
以降のスタートで出した記録は公認記録として
は認められる。 

CR32 

〔注意〕 

 

ⅰ競歩競技と道路競技の1 マイル（1 マイル
（R））を除く女子の道路競走については、WA 

は男女混合レース（男女混合）で達成された世
界記録と女子レース（女子単独）で達成された
世界記録の二つの世界記録を公認する。 

 

女子の競歩競技については、男女混合レース
（男女混合）または女子レース（女子単）のど
ちらかで達成された一つの世界記録を公認す
る。 

道路競走の 1 マイルについては、単一の性別者
のみが出場したレースの記録を世界記録とし
て公認する。 

 

ハーフマラソン競歩 ：  

記録の初回認定は2026年1月1 日とし、最初の
世界記録認定にあたり、必要となる最低限の記
録は2025 年に公表される。 

 

35 ㎞競歩 ： 

記録の初回認定は 2023 年 1 月 1 日とし、男子
は 2 時間 22 分 00 秒以内の記録を対象とする。 

 

マラソン競歩 ：  

記録の初回認定は 2026 年 1 月 1 日とし、最
初の世界記録認定にあたり、必要となる最低限
の記録は 2025 年に公表される。 

 

50,000m 競歩 ： 記録の初回認定は 2019 年 1

月 1 日以降とし、4 時間 20 分 00 秒以内の記
録を対象とする。 

ⅰ競歩競技と道路競技の 1 マイル（1 マイル（R））

を除く女子の道路競走については、WA は男女

混合レース（Mx）で達成された世界記録と女

子レース（Women only または Wo）で達成さ

れた世界記録の二つの世界記録を公認する。 

道路競走の 1 マイルについては、男女混合レー

スまたは女子のみが出場した女子レースの記

録を、世界記録として公認する。 

この規則において、男女混合レースには TR9.1

による混合競技および TR9.3 による男女同時

実施競技が含まれる。 

 

 

ハーフマラソン競歩 ：  

記録の初回認定は2026年1月1 日とし、男子は 

1:21:30 以内、女子は 1:30:30 以内の記録と
する。 

 

（削除） 

 

 

 

マラソン競歩 ：  

記録の初回認定は2026年1月1 日とし、男子は 

2:56:30 以内、女子は 3:17:00 以内の記録と
する。 

 

50,000m 競歩 ： 記録の初回認定は 2019 年 1

月 1 日以降とし、4 時間 20 分 00 秒以内の記
録を対象とする。 
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（新規追加） 

 

 

 

 

4×400ｍ sh 男女混合リレー ： 記録の初回
認定は、2025 年 3 月 1 日以降とし、3 分 12

秒 44 以内の記録を対象とする。 

4×100ｍ 男女混合リレー ： 記録の初回認
定は、2026 年 1 月 1 日以降とし、2025 年末
時点で認められている世界最高記録を上回っ
ている記録とする。 

 

4×400ｍ 男女混合リレー ： 記録の初回認
定は、2025 年 3 月 1 日以降とし、3 分 12 秒
44 以内の記録を対象とする。 

CR32 ＊男女混合種目（ユニバーサル種目） ＊男女混合種目 

CR34.4.6 競歩競技の日本記録については、少なくとも 3 人
の JRWJ（日本陸連競歩審判員）以上の資格を持
った競歩審判員が競技中歩型の判定を行い、日本
記録申請書に署名しなければならない。 

競歩競技の日本記録については、少なくとも 3 人
の JRWJ （日本陸連競歩審判員）または
WARWJ(WA 競歩審判員)として派遣された競歩
審判員が歩型判定を行い、日本記録申請書に署名
しなければならない。 

CR34.10 （新規追加） 300ｍハードル（国際基準）および 4× 100ｍ 男
女混合リレーの日本記録の初回認定は 2026 年
12 月 31 日とする。 

 

CR32 世界記録対象種目 

種目 男子 女子 
U20 

男子 

U20 

女子 
計時方法 

リ
レ
ー
競
走 

4×100ｍ ○ ○ ○ ○ 写 

4×100ｍ 男女混合＊ ○ ○ ○ ○ 写 

4×200ｍ ○ ○ － － 写 

4×200ｍ sh ○ ○ － － 写 

4×400ｍ ○ ○ ○ ○ 写 

4×400ｍ sh ○ ○ － － 写 

4×400ｍ男女混合＊ ○ ○ － － 写 

4×400ｍ sh 男女混合＊ ○ ○ － － 写 

4×800ｍ ○ ○ － － 写・手 

4×800ｍ sh ○ ○ － － 写・手 

4×1,500ｍ ○ ○ － － 写・手 

ディスタンスメドレー ○ ○ － － 写・手 

＊男女混合種目（ユニバーサル種目） 

 

CR34.10 日本記録・公認記録対象種目 

種目 男子 女子 
U20 

男子 

U20 

女子 

U18 

男子 

U18 

女子 

日本記録 

計時方法 

公認 

男子 

公認 

女子 

公認記録 

計時方法 

ハ
ー
ド
ル
競
走 

50ｍハードル ○ ○ － － － － 写 ○ ○ 写・手 

55ｍハードル － － － － － － － ○ ○ 写・手 

60ｍハードル ○ ○ ○ ○ ○ ○ 写 ○ ○ 写・手 

100ｍハードル － ○ － ○ － ○ 写 ○ ○ 写・手 

110ｍハードル ○ － ○ － ○ － 写 ○ ○ 写・手 

300m ハードル（国際）* ○ ○ ○ ○ ○ ○ 写 ○ ○ 写・手 

300m ハードル（国内）** － － ○ ○ ○ ○ 写 ○ ○ 写・手 

400ｍハードル ○ ○ ○ ○ ○ ○ 写 ○ ○ 写・手 

*ハードル 7 台、**ハードル 8 台 
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種目 男子 女子 
U20 

男子 

U20 

女子 

U18 

男子 

U18 

女子 

日本記録 

計時方法 

公認 

男子 

公認 

女子 

公認記録 

計時方法 

リ
レ
ー
競
走 

4×100ｍ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 写 ○ ○ 写・手 

4×100ｍ男女混合 ○ ○ － － － － 写 ○ ○ 写・手 

4×200ｍ ○ ○ － － － － 写 ○ ○ 写・手 

4×200ｍ sh ○ ○ － － － － 写 ○ ○ 写・手 

100+200+300+400ｍ － － － － － － － ○ ○ 写・手 

4×400ｍ ○ ○ ○ ○ － － 写 ○ ○ 写・手 

4×400ｍ sh ○ ○ － － － － 写 ○ ○ 写・手 

4×400ｍ男女混合＊ ○ ○ － － － － 写 ○ ○ 写・手 

4×400ｍ sh 男女混合＊ ○ ○ － － － － 写 ○ ○ 写・手 

4×800ｍ ○ ○ － － － － 写・手 ○ ○ 写・手 

4×800ｍ sh ○ ○ － － － － 写・手 ○ ○ 写・手 

4×1,500ｍ ○ ○ － － － － 写・手 ○ ○ 写・手 

ディスタンスメドレー － － － － － － － ○ ○ 写・手 

＊男女混合種目（ユニバーサル種目）  ※42.195 ㎞ 

 

 

【競技規則（TR）】 

条文番号 修改正前 修改正 

TR3 

見出し 

年齢と性別 年齢と性別カテゴリー 

TR3.3 性別 

この競技規則によって行われる競技会は、男
子・女子・ユニバーサル（男女混合）に分
類される。男女混合競技が競技場外で行われた
場合、あるいは TR9に定めるものを例外と
して競技場内で行われた場合、競技結果を
発表またはその他の方法で男女別に示す必要が
ある。ユニバーサル種目や競技会の結果は、一つの
種目の分類として取り扱う。 

性別カテゴリー 

この競技規則によって行われる競技は、男性・
女性のカテゴリーに分類される。特定の競技
区分に関する要件は TR9 において規定され
る。 

TR3.4 出生後から生涯を通じて常に男性として認め
られているか、TR3.6.1  に該当しWA  規則
及び諸規程の資格を有している者は、男性（ま
たはユニバーサル）の競技に出場する資格があ
る。 

男性カテゴリーと女性カテゴリーにおける競
技参加資格は、資格規定（ the Eligibility 

Rules）により定められる。 

TR3.5 出生後から生涯を通じて常に女性として認めら
れているか、TR3.6.2 に該当しWA 規則及び
諸規程の資格を有している者は、女性（またはユ
ニバーサル）の競技に出場する資格がある。 

（削除） 

TR3.6 以下の資格を定める諸規程はカウンシルが承認
する。 

3.6.1  女性から男性に転換を行ったトランスジ
ェンダーの男子競技への参加資格 

3.6.2  男性から女性に転換を行ったトランスジ
ェンダーの女子競技への参加資格 

3.6.3  性分化疾患を持つ女性の女子競技への参
加資格諸規程に合致しない、あるいは拒否し
た競技者は、競技に参加する資格を有しない。 

〔注意〕 

TR3.6の規定に違反した場合の制裁措置につい
て は、必要に応じてトランスジェンダー・アス
リートの資格に関する規定または女性の分類に
関する資格規定（Regulations for Transgender 

Athletes or Eligibility Regulations for   the 

Female Classification）を参照すること。 

（削除） 
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TR3.6 

Green 

（斜字） 

ユニバーサル競技会とは、男性と女性が同じ
チームに含まれているリレーやチームの競技
だけでなく、リザルトを男女別に分けるこ
となしに男女が一緒に参加する競技も含まれ
る。 

（削除） 

TR4.3 

 

同時申し込み 

競技者が同時に、トラック競技とフィールド競
技あるいは2種目以上のフィールド競技に出場
している場合には、審判長は… 

同時開催競技への申し込み 

競技者がトラック競技とフィールド競技の両方
にエントリーしている場合、あるいはエントリ
ーしている複数のフィールド競技が同時に行わ
れる場合、担当審判員は… 

TR4.4 

〔国際〕 

ワールドランキングコンペティション定義1. 

⒜、⒝、⒞ と 2. ⒜、⒝ に該当する全ての競技
会においては、次の競技者はリレーも含む当該競
技会で実施される全種目（当該競技者が同時にエ
ントリーし参加している他の種目も含む）に以
後、参加することは認められない。 

ワールドランキングコンペティション定義1. 

⒜、⒝、⒞ と 2. ⒜、⒝ に該当する全ての競技
会においては、以下の場合には、競技者はリレー
競技も含む当該競技会で実施される全種目（当
該競技者が同時にエントリーし参加している他
の種目も含む）に以後、参加することは認められ
ない。 

TR4.4 

Green 

（斜字） 

 

関連する審判長がそのような状況に気づき、レ
ースを放棄した競技者が誠意を尽くして競技し
ていないと確信を持った場合には、この競技者
について該当するリザルト上に“DNF TR4.4.3”
とする必要がある。 

関連する審判長がそのような状況を認識し、レ
ースを放棄した競技者が誠意を尽くして競技し
ていなかったと確信した場合には、この競技者
について関連するリザルト上に“DNF TR4.4.3”
と記載する必要がある 

TR5.1 

Green 

（斜字） 

（新規追加） 競歩競技では、競技者は膝の部分が完全にはっ
きりと見える服装を着用しなければならない。
但し、脚にぴったりとフィットするロングタイ
ツの着用は認められる。 

TR5.2 

Green 

（斜字） 

（新規追加） 靴検査に関しては、WAのウェブサイトからダウ
ンロードできるthe Shoe Control Guidelines
（靴検査ガイドライン）に具体的な情報が記載
されている。特に、靴検査中に靴底の厚さを計測
することは想定していない。 

TR5.2 

〔国内〕 

（新規追加） 駅伝競走は道路競走種目と同じ（靴底の最大の
厚さ：40mm）とする。 

但し、競技会レベルに応じて主催者が適用・非適
用を判断することは妨げない。 

TR7.1 競技者およびリレー・チームは、誠実に力を尽く
して陸上競技会に参加しなければならず、反ス
ポーツマンシップ行為や不適切な行為を行って
はならない。当該規則に従わない競技者および
リレー・チームは、警告を受けるか失格となる場
合がある。 

･･･ 

競技者およびリレー・チームは、誠実に力を尽く
して陸上競技会に参加しなければならず、反ス
ポーツマンシップ行為や不適切な行為を行って
はならない。本規則に従わない競技者またはリ
レー・チームには、警告または失格が科せられる
場合がある。 

･･･ 

TR7.1 

Green 

b 

（斜字） 

レッドカードの前に、イエローカードが出され
ているのが一般的であり通常想定されることで
あるが、特に悪質な反スポーツ的または不適切
な行為、または誠実な態度で競技に参加しなか
った場合には、即時に（イエローなしで）レッド
カードを出すことができる。 

レッドカードの前に、イエローカードが与えら
れるのが一般的であり、通常想定されることで
あるが、特に悪質な反スポーツ的または不適切
な行為、あるいは誠実な努力をせずに競技に参
加した場合には、直ちに（イエローなしで）レッ
ドカードを出すことができる。 

TR7.3 …。 

この失格により、その競技会における以後の全
ての種目やラウンド（混成競技の個々の種目や、
同時に参加している他の種目やリレーも含まれ
る）から除外される。 

…。 

この失格により、当該競技者はその競技会にお
けるそれ以降の全ての競技やラウンド（混成競
技の個々の種目や、同時に参加している他の競
技やリレーも含まれる）から除外される。 

TR7.5 

Green 

（斜字） 

TR7.3はリレー競技中に2回目の警告を受けた競
技者、または、リレー競技で当該チームの失格に
つながる除外を直接受けた競技者にも適用され
る。 
 
 
 

TR7.3はリレー競技中に2回目の警告を受けた競
技者、または、リレー競技で当該チームの失格に
つながる除外を直接受けた競技者にも適用され
る。 
以下の例は、リレー競技でイエローカードを受
けた場合の潜在的な影響をさらに明確に示した
ものである。 



6 

 

例1： 
・競技者Aが個人種目でイエローカードを受けた 
・競技者Aがリレー競技でさらにイエローカード
を受けた 
→ 選手Aはレッドカード（イエローカード2
枚）、リレー・チームは失格 

例2： 
・選手Aが個人種目でイエローカードを受けた 
・選手Bがリレー競技でイエローカードを受けた 

→ それ以上の措置は取られない 
例3： 
・選手Aが個人種目でイエローカードを受けた 
・選手Bがリレー競技でイエローカードを受けた 
・選手Cが同じリレー競技でイエローカードを受
けた 
→ リレー・チームはレッドカード（イエロー
カード2枚）を受け、失格となるが、個人選
手は他の種目に出場できる 

TR8.7 … 

上訴は競技者、競技者の代理人、またはチーム
の代表者によって署名された文書により、預託
金10,000円（国際競技会においては100米ドル
または相当額）を添えて行われなければならな
い。 

… 

上訴は競技者、競技者の代理人、またはチーム
の代表者によって署名された文書により、預託
金 20,000 円（国際競技会においては 100 米ド
ルまたは相当額）を添えて行われなければなら
ない。 

TR9 

見出し 

男女混合の競技 競技の区分 

TR9.1 加盟団体の規則が適用されていれば、男女が一
緒に競うリレーや男女混合チームで行う競技、
男女が一つのカテゴリーで行う種目などの男
女混合競技を行うことができる。 

この規則の下では以下の競技区分を適用する
ことができる。 

 ・男子競技 

 ・女子競技 

 ・男女混合競技 

男女混合競技とは、男子および女子が一緒に
参加し、成績が男女別に分類されない競技、ま
たは男子および女子が同一チームを構成する
リレー競技や団体競技のことをいう。 

〔注〕 

男女混合競技は、加盟団体が定める規則に従
って認められる。 

TR9.1 

Green 

（斜字） 

（新規） TR3 において定義される男子および女子のカテ
ゴリーは、競技者の競技参加資格を示すもので
ある。一方、TR9.1 において定義される競技の
分類は、競技結果の分類を示すものである。競技
分類には、男子のみ、女子のみ、または男女混合
の分類が設けられる場合がある。 

TR9.2 （新規） TR3.3 および 3.4 に基づき男子カテゴリーにお
いて競技する資格を有する競技者は、男子競技
または男女混合競技に分類されるものとする。 

同条に基づき女子カテゴリーにおいて競技する
資格を有する競技者は、女子競技または男女混
合競技に分類されるものとする。 

TR9.2 

Green 

（斜字） 

（新規） 男女混合競技においては、男子競技者および女
子競技者が一緒に、単一の競技区分として競技
を行う。 

TR9.3 （新規） 男女同時実施競技 

男女同時実施競技とは、男女が共に参加し、男子
および女子のそれぞれの成績が個別に分類され
る競技を対象とする。 

TR9.2 

↓ 

TR9.4 

TR9.1以外のその他の競技会で競技場内のみ
で行う競技では、男女混合の種目は通常では認
めない。 

競技場内のみで行われる男女同時実施競技は、
原則として認められない。 
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但し、以下の場合は認められる。 

・ワールドランキング競技会定義1. ⒜、⒝、⒞ 

と 2. ⒜、⒝、⒞の競技会において、当該種
目に当該規則を適用することが規定されて
いるフィールド競技。 

• ワールドランキング競技会定義1. ⒟、⒠ と 

2. ⒟、⒠ の競技会におけるフィールド競技
と、TR 9.2.1 に基づいて行うことを所管す
るエリア陸連が特に許可している5000m 

以上のレース。 

• ワールドランキング競技会定義3.の競技会
におけるフィールド競技と、TR 9.2.1 に基
づいて行うことを所管する各国陸連が特に
許可している5000m以上のレース。 

但し、以下の場合は認められる。 

・ワールドランキング競技会定義1. ⒜、⒝、⒞ 

と 2. ⒜、⒝、⒞の競技会において、当該種
目に当該規則を適用することが規定されて
いるフィールド競技。 

・ワールドランキング競技会定義1. ⒟、⒠ と 

2. ⒟、⒠ の競技会におけるフィールド競技
と、TR9.4.1 に基づいて行うことを所管す
るエリア陸連が特に許可している5000m 

以上のレース。 

・ワールドランキング競技会定義 3.の競技会
におけるフィールド競技と、TR9.4.1 に基づ
いて行うことを所管する各国陸連が特に許
可している 5000m 以上のレース。 

TR9.2.1 

↓ 

TR9.4.1 

競技場内で行う5000 ｍ以上の競技で、男女の
いずれかまたは男女ともに男女別に競技を実
施するのに十分な人数がそろわず、男女別々で
の実施が非効率的である場合。 

競技結果には男女の別を表示しなければなら
ない。こうした競技では、いかなる場合でも、
他の性別の競技者がペースメイクをしたり、助
力をしたりするような行為は許されない。 

 

5000 ｍ以上の競技で、競技場内で男女同時実
施競技を実施することは、原則として認めら
れない。但し、男女のいずれかまたは男女とも
に男女別に競技を実施するのに参加人数が少
なく、男女別々での実施が非効率的である場合
に限り、男女同時実施競技を実施することが
認められる。 

競技結果は男女別に分類され、各競技者の性別
を表示しなければならない。なお、いかなる場
合でも他の性別の競技者がペースメイクをし
たり、助力をしたりするような行為は許されな
い。 

TR9.2.2 

↓ 

TR9.4.2 

フィールド競技では、男女が同時に同じ場所で
同じ種目を行うことができる。その際には…、
TR26～28は厳格に適用されなければならな
い。 

フィールド競技における男女同時実施競技で
は、男女が同時に同じ場所で同じ種目を行うこ
とができる。その際には、…TR26～28 は厳格
に適用されなければならない。 

TR9.2 

Green 

（斜字） 
↓ 

TR9.4 

Green 

（斜字） 

TR9.2.1の目的は男女のいずれかまたは… 
作り出すことではない。 
男女混合競技とは以下の競技である。  
a. すべての国内競技会においては、フィールド
競技および TR9.2.1 に 従って行われる
5000m以上のレースで所管する各国陸連に
よって特別に許可されている競技。（エリア
陸連からの追加の許可は必要ない）  

b. ワールドランキングコンペティション定義
1. ⒟、⒠ と 2.⒟、⒠ に該当する競技会に
おいては、フィールド競技および所管するエ
リア陸連によって特別に許可されている
TR9.2.1に従って行われる5000ｍ以上のレ
ース。  

c. ワールドランキングコンペティション定義
1. ⒜、⒝、⒞ と…規定されていなければ認
められない。  

男女混合競技での世界記録の公認には制限が
ある。…についての指針を提供する。 
（CR25.2、25.3も参照） 

TR 9.4.1の目的は、男女のいずれかまたは… 
作り出すことではない。  
男女同時実施競技とは以下の競技である。  
a. すべての国内競技会においては、フィールド
競技および TR9.4.1 に従って行われる
5000m以上のレースで所管する各国陸連に
よって特別に許可されている競技。（エリア
陸連からの追加の許可は必要ない）  

b. ワールドランキングコンペティション定義
1. ⒟、⒠ と 2.⒟、⒠ に該当する競技会に
おいては、フィールド競技および所管するエ
リア陸連によって特別に許可されている
TR9.4.1に従って行われる5000ｍ以上のレ
ース。  

c. ワールドランキングコンペティション定義
1. ⒜、⒝、⒞ と…規定されていなければ認
められない。  

男女同時実施競技での世界記録の公認には制
限がある。…についての指針を提供する。 
（CR25.2、25.3 も参照） 

TR14.1 

〔国内〕 

1 

メイントラックを離れる障害物競走とグルー
プ・スタートでは、代用縁石を置くものとする。 

メイントラックを離れる障害物競走とグルー
プ・スタートで 300mm 外側を計算された競技
場では、代用縁石を置くものとする。 

TR14.2 

〔国内〕 

2 

国内の競技場では代用縁石を置くことから、こ
れを縁石とみなし、300mm外方を測る。 

国内の競技場では代用縁石を置くところは縁石
とみなし、300㎜外方を測る。 

TR15.1 

Green 

（斜字） 

（新規追加） 厳密に言えば、スターティングブロックのいか
なる部分もスタートラインと重なってはならな
いという要件には、フレームも含まれる。 
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TR16.5 … 
スターターは下記の行為を競技者が行ったと判
断したら、スタートを中止しなければならない。 
16.5.1 「On your marks（ 位置について）」ま
たは「Set（用意）」の合図の後で、信号器発射
の前に正当な理由もなく手を挙げたり、クラ
ウチングの姿勢から立ち上がったりした時
（理由の正当性は審判長によって判断され
る）。 

16.5.2 「On your marks（位置について）」また
は「Set（用意）」の合図に従わない、あるいは
遅れることなく速やかに最終の用意の位置に
つかなかったとスターターが判断した時。 

16.5.3 「On your marks（位置について）」また
は「Set（用意）」の合図の後、音声や動作、そ
の他の方法で他の競技者の妨害をし、その結
果、その競技者が他の競技者の不正スタート
を生じさせた時。 

 

この場合、審判長はTR7.1ならびに7.3に従い、
不適切行為があったとして当該競技者に対して
警告を与えることができる（同じ競技会の中で2

度の規則違反があった場合は失格となる）。この
際、グリーンカードを示してはならない。 

スタート中断の原因が競技者の責任でないと考
えられる場合、あるいは審判長がスターターの
判断に同意できない場合は、競技者全員にグリ
ーンカード（旗）を提示して不正スタートを犯し
た者がいないことを示す。 

… 
スターターは下記の行為を競技者が行ったと判
断したら、スタートを中止しなければならない。 
16.5.1 「On your marks（ 位置について）」ま
たは「Set（用意）」の合図の後で、信号器発射
の前に正当な理由もなく手を挙げたり、クラ
ウチングの姿勢から立ち上がったりした時
（理由の正当性は審判長によって判断され
る）。 

16.5.2 「On your marks（位置について）」また
は「Set（用意）」の合図に従わない、あるいは
遅れることなく速やかに最終の用意の位置に
つかなかったとスターターが判断した時。 

16.5.3 「On your marks（位置について）」また
は「Set（用意）」の合図の後、音声や動作、そ
の他の方法で他の競技者の妨害した時（その
行為が実際に不正スタートにつながらなかっ
た場合も含む）。 

 

TR16.5.1または16.5.2に該当する場合、審判長
はTR7.1ならびに7.3に従い、当該競技者に対し
て不適切な行為を行ったとして警告を与えるこ
とができる（同じ競技会の中で2度の違反があっ
た場合は失格となる）。この際、グリーンカード
を示してはならない。 

TR16.5.3 の場合、ある競技者の動作または行動
が他の競技者に不正スタートとなるような動作
を誘発させた場合、審判長はTR7.1ならびに7.3

に従い、当該競技者に対して警告を与えること
ができる（2 回目の違反の場合は失格）。そうで
ない場合は、グリーン カードを提示する。 

但し、複数回のスタート中止において同一競技
者が繰り返し動作を行った場合、他の競技者に
不正スタートとなるような動作を誘発しなかっ
たとしても、審判長はTR 7.1 ならびに 7.3 に
従い、違反行為を行った競技者に警告を与える
ことができる（2 回目の違反の場合は失格）。 

スタート中断の原因が競技者の責任でないと考
えられる場合、あるいは審判長がスターターの
決定に同意できない場合は、競技者全員にグリ
ーンカードを提示して不正スタートを犯した者
がいないことを示さなければならない。 

グリーンカードに代わり、ワイドスクリーンや
専用モニターの使用、スピーカーによる伝達、ラ
イトタワーや類似の装置の使用など、視覚的ま
たは聴覚的な代替表示の使用を認めることがで
きる。こうした代替表示を使用する際の手順は、
総務、スタート審判長等の関係する審判員（〔国
際〕技術代表、スタート審判、イベントプレゼン
テーションマネージャー）の間で調整した後、中
継を行う放送局に通知する必要がある。 

TR16.8 

〔注〕 

… 

スタートのリコールや中止した理由がどの競技
者の責にも帰すべきものでなければ、警告は与
えないでグリーンカード（旗）を競技者全員に見
せる。 

… 

スタートのリコールや中止した理由がどの競技
者の責にも帰すべきものでなければ、警告は与
えないでグリーンカードを競技者全員に見せ
る。 

カードに代わり、ワイドスクリーンや専用モニ
ターの使用、スピーカーによる伝達、ライトタワ
ーや類似の装置の使用など、視覚的または聴覚
的な代替表示の使用を認めることができる。こ
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うした代替表示を使用する際の手順は、総務、ス
タート審判長等の関係する審判員（〔国際〕技術
代表、スタート審判、イベントプレゼンテーショ
ンマネージャー）の間で調整した後、中継を行う
放送局に通知する必要がある。 

TR16.9 … 

レーンナンバー標識が使用される場合には、不
正スタートの責任を有する競技者にカードが示
されたら、レーンナンバー標識にも同様の表示
を行う。 

… 

レーンナンバー標識が使用される場合には、不
正スタートの責任を有する競技者にカードが示
されたら、レーンナンバー標識にも同様の表示
を行う。 

カードに代わり、ワイドスクリーンや専用モニ
ターの使用、スピーカーによる伝達、ライトタワ
ーや類似の装置の使用など、視覚的または聴覚
的な代替表示の使用を認めることができる。こ
うした代替表示を使用する際の手順は、総務、ス
タート審判長等の関係する審判員（〔国際〕技術
代表、スタート審判、イベントプレゼンテーショ
ンマネージャー）の間で調整した後、中継を行う
放送局に通知する必要がある。 

TR17.3 

〔注釈〕 

１回の違反であっても、有利な位置取りをする
ために行った場合や他の競技者を妨害した場合
は、直ちに失格となる。 

ⅰ曲走路の内側を踏んだかどうかの判定は、一
歩の中で接地から離地までの間に一瞬でも内
側のラインに触れていれば違反とは見なさな
い。一歩の動き（接地から離地まで）をよく監
察する必要がある。 

 

＜違反とならないケース＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ １回の違反であっても、有利な位置取りをす
るために行った場合や他の競技者を妨害し
た場合は、直ちに失格となる。 

TR17.5.1 

〔国内〕 

ⅱ 

800ｍ競走でブレイクラインまでレーンを走る
場合のスタート位置は二つの要素に注意しなけ
ればならない。 

第1に、適用する通常の階段式差は200ｍ競走の
場合と同じである。 

第2に、外側のレーンの走者のためにバック･ス
トレートの終端でほぼ同じ距離となるように、
内側のレーンの走者よりも各レーンのスタート
の位置を順次前に出して調節することである。 

各レーンのスタート位置については、次の方法
が望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

800ｍ競走でブレイクラインまでレーンを走る
場合のスタート位置は二つの要素に注意しなけ
ればならない。 

第1に、適用する通常の階段式差は200ｍ競走の
場合と同じである。 

第2に、外側のレーンの走者のためにバック･ス
トレートの終端でほぼ同じ距離となるように、
内側のレーンの走者よりも各レーンのスタート
の位置を順次前に出して調節することである。 

各レーンのスタート位置については、次の方法
とする。 

【グループスタートの第2グループを200㎜外方
スタートラインとした時の全天候舗装競技場
の場合】 

(1) レーンのブレイクライン（X1）は、内側の縁
石の外端から 300 ㎜の地点。 

(2) 第 2 レーンから一番外側のレーンまでは、1

レーンの C 点先の曲走路の周りの 300 ㎜の
測定線に沿ってカーブを十分に回り込むよ
うに、ブレイクラインの外側の端から曲走路
の接線点から決まる。 
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(1) B1点は、内側のレーンのバック･ストレート
の入口で、内側の縁石の外端から300㎜の地
点。 

(2) 定点Yは、AB1の延長線で一番外側のレー
ンの、そのレーンの内側のラインから200㎜
の地点。 

(3) 定点Cは、バック･ストレートの終点、即
ち、次の曲走路の始まる所で内側の縁石の外
端から300㎜。 

(4) CB1を半径としてトラックに弧B1Xを引
く。このラインは、トラックに幅50㎜で示
す。 

(5) 第2レーンから一番外側のレーンまでは、
B1Xと各レーンの内側から 200㎜の点の交点
により決める。 

スタートの位置の正確な調節は次の方法で決定
する。 

800ｍ競走における各レーンのスタートの位置
は、B1Yから各レーンの終わり(B2～B8)までの
距離を前に出さなければならない。 

各レーンの正当なスタートの位置を前に出す距
離は、レーンの幅が１ｍ220、直線の長さ80ｍ
とすると、次の数値になる。 

第1レーン     0    第2レーン     8㎜ 

第3レーン  34㎜   第4レーン    79㎜ 

第5レーン  143㎜   第6レーン  225㎜ 

第7レーン  326㎜   第8レーン  446㎜ 

第9レーン  585㎜ 

スタートの位置の正確な調節は次の方法で決定
する。 

 

800ｍ競走における各レーンのスタートの位置
を B-B´線上より前に出さなければならない。 

各レーンのスタートの位置を前に出す距離は、
レーンの幅が１ｍ220、直線の長さ 80ｍとする
と、次の数値になる。 

第 1 レーン   0      第 2 レーン   8 ㎜ 

第 3 レーン  34 ㎜    第 4 レーン  79 ㎜  

第 5 レーン  141 ㎜   第 6 レーン  222 ㎜ 

第 7 レーン  321 ㎜    第 8 レーン  437 ㎜ 

第 9 レーン  571 ㎜  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全天候舗装競技場の場合のブレイクラインは、
当該箇所またはトラックの改修および公認満了
2032年年3月31日までの検定までに適用する。
それまでは土質競技場の場合を適用する。 

 

【土質競技場の場合】 

(1)  1レーンのブレイクライン（B1）点は、内
側の縁石の外端から300㎜の地点。 

(2) C点は、バック･ストレートの終点、即ち、
次の曲走路の始まる所で内側の縁石の外端
から300㎜。 

(3) 第2レーンから一番外側のレーンまでは、C

点よりCB1を半径として、B1Xと各レーン
の内側から 200㎜の点の交点により決め
る。 

 

スタートの位置の正確な調節は次の方法で決定
する。 

800ｍ競走における各レーンのスタートの位置
をB1Yから各レーンの終わり(B2～B8)までの距
離を前に出さなければならない。 

各レーンの正当なスタートの位置を前に出す距
離は、レーンの幅が１ｍ220、直線の長さ80ｍ
とすると、次の数値になる。 

第1レーン     0    第2レーン     8㎜ 

第3レーン  34㎜   第4レーン    79㎜ 

第5レーン  143㎜   第6レーン  225㎜ 

第7レーン  326㎜   第8レーン  446㎜ 

第9レーン  585㎜ 

TR17.5.2 

〔国内〕 

第1グループと第2グループの走路の間には代用
縁石を置き、二つに分ける。合流地点には他とは
異なる彩色の代用縁石を置く。 

ⅰ第1グループと第2グループの走路の間には代
用縁石を置き、二つに分ける。合流地点には他
とは異なる彩色の代用縁石を置く。 
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ⅱ第2グループのスタートは、第1グループと第2

グループの走路の間のラインの外端から200

㎜外方を測り、ライン上に150mm～500mmの
高さのコーンを置く。（200㎜外方スタートラ
イン）当該箇所またはトラックの改修および
公認満了2032年3月31日までの検定までに適
用する。 

TR19.13.1 当該システムは、フィニッシュラインの延長線
上に設置されたカメラを通してフィニッシュを
記録し、合成画像を生成できるものでなければ
ならない。 

a. ワールドランキングコンペティション定義1. 

および2. に該当する競技会の場合、合成画像
は1 秒あたり少なくとも1,000枚の画像から
合成されなければならない。 

b. その他の競技会の場合、合成画像は1秒あた
り少なくとも100枚の画像から合成されなけ
ればならない。 

いずれの場合においても、画像は0.01 秒毎に均
等に目盛られた時間尺度と同期していなければ
ならない。 

当該システムは、フィニッシュラインの延長線
上に設置されたカメラを通してフィニッシュを
撮影し、合成画像を生成できるものでなければ
ならない。 

a. ワールドランキングコンペティション定義1. 

および2. に該当する競技会の場合、この合成
画像は1 秒あたり少なくとも1,000フレーム
で撮影されなければならない。 

b. その他の競技会の場合、この合成画像は1秒
あたり少なくとも100フレームで撮影されな
ければならない。 

いずれの場合においても、画像は0.01 秒毎に均
等に目盛られた時間尺度（タイムスケール）と同
期していなければならない。 

TR20.2.1 〔国際－注意〕 

ⅰ あらかじめ競技注意事項等で規定されてい
ない場合や主催者が決めていない場合に
は、WAのウェブサイトに掲載されている組
分け方法（テーブル）を使用してもよい。 

ⅱ 準決勝および決勝において棄権により空い
たレーンについて、前ラウンドで当該ラウ
ンドに進出する資格を獲得した競技者の次
にランク付けされた者で補充することを、
適用する規則で定めることができる。 

〔国際－注意〕 

ⅰ あらかじめ競技注意事項等で規定されてい
ない場合や主催者が決めていない場合に
は、WAのウェブサイトに掲載されている組
分け方法（テーブル）を使用してもよい。 

ⅱ 技術代表または主催者は、競技内容の充実
を図るために、あるいは、競技者にとってよ
り良い競技条件を提供することが適切であ
ると判断した場合、これらの組分け表（テー
ブル）を使用しなくてもよい。 

ⅲ 準決勝および決勝において棄権により空い
たレーンについて、前ラウンドで当該ラウ
ンドに進出する資格を獲得した競技者の次
にランク付けされた者で補充することを、
適用する規則で定めることができる。 

TR20.2.2 各国または各チームの競技者および最も良い記
録を持つ競技者は、競技会の予選ラウンドにお
いて可能な限り異なった組に入れる。最初のラ
ウンド後、この規則を適用するにあたっては、各
組間で競技者の交換が必要な場合は可能な範囲
で、TR20.4.3～20.4.5に従い同じ「ランクの競技
者(レーン・グループ)」間で行なう。 

各国または各チームの競技者および最も良い記
録を持つ競技者は、競技会の予選ラウンドにお
いて可能な限り異なった組に入れる。最初のラ
ウンド後、この規則を適用するにあたっては、各
組間で競技者の交換が必要な場合は可能な範囲
で、TR20.4.3～20.4.8に従い同じ「ランクの競技
者(レーン・グループ)」間で行なう。 

TR20.2.3 

b 

以降のラウンドでは、TR20.4.3～20.4.5に従っ
て同じ「レーングループ」に編成された… 

以降のラウンドでは、TR20.4.3～20.4.8に従っ
て同じ「レーングループ」に編成された… 

TR20.4.3 直線種目（100m・100mH・110mH等） 

上位グループ 3・4・5・6レーン 

中位グループ 2・7レーン 

下位グループ 1・8レーン 

直線種目（100m・100mH・110mH等）〔８レ
ーン使用時〕 

1～4位グループ  3・4・5・6レーン 

5・6位グループ  2・7レーン 

7・8位グループ  1・8レーン 

TR20.4.4 200ｍ競走 

上位グループ 5・6・7レーン 

中位グループ 3・4・8レーン 

下位グループ 1・2レーン 

200ｍ競走・300ｍ競走 〔８レーン使用時〕 

1～3位グループ  5・6・7レーン 

4～6位グループ  3・4・8レーン 

7・8位グループ  1・2レーン 

TR20.4.5 400ｍ競走・スタート時にレーンを使用する
800m競走・4×400mまでのリレー競走 

上位グループ 4・5・6・7レーン 

中位グループ 3・8レーン 

下位グループ 1・2レーン 

400ｍ競走・スタート時にレーンを使用する
800m競走・4×400mまでのリレー競走 〔８レ
ーン使用時〕 

1～4位グループ  4・5・6・7レーン 

5・6位グループ  3・8レーン 

7・8位グループ  1・2レーン 
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TR20.4.6 （新規追加） 

 

〔国際〕 

直線種目（100m・100mH・110mH等）〔9レー
ン使用時〕 

1～3位グループ  4・5・6レーン 

4・5位グループ  3・7レーン 

6・7位グループ  2・8レーン 

8・9位グループ   1・9レーン 

TR20.4.7 （新規追加） 〔国際〕 

200ｍ競走・300ｍ競走 〔9レーン使用時〕 

1～4位グループ  5・6・7・8レーン 

5～7位グループ  3・4・9レーン 

8～9位グループ  1・2レーン 

TR20.4.8 （新規追加） 〔国際〕 

400ｍ競走・スタート時にレーンを使用する
800m競走・4×400mまでのリレー競走 〔9レー
ン使用時〕 

1～3位グループ  5・6・7レーン 

4・5位グループ  4・8レーン 

6・7位グループ  3・9レーン 

8・9位グループ   1・2レーン 

TR20.4 

〔国内〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ⅰ TR20.4.3～20.4.5 の考え方に加え、以下の

考え方を適用しても良い。〔8 レーン使用時〕 

1～4 位グループ 3・4・5・6 レーン 

5・6 位グループ 7・8 レーン 

7・8 位グループ 1・2 レーン 

ⅱ TR20.4.6～20.4.8 の考え方に加え、以下の

考え方を適用しても良い。〔9 レーン使用時〕 

1～4 位グループ 4・5・6・7 レーン 

5・6 位グループ 8・9 レーン 

7・8 位グループ 2・3 レーン 

9 位または救済 1 レーン 
 

TR20.4 

Green 

（斜字） 

〔注意〕ⅲに関しては、競技場に8レーンよりも
レーンが多い場合は、技術代表が（いない場合は
主催者が）この目的のためにどのレーンを使用
するのかを事前に決定する必要がある。例えば9
レーンの周回トラックの場合、9名未満の競技者
が競技に参加する時、第1レーンは使用しない。
従って、TR20.4の目的のために第2レーンは第1
レーンとみなされ、以下同様である。 

〔注意〕ⅲに関しては、競技に出場する競技者数
よりもレーンの数が多い場合（競技者のエント
リー数または当該競技会の規則に定められてい
る場合）、技術代表が（いない場合は主催者）、
この目的のためにどのレーンを使用するかを事
前に決定する必要があり、上記の考え方の原則
に必要な修正を加えて適用する。 
例えば、9レーンの周回トラックの場合、９名未
満の競技者が競技に参加する場合、第1レーンは
使用しない。従って、TR20.4.3から20.4.5を適用
し、第2レーンは第1レーンとみなされ、以下同様
である。 

TR22.1 

 

ハードル競走の標準の距離は、次の通りとする。 

男子（一般、U20、U18）：110ｍ、400ｍ 

女子（一般、U20、U18）：100ｍ、400ｍ 

各レーンには、次のように 10 台のハードルを配
置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハードル競走の標準の距離は、次の通りとする。 

男子（一般、U20、U18）：110ｍ、300ｍ、400ｍ 

女子（一般、U20、U18）：100ｍ、300ｍ、400ｍ 

 

100ｍ、110ｍ、400ｍでは、各レーンに 10 台のハ
ードルを設置する。300ｍでは各レーンに国際基
準では 7 台、国内基準では 8 台のハードルを設置
する。 
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TR22.1 

〔国内〕 

2 

300ｍハードルは、次の規定によって実施する。 

 ｽﾀｰﾄ位置        ：300ｍのｽﾀｰﾄﾗｲﾝに同じ 

 ｽﾀｰﾄ～第1ﾊｰﾄﾞﾙの距離   ： 45ｍ 

 ﾊｰﾄﾞﾙ間の距離       ： 35ｍ 

 第8ﾊｰﾄﾞﾙ～ﾌｨﾆｯｼｭﾗｲﾝの距離 ： 10ｍ 

 

（上記表に移動） 

TR22.3 ハードルの標準の高さは、次の通りとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハードルの標準の高さは、次の通りとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TR22.6 加えて競技者は次のことをすると失格となる。 

22.6.3 直接間接を問わず、レース中に自分のレ
ーンまたは他のレーンのハードルを倒した
り移動させたりして、他の競技者に影響を与
えたり妨害したり、他の規則に違反する行為
をした時。 

加えて競技者は次のことをすると失格となる。 

22.6.3 直接間接を問わず、レース中に自分のレ
ーンまたは他のレーンのハードルを倒し、レ
ース中の他の競技者に影響または妨害を与
え、他の規則にも違反する行為をした時。 

22.6.4  直接間接を問わず、レース中に自分のレ
ーンまたは他のレーンのハードルを移動さ
せ、レース中の他の競技者に重大な影響また
は妨害を与え、他の規則にも違反する行為を
した時。 

TR22.6 

Green 

（斜字） 

…。 
競技者が別のレーンのハードルを蹴り倒したり
ハードルを移動させたりする状況は、論理的な
方法で解釈されるべきである。例えば、すでにハ
ードルを飛び越えている競技者のレーン内のハ
ードルを倒すか移動させた競技者は、他の規則
違反（例えば、曲走路の内側レーンに入ったと
か、ハードルを越える瞬間に、足または脚がハー
ドルをはみ出て（どちら側でも）バーの高さより
低い位置を通った）がない限りは、必ずしも失格
にすべきではない。… 

…。 
競技者が別のレーンのハードルを蹴り倒したり
ハードルを移動させたりする状況は、論理的に
解釈されるべきである。例えば、既にハードルを
飛び越えている競技者のレーン内のハードルを
倒すか移動させた場合、あるいはハードルの移
動が他の競技者の走りに重大な影響を与えない
場合（即ち、リズムの変化、ストライドが短くな
るまたは長くなる、走る方向の変化、ハードルが
移動しなければ起こらなかったハードルへの衝
突など、重大な影響を及ぼさない場合）、当該競
技者は、他の規則違反（例えば、曲走路の内側レ
ーンに入ったとか、ハードルを越える瞬間に、足
または脚がハードルをはみ出て（どちら側でも）
バーの高さより低い位置を通った）がない限り
は、必ずしも失格にすべきではない。… 
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TR24.1 

 

4×100ｍ，4×200ｍ，100ｍ-200ｍ-300ｍ-400ｍ
（メドレーリレー），4×400ｍ，4×400ｍ男女混
合, 4×800ｍ，1200ｍ-400ｍ-800ｍ-1600ｍ （デ
ィスタンスメドレーリレー）、4×1500ｍが標準
の距離である。 

〔国際－注意〕  

メドレーリレーは走る距離の順番を入れ替える
ことができる。その場合、TR24.3、24.15、24.21

の適用においては、適切な調整を行うこと。 

4×100ｍ，4×100ｍ男女混合、4×200ｍ，100ｍ-

200ｍ-300ｍ-400ｍ（メドレーリレー），4×400

ｍ，4×400ｍ男女混合, 4×800ｍ，1200ｍ-400ｍ
-800ｍ-1600ｍ （ディスタンスメドレーリレ
ー）、4×1500ｍが標準の距離である。 

〔国際－注意〕  

メドレーリレーは走る距離の順番を入れ替える
ことができる。その場合、TR24.3、24.16、24.22

の適用においては、適切な調整を行うこと。 

TR24.3 4×100ｍと4×200ｍの全走者間、およびメドレー
リレーの第1走者と第2走者間、第2走者と第3走
者間のテイク・オーバー・ゾーンは30ｍとし、ゾ
ーンの入口から20ｍが基準線となる。 

4×100ｍ、4×100ｍ男女混合、4×200ｍの全走者
間、およびメドレーリレーの第 1 走者と第 2 走
者間、第 2 走者と第 3 走者間のテイク・オーバ
ー・ゾーンは 30ｍとし、ゾーンの入口から 20ｍ
が基準線となる。 

TR24.4 

Green 

（斜字） 

（新規追加） この規則に適合している限り、粘着テープをよ
りはっきりと目立つように1枚以上に切り裂い
て、異なる形状の一体構造のマーカーを作るこ
とができる。 

TR24.6 もしバトンを落した場合、落とした競技者がバ
トンを拾って継続しなければならない。この場
合、競技者は距離が短くならないことを条件に
バトンを拾うために自分のレーンから離れても
よい。加えて、バトンを落とした時、バトンが横
や進行方向(フィニッシュラインの先も含む)に
転がり、レーンから離れて拾い上げた後は、競技
者はバトンを落とした地点に戻ってレースを再
開しなければならない。これらの手続きが適正
になされ、他の競技者を妨害しない限りはバト
ンを落としても失格とはならない。 

競技者がこれらの規則に従わなければ、そのチ
ームは失格となる。 

もし、バトンを落とした場合、落とした競技者が
バトンを拾わなければならない。競技者はバト
ンを拾うために自分のレーンから離れることが
できるが、その場合、走行距離が短くなること、
および他の競技者を妨害することがあってはな
らない。フィニッシュラインを通過する際は、当
該チームの最終走者がバトンを持っていなけれ
ばならない。 

競技者がこれらの規則に従わなかった場合、そ
のチームは失格となる。 

TR24.10 …。最初のラウンドに出場した競技者は、その後
のラウンドを通して、〔国際〕最大4名まで他の競
技者と交代することができる。… 

…。最初のラウンドに出場した競技者は、その後
のラウンドを通して、〔国際〕最大 2 名まで他の
競技者と交代することができる。… 

TR24.11 4×400ｍ男女混合のチームは男女2名ずつで編
成される。走る順番は男子－女子－男子－女子
とする 

（TR24.12 へ移動） 

4×100ｍ男女混合のチームは男女 2 名ずつで編
成される。走る順番は男子－女子－男子－女子
とする 

TR24.12 （TR24.11から移動） 4×400ｍ男女混合のチームは男女 2 名ずつで編
成される。走る順番は男子－女子－男子－女子
とする。 

TR24.12 

↓ 

TR24.13 

（条文番号変更） 〔国内〕リレー競技のチームの編成は、各ラウン
ドの第 1 組の招集完了時刻の 1 時間前までに
… 

〔国際〕リレー競技のチームの編成は、当該競技
会の各ラウンドの各組の公表された first call 

time… 

TR24.13 

↓ 

TR24.14 

4×100ｍは完全にレーンを走らなければならな
い。 

4×100ｍと 4×100ｍ男女混合は、完全にレーン
を走らなければならない。 

TR24.14 

↓ 

TR24.15 

4×200ｍは以下のいずれの方法で走ってもよい。 

24.14.1 可能ならば完全にレーンを走る（レーン
で四つの曲走路を走る）。 

24.14.2  第 1 走者と第 2 走者はレーンで走り、
第 3 走者は同様に TR17.5 で述べたブレイク
ラインの手前端までレーンで走り、その後レ
ーンを離れることができる（レーンで三つの
曲走路を走る）。 

24.14.3 TR17.5 で述べたブレイクラインの手前
端まで第 1 走者が走り、その後レーンを離れ

4×200ｍは以下のいずれの方法で走ってもよい。 

24.15.1 可能ならば完全にレーンを走る（レーン
で四つの曲走路を走る）。 

24.15.2  第 1 走者と第 2 走者はレーンで走り、
第 3 走者は同様に TR17.5 で述べたブレイク
ラインの手前端までレーンで走り、その後レ
ーンを離れることができる（レーンで三つの
曲走路を走る）。 

24.15.3 TR17.5 で述べたブレイクラインの手前
端まで第 1 走者が走り、その後レーンを離れ
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る（レーンで一つの曲走路を走る）。 

〔注意〕 

4チーム以内で競走する場合でTR24.14.1が不可
能な場合、24.14.3の方法で行う。 

る（レーンで一つの曲走路を走る）。 

〔注意〕 

4 チーム以内で競走する場合で TR24.15.1 が不
可能な場合、24.15.3 の方法で行う。 

TR24.15 

↓ 

TR24.16 

（条文番号変更） メドレーリレーは第 2 走者までレーンで走る。
… 

TR24.16 

↓ 

TR24.17 

 

4×400ｍと 4×400ｍ男女混合は以下のいずれか
の方法で走ることができる。 

24.16.1 第 1 走者はレーンで走り、第 2 走者は同
様に TR17.5 で述べたブレイクラインの手前
端までレーンで走り、その後レーンを離れる
ことができる（レーンで三つの曲走路を走
る）。 

24.16.2 第 1 走者は TR17.5 で述べたブレイクラ
インの手前端までレーンで走り、その後レー
ンを離れることができる（レーンで一つの曲
走路を走る）。 

〔注意〕 

4チーム以内で競走する場合には、TR24.15.2の
方法で行う。 

4×400ｍと 4×400ｍ男女混合は以下のいずれか
の方法で走ることができる。 

24.17.1 第 1 走者はレーンで走り、第 2 走者は同
様に TR17.5 で述べたブレイクラインの手前
端までレーンで走り、その後レーンを離れる
ことができる（レーンで三つの曲走路を走
る）。 

24.17.2 第 1 走者は TR17.5 で述べたブレイクラ
インの手前端までレーンで走り、その後レー
ンを離れることができる（レーンで一つの曲
走路を走る）。 

〔注意〕 

4チーム以内で競走する場合には、TR24.17.2の
方法で行う。 

TR24.17 

↓ 

TR24.18 

4×800ｍリレーは以下のいずれかの方法で走る
ことができる。 

24.17.1 第 1走者は TR17.5 で述べたブレイクラ
インの手前端までレーンで走り、その後レー
ンを離れることができる（レーンで一つの曲
走路を走る）。 

24.17.2 レーンを用いない。 

4×800ｍリレーは以下のいずれかの方法で走る
ことができる。 

24.18.1 第 1走者は TR17.5で述べたブレイクラ
インの手前端までレーンで走り、その後レー
ンを離れることができる（レーンで一つの曲
走路を走る）。 

24.18.2 レーンを用いない。 

TR24.18 

↓ 

TR24.19 

競技者がTR24.14～24.16および24.17.1に従わ
ない場合、そのチームは失格となる 

 

競技者が TR24.15～24.17 および 24.18.1 に従
わない場合、そのチームは失格となる 

TR24.19 

↓ 

TR24.20 

（条文番号変更） ディスタンスメドレーリレーと 4×1500ｍリレ
ーはレーンを用いないで行う。 

TR24.20 

↓ 

TR24.21 

（条文番号変更） 全てのバトンパスにおいては… 

 

TR24.21 

↓ 

TR24.22 

メドレーリレーの最終走者、4×400ｍと 4×400m

男女混合の第 3、第 4 走者（TR24.16.2 を適用す
る場合は第 2 走者も）は審判員の指示に…。 

メドレーリレーの最終走者、4×400ｍと 4×400m

男女混合の第 3、第 4 走者（TR24.17.2 を適用す
る場合は第 2 走者も）は審判員の指示に…。 

TR24.22 

Green 

（斜字） 

（新規追加） メドレーリレーおよび全ての 4x400m リレーに
おいて、待機中の競技者の位置が本規則に従っ
て確実に行われるよう、電子システム（例：トラ
ンスポンダー、顔認証またはユニフォーム認証
アプリケーション、計時セルなど）を使用するこ
とができる。最終周回に入る際のチーム順位を
示すデータは、専用モニターまたは競技場のメ
インスクリーンのいずれかで、トラック審判長
および競歩競技審判長ならびに競歩審判員主任
に即時提供される。 

TR24.22 

↓ 

TR24.23 

… 

4×200ｍリレー、メドレーリレー、4×400ｍと
4×400ｍ男女混合場合には、次走者は TR24.21

で規定された順番を維持する。競技者がこの規
則に従わなければ、そのチームは失格となる。 

… 

4×200ｍリレー、メドレーリレー、4×400ｍと
4×400ｍ男女混合場合には、次走者は TR24.22

で規定された順番を維持する。競技者がこの規
則に従わなければ、そのチームは失格となる。 

TR24.23 

↓ 

TR24.24 

（条文番号変更） この規則によらないでリレー競走を行う場合に
は、…。 

 

TR25.14 走高跳と棒高跳の予選では、3回続けて失敗して
いない競技者は、もし決勝進出者数がTR25.12

走高跳と棒高跳の予選では、3回続けて失敗した
競技者を除き、TR26.2（試技のパスを含む）に従
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で規定された人数に達していなければ、TR26.2

（試技のパスを含む）に従い、決められた予選通
過標準記録の高さの最終試技が終わるまで試技
を続ける。決勝進出が決定した競技者は、予選の
試技を続けることはできない。 

って、設定された予選通過標準記録の高さにお
ける最後の試技が終了するまで競技を続ける。
但し、TR25.12に定める決勝進出者数に達した場
合は除く。決勝進出が決定した競技者は、予選の
試技を続けることはできない。 

TR26.9 

Green 

（斜字） 

… 
2名以上の競技者がジャンプオフに残っている
場合、残った競技者によってジャンプオフは続
くが、撤退した競技者はジャンプオフ開始前の
順位で確定となり、1位をはじめ、より上位の順
位を得る権利を失う。 

… 
2名以上の競技者がジャンプオフに残っている
場合、残った競技者によってジャンプオフは続
くが、自らジャンプオフを放棄した競技者の順
位は、放棄した時点で確定となり、1位をはじめ、
より上位の順位を得る権利を失う。 

TR28.1 

Green 

（斜字） 

（新規追加） 連続試技の場合、審判員は次の試技が始まる前
に、バーの位置を変更する意思があるかどうか
を競技者に確認する必要がある。 

TR28.2.2 

 

 

バーを越える前に、身体のいかなる部分または
ポールがストップボードの上部内側の垂直面を
越えた地面、あるいは着地場所に触れた時。 

競技者がバーを越える前に、身体の一部または
ポールがストップボードの上部内側の垂直面を
越えて着地場所を含む地面に触れた時。 

TR28.2 

〔注意〕 

ⅱ 

ポールが正確にボックスに突っ込まれた後、跳
躍の最中ポールがマットに触れた場合は無効試
技とはならない。 

ポールが正確にボックスに突っ込まれた後、跳
躍の最中にポールが着地場所に触れた場合は無
効試技とはならない。 

TR28.2 

Green 

c 

（斜字） 

…。 
もし競技者の制限時間がまだ残っており、ゼロ
ラインより先の地面を踏んでいないのであれ
ば、試技を続けることができる。 

…。 
もし競技者の制限時間がまだ残っており、ゼロ
ラインより先の…、試技を続けることができる。
これは、試技時間中に競技者が何らかの理由で
ポールをボックスに突っ込んだ場合や、ポール
がゼロラインの垂直面を通過したものの、その
ポールがゼロラインの先の地面に触れていない
場合にも適用される。 

TR29.5 

 

あらゆる競技会において、審判長がTR30.1を適
用した判定を行うことを支援するために、ビデ
オカメラや他の技術を用いた機器を使用するこ
とを強く推奨する。但し、こういった機器が使用
できない場合は、踏切線のすぐ先に設置した粘
土板を使用することができる。 

TR30.1.1を適用した判定をするにあたり、審判
員を支援するため、ワールドランキングコンペ
ティション定義1.(a)(b)に該当する競技会にお
いては、1秒あたり120フレーム、最低でも4K解
像度で撮影できるビデオ技術を使用するものと
する。 

その他の競技会では、このような技術の使用が
強く推奨されるが、難しい場合は代替システム
を使用してもよい。 

但し、このような技術が利用できない場合は、踏
切線のすぐ先に設置した粘土板を使用すること
ができる。 

TR30.2 着地場所を離れる際、競技者の足が砂場との境
界線上または砂場外の地面へ最初に触れる位置
は、踏切線に最も近い痕跡よりも踏切線から遠
くなくてはならない。 

着地場所を離れる際、競技者の足が砂場との境
界線上または砂場外の地面へ最初に触れる位置
は（着地場所で完全にバランスを崩して触れた
位置や、最初の着地場所よりも踏切線に近い方
向に歩いて出ようとする際の位置を含む）、踏切
線に最も近い痕跡よりも踏切線から遠くなくて
はならない。 

TR32.3 競技会中はどの用具に対しても、変形させたり
調整したりしてはならない。唾液や汗を用具に
吹き付けたり、その他の方法で塗りつけたりす
ることは許されない。 

 

（TR32.4.5へ移動） 

 

TR32.4.4 

〔注〕 

（新規追加） 投てき用シューズの外側にテープを貼ることは
認 め ら れ る 。 詳 細 は the Athletic Shoe 

Regulations（競技用靴に関する規程）も参照の
こと。このようなテープを貼る場合は、競技者が
最初の（または次回）の試技の前に審判長に示す
必要がある。 

 

TR32.4.5 （新規追加） 

（TR32.3から移動） 

唾液や汗を用具に吹き付けたり、その他の方法
で塗りつけたりすること 
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TR32.4.6 （新規追加） やり投の競技者が、やりにチョークまたは類似
の物質をつけること 

TR32.5.2 以下に掲げるものは助力と見なさず、許可する。 

32.5.1 握りをよくするために…認められる。 

32.5.2 砲丸投と円盤投で、…つけること。 

但し、手のひらや手袋、用具についた物質は濡
れた布で簡単に拭き取れ、後に残らないもの
でなければならない。これに合致しないもの
を使用した場合は、TR32.4を適用することが
できる。 

以下に掲げるものは助力と見なさず、許可する。 

32.5.1 握りをよくするために…認められる。 

32.5.2 砲丸投と円盤投で、…つけること。 

但し、手のひらや手袋、用具についた物質は濡
れた布で簡単に拭き取れ、後に残らないもの
でなければならない。これに合致しないもの
を使用した場合は、TR32.4〔注意〕を適用す
ることができる。 

TR32.11 着地場所の最大許容下方傾斜度は、投げる方向
で1,000分の1（0.1％)を超えてはならない。 

着地場所の最大許容下方傾斜度は、サークルの
中心の高さ、またはスターティング・ラインの中
心の高さから、投げる方向で1,000分の1（0.1％)

を超えてはならない。 

TR32.14 

〔注意〕 

ⅰ 

靴の緩んだ部分（靴紐など） や衣服、身体につ
けていたその他のアイテム（帽子など）が、投て
き開始時、投てき中または投てき後に、足留材上
部に触れたとしても、無効とは見なさない。 

靴の緩んだ部分（靴紐など） や衣服、身体につ
けていたその他のアイテム（帽子など）が、投て
き開始時、投てき中または投てき後に、砲丸投で
は足留材上部に、やり投げではスターティング・
ラインや助走路の線に触れたとしても、無効と
は見なさない。 

TR32.14 

〔注意〕 

ⅱ 

競技者の投げた円盤またはハンマーの頭部が競
技者に遠い側の囲い（着地場所に対して、右効き
の競技者は左側、左利きの競技者は右側）に当た
った場合は、無効試技と見なす。  

競技者の投げた円盤またはハンマーの頭部が競
技者に遠い側の囲い（着地場所に対して、反時計
回りの競技者は左側、時計回りの競技者は右側）
に当たった場合は、無効試技と見なす。  

TR32.14 

〔注意〕 

ⅲ 

競技者の投げた円盤またはハンマーの一部が、
競技者に近い側の囲い（着地場所に対して右利
きの競技者であれば右側、左利きの競技者であ
れば左側）に当たり、投てき物が囲いの境界より
前方にある着地場所内に着地した場合は、
TR32.10を含む他の規則に違反していなければ
無効試技とは見なさない。 

競技者の投げた円盤またはハンマーの一部が、
競技者に近い側の囲い（着地場所に対して反時
計回りの競技者は右側、時計回りの競技者は左
側）に当たり、投てき物が囲いの境界より前方に
ある着地場所内に着地した場合は、TR32.10を含
む他の規則に違反していなければ無効試技とは
見なさない。 

TR32.16 

 

砲丸、円盤、ハンマーの頭部、やりの頭部が最初
に着地して残した痕跡が、角度線や角度線の外
側地面触れた場合は無効試技とする。このほか、
投てき後、地面に接する前に砲丸、円盤、ハンマ
ーの頭部、やりの頭部が角度線の外側にある物
体（TR32.14〔注意〕ⅱによる囲いを除く）に触
れた場合は、無効試技とする。 

砲丸、円盤、ハンマーの頭部、やりの頭部が最初
に着地して残した痕跡が、角度線や角度線の外
側地面触れた場合は無効試技とする。このほか、
投てき後、地面に接する前に砲丸、円盤、ハンマ
ーの頭部、やりの頭部のいずれかの部分が角度
線の外側にある物体（TR32.14〔注意〕ⅲによる
囲いを除く）に触れた場合は、無効試技とする。 

TR36.6 

Green 

（斜字） 

（新規追加） チューブの目的は、ハンマーがケージの網に引
っかからないようにし、競技が遅れる可能性を
減らすことにある。ワイヤーをチェックできる
ように、透明なプラスチックチューブであるこ
とが必要である。 

TR38.4 …数えない。この時、競技者が身体の平衡を失っ
て本規則に反する動作をしたとしても無効試技
とはせず、新試技が許される。 

…数えない。また、競技者がバランスを崩してこ
の規則のいずれかの条項に違反した場合も無効
試技には数えない。どちらのケースでも、競技者
は新試技が認められる。 

TR38.10 

 

（P.233 規格表） 

・2023年8月、規格修改正 

（P.233 規格表） 

（削除） 

TR39.7 

〔国際〕 

最終種目を例外として、各種目の組合せ（組また
はグループ）は技術代表または混成競技審判長
が決める。 

（削除） 

TR39.8.5 … 

200m競走と400m競走では、TR20.3.1に従い競
技者を順位付けした後に、それぞれTR20.4.4お
よび20.4.5に従ってレーン順を決めなければな
らない。 

… 

200m競走と400m競走では、TR20.3.1に従い競
技者を順位付けした後に、それぞれTR20.4.4お
よび20.4.5に従って、あるいはTR20.4.7および
20.4.8に従ってレーン順を決めなければならな
い。 

〔国内〕 

TR20.4〔国内〕の考え方を適用してもよい。 
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TR39.12 ガンダーセン方式（または類似の方式）を用いて
混成競技の最終種目のスタートを行う場合に
は、それに合わせて適用する競技規則を特別に
設けなければならない。 

〔注釈〕 

ガンダーセン方式：得点差に応じて時差スター
トさせる方式。 

（削除） 

TR39.13 

↓ 

TR39.12 

競技会でどの順位についても二人以上の競技者
が同じ得点を取った場合は、同成績とする。 

競技会でどの順位についても二人以上の競技者
が同じ得点を取った場合は、同成績とする。 

TR41.3 

 

全てのトラック走路、助走路または踏切場所の
表面は、長さ6 ㎜のスパイク・シューズに対応で
きる合成物質で覆われている必要がある。但し、
トラック舗装材業者または競技場施設管理者
は、最大 9㎜ のスパイクの使用を認めることが
できる。（参照：競技用靴に関する規程 第11 

条） 

全てのトラック走路、助走路または踏切場所の
表面は、長さ6 ㎜のスパイク・シューズに対応で
きる合成物質で覆われている必要がある。但し、
トラック舗装材業者または競技場施設管理者
は、最大 9㎜ のスパイクの使用を認めることが
できる。（参照：競技用靴に関する規程 第9条） 

TR43.1 

Green 

（斜字） 

（新規追加） １周が標準の 200m 以外の長さのトラックで達
成された記録であっても、そのトラックの標準
長さが 201.20m（220 ヤード）を超えない場合
には、ショート・トラックの記録として認められ
る。 

TR43.2 トラックは4レーン～6レーンとする。レーンの
幅は右側のラインを含めて900㎜～1ｍ100とす
る。どのレーンも同じ幅で… 

トラックは 4 レーン～6 レーンとする。レーン
の幅は右側のラインを含めて900㎜～1ｍ200と
する。どのレーンも同じ幅で… 

TR43.2 

Green 

（斜字） 

（TR43.4 Greenから移動） トップレベルの競技会を開催するには、6 レー
ンのトラックがあることが望ましい。周回トラ
ックの理想的な幅は 1m である。 

TR43.4 

 

 

トラックの内側を白線で区分する時は、曲走路
には必ず、直走路には必要があればコーンまた
は旗を置く。コーンの高さは少なくとも150 ㎜
とする。旗の大きさは250㎜×200 ㎜、高さは少
なくとも450㎜とし、フィールド側に60度の角度
に倒すように立てる。コーンまたは旗は、その底
の縁がトラックに最も近い白線の端になるよう
に設置する。その間隔が曲走路では1 ｍ 500、
直走路で10 ｍを超えないように配置する。 

トラックの内側を白線で区分する時は、曲走路
には必ず、直走路には必要があれば、高さ
100mmから150mmのコーンを追加で設置し
なければならない。 

コーンは白線上に、その底面の端がトラックに
最も近い白線の端と一致するように設置しな
ければならない。コーンは曲走路では1 ｍ 500

を超えない間隔で、直走路で10 ｍを超えない
間隔で設置しなければならない。〔国際〕技術
代表の承認があれば、同様の高さの他の適切な
物理的マーカーを使用することもできる。 

TR43.4 

Green 

（斜字） 

周回トラックは200m を超える場合がある
が、200m 以上の距離のレースの記録はショ
ート・トラック記録としては公認されない。ト
ップレベルの競技会を開催するには、6 レー
ンあるほうが使い勝手がよい。周回トラックの
理想的な幅は1mである。 
旗または… 

（TR43.2 Green へ移動） 
 
 
 
 
 
コーンを置くときは、第1レーンの内側にある
白線がそのレーンに含まれないということを
考慮する必要がある。 

TR44.6 

 

 

競走種目は以下のように行う。 

･･･ 

44.6.3 

800ｍの競走のスタートは各競技者が各レー
ンに1名ずつ、またはレーンに最大2名を割り
振って行うか、TR17.5.2に従い第1レーンと第
4レーンを用いたグループスタートで行う。こ
のような場合、各競技者が自分のレーンを離
れたり、グループスタートの外側を走る競技
者が内側のグループに合流したり出来るの
は、第１曲走路の終わりのブレイクラインを
過ぎた後とするが、もし二つの曲走路を自分

競走種目は以下のように行う。 

･･･ 

44.6.3 

800ｍの競走のスタートは各競技者が各レー
ンに1名ずつ、またはレーンに最大2名を割り
振って行うか、TR17.5.2に従い第1レーンと第
4レーンを用いたグループスタートで行う。 

レーンを割り当ててスタートを行う場合、競
技者は第二曲走路の終わりに設定されたブレ
イクラインを通過した後でのみ、レーンを離
れることができる。 

グループスタートの場合、外側のグループを
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のレーンで走るのであれば、第2曲走路終わり
のブレイクラインを過ぎた後である。スター
トラインは一本の曲線でもよい。 

･･･ 

 

 

 

もし競技者がこの規則に従わない場合は失格
となる。 

ブレイクラインは各･･･するのが望ましい。 

 

 

走る競技者は、第一曲走路の終わりに設定さ
れたブレイクラインを通過した後、または、
グループで2つのカーブを走るレースの場合
は第二曲走路の終わりを通過した後でのみ、
内側のグループに合流することができる。ス
タートラインは一本の曲線でもよい。 

･･･ 

もし競技者がこの規則に従わない場合は失格
となる。 

ブレイクラインは…するのが望ましい。 

グループスタートの場合、コースの外側半分は、
高さ0.10mから0.15mのコーンで示され、コーン
を当該レーンライン上に設置する。コーンの底
面の端は、コースの外側半分に最も近い白線の
端と一致するように設置し、コーンは1 m500を
超えない間隔で設置しなければならない。〔国
際〕技術代表の承認があれば、同様の高さの他の
適切な物理的マーカーを使用することもでき
る。 

TR44.6 

Green 

（斜字） 

（新規追加） 色付きのレーンを示すラインのみでは、グルー
プスタートにおけるトラックの外側半分を示す
には不十分であり、物理的マーカーの使用要件
の代替とはならない。 

TR48 

〔注意〕 

ショート・トラックのリレー競走は狭いレーン
のため、400mトラックのリレー競走よりも衝突
や意図しない妨害がとても生じやすい。それ故、
可能ならば空きのレーンが各チームの間にある
ことが望ましい。例えば、第1、第3、第5レーン
はレースに使用し、第2、第4、第6レーンはレー
スに使用しない。 

ショート・トラックのリレー競走はレーンの幅
が狭いため、400mトラックのリレー競走よりも
衝突や意図しない妨害が発生する可能性が高
い。そのため、必要かつ可能な限り、各チーム間
に予備レーンを設けることを推奨する。 

TR54.1 競歩競技の標準となる距離は、ショート・トラッ
クでは3,000m、5,000m とし、400m トラック
では 5,000m 、 10,000m 、ハーフマ ラソン
（21,097.5m）、マラソン（42,195m）、50,000m

とする。道路のコースでは10㎞、ハーフマラソン
（21㎞0975）、マラソン（42㎞195）、50㎞とす
る。 

（2025年12月31 日まで） 

競歩競技の標準となる距離は、ショート・トラ
ックでは3,000m、5,000m とし、400m トラッ
クでは5,000m、10,000m、20,000m、35,000m、
50,000mとする。道路のコースでは10 ㎞ , 20 

㎞ , 35 ㎞ , 50 ㎞とする。 

（2026年1 月1日から） 

競歩競技の標準となる距離は、ショート・トラッ
クでは3,000m、5,000m とし、400m トラック
では 5,000m 、 10,000m 、ハーフマラソ ン
（21,097.5m）、マラソン（42,195m）、50,000m

とする。道路のコースでは10㎞、ハーフマラソ
ン（21㎞0975）、マラソン（42㎞195）、50㎞と
する。 

TR54.4.1 競歩審判員主任は、…その競技者を主任単独で
失格にする権限をもつ。失格となった競技者は
レース終了後、できるだけ速やかに、競歩審判員
主任または競歩審判員主任補佐によってレッド
パドルで失格を告知されなければならない。 

競歩審判員主任は、…その競技者を主任単独で
失格にする権限をもつ。主任により失格となっ
た競技者は、フィニッシュすることは認められ
る。失格となった競技者はレース終了後、できる
だけ速やかに、競歩審判員主任または競歩審判
員主任補佐によってレッドパドルで失格を告知
されなければならない。 

TR54.4.1 

〔国内〕 

ⅰ TR9で認める男女混合競技の競歩審判員主
任はJRWJであることが望ましい。  

ⅱ  TR54.4.1に定める特定の競技会の主任は
WARWJまたはJRWJとする。それ以外の競技
会で、主任単独による失格権限を適用する場
合には、主催者は本連盟に事前に申告するも
のとする。なお、その場合の競歩審判員主任は
JRWJとする。  

ⅲ TR9で認める男女混合競技でも適用する。 

ⅰ  TR54.4.1に定める特定の競技会の主任は
WARWJまたはJRWJとする。それ以外の競技
会で、主任単独による失格権限を適用する場
合には、主催者は本連盟に事前に申告するも
のとする。なお、その場合の競歩審判員主任は
JRWJとする。  

ⅱ TR9で認める男女混合競技では本条を適用
する。競歩審判員主任はJRWJであることが
望ましい。 
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TR54.6 競歩審判員は、競技中のどの時点であれ、「ロス・
オブ・コンタクト」あるいは「ベント・ニー」を
目視で確認し、競技者がTR54.2 に違反している
と判断したならば、レッドカードを競歩審判員
主任に提出しなければならない。 

競歩審判員は、競技中のどの時点であれ、「ロス・
オブ・コンタクト」あるいは「ベント・ニー」を
目視で確認し、競技者がTR54.2 に違反している
と判断したならば、審判員番号、競技者のビブ番
号、違反行為、およびカード記入時刻を記載した
レッドカードを競歩審判員主任に提出しなけれ
ばならない。 

競技者の失格につながるレッドカードも含め、
各レッドカードは審判員が発行した時点で効力
を有する。 

TR54.6 

Green 

（斜字） 

（新規追加） 可能であれば、レッドカードを提出する前に
TR54.5に規定されているイエローパドルを競
技者に示すことを推奨する。イエローパドルの
目的は、TR54.2に規定されている競歩の定義に
合うように、競技者が歩行技術を修正できるよ
うにすることであり、より多くの競技者が完歩
できるようにすることである。 

TR54.7.3 

 

 

ペナルティゾーンに入るよう命じられても入ら
ない場合や定められた時間とどまらない場合、
審判長によって失格と判定される。 

 

 

ペナルティゾーンに入るよう命じられても入ら
ないで、あるいはゾーン内に定められた時間と
どまらないで、レースを続行する競技者は、審判
長によって失格と判定される。 

 

TR54.8 

 

レースは信号器、大砲・エアホーン、その他類
似の機器の発射で開始する。その合図と手順は
… 

レースはピストル、大砲またはエアホーンの発
射、あるいは当該競技に適した特徴的で明確
なスタート信号器の合図で開始する。その合図
と手順は… 

TR54.8 

Green 

（斜字） 

（追加） ピストル、大砲またはエアホーン以外のスタ
ート信号器は、WA によって事前に承認された
ものでなければならない。 

TR54.11.1 競技会では、周回コースは1周最長2㎞、最短1㎞
にしなければならない。スタートとフィニッシ
ュが競技場内の競技では、周回コースは競技場
のできるだけ近くに設定する。 

競技会では、周回コースは1周最長2㎞、最短1

㎞とする。〔国際〕但し、競技運営上の正当な
理由により、1km未満の周回コースが必要とさ
れる場合は、技術代表の承認を得て設定するこ
とができる。 

スタートとフィニッシュが競技場内の競技で
は、周回コースは競技場のできるだけ近くに設
定する。 

TR55.6 

 

レースは信号器、大砲・エアホーン、その他類
似の機器の発射で開始する。その合図は… 

レースはピストル、大砲またはエアホーンの発
射、あるいは当該競技に適した特徴的で明確
なスタート信号器の合図で開始する。その合図
と手順は… 

 

 

削除 
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TR55.6 

Green 
（斜字） 

中・長距離のトラック種目同様に、競技場外種
目でもスターター及び審判長は、スタート規則
の不正スタートの適用にあたり過剰にならな
いよう強調される。道路競走やその他の競技場
外種目では、スタートの呼び戻しは困難であ
り、どんな場合でも大規模な参加者に対しては
実用的ではない。しかし… 

ピストル、大砲またはエアホーン以外のスタ
ート信号器は、WAによって事前に承認された
ものでなければならない。 
中・長距離のトラック種目同様に、競技場外種
目でもスターター及び審判長は、不正スタート
の規則適用にあたり、過剰にならないようにす
ることが強く求められる。道路競走やその他の
競技場外種目では、スタートの呼び戻しは困難
なことが多く、特に参加者が多い大規模な道路
競走等では、スタートの呼び戻しは安全面から
現実的ではない。しかし… 

TR55.8.7 スタート地点から持っているか、主催者が設置
した供給所で手に取るか手渡されたものである
限り、競技者はいつでも水または飲食物を手に
持って、あるいは身体に取り付けて運ぶことが
できる。 

競技者は、スタート地点から持ち込んだり、主催
者が設置した供給所で受取ったりした水や飲食
物を、いつでも手に持ったり身体につけたりし
て競技を行ってよい。 

第8部 

見出し 

競技規則・第8 部 クロスカントリーと 

マウンテンレース、トレイルレース 

世界中で実施されているクロスカントリー競
走、マウンテンレース、トレイルレースの条件
は極めて異なり、これらの種目に国際的基準を
法制化することは難しい。成功した競技会と失
敗した競技会との違いは、多くは開催地の自然
的特色とコース設計者の能力にあるというこ
とを理解しなければならない。 

次に示す規則は、クロスカントリー競走、マウン
テンレース、トレイルレースの発展に向けて、加
盟団体に指針を示し、その取り組みを促し、支援
することを目的としている。 

競技規則・第8 部 クロスカントリーと 

マウンテンレース・トレイルレース 

クロスカントリー競走、マウンテンレース、ト
レイルレースは世界各地で様々な条件下で行
われており、これらの種目に国際的基準を法制
化することは困難である。成功した競技会と失
敗した競技会との違いは、多くは開催地の自然
的特色とコース設計者の能力に左右されると
いうことを理解しなければならない。 

以下に示す規則は、クロスカントリー競走、マ
ウンテンレース、トレイルレースの発展に向け
て、加盟団体に指針を示し、その取り組みを促
し、支援することを目的としている。 

TR56.6 レースは信号器、大砲・エアホーン、その他類似
の機器の発射で開始する。その合図は… 

レースはピストル、大砲またはエアホーンの発
射、あるいは当該競技に適した特徴的で明確
なスタート信号器の合図で開始する。その合図
は… 

TR56.6 

Green 
（斜字） 

（新規追加） ピストル、大砲またはエアホーン以外のスタ
ート信号器は、WAによって事前に承認された
ものでなければならない。 

TR57 Ⅰ．総則 

（新規追加） 

 

マウンテンレースとトレイルレースは、様々な
自然地形（砂地、未舗装道路、林道、一人分の幅
しかない細い山道、雪道など）と様々な環境（山、
森林、平原、砂漠など）で行われる。 

レースは主に未舗装のオフロードで行われる
が、コース上のトレイル（自然地形の小道）に到
達するために、あるいはトレイル間をつなぐ手
段として、舗装された路面（アスファルト、コン
クリート、砕石など）を使うことは認められる。
但し、その長さは最小限に抑え、コース全長の
25%を超えてはならない。 

TR57.1 コース 

57.1 コースに関しては以下の通りとする。 

57.1.1 マウンテンレース・トレイルレースはさ
まざまな種類の地形（砂地、土の道、林道、
一人しか通り抜けられない森の小道、雪道
等）や環境（山、森林、平原、砂漠等）で行
われる。 

57.1.2 レースは主に未舗装のオフロードで行
われるが、コースの一部が舗装（アスファル
ト、コンクリート、砕石等）されていても構
わないものの、最小限の距離に抑えられてい
る必要がある。 既存の道路や小道をできる

 コース 

全てのコースは、競技者が地図を読んだり、道を
探したりする能力（ナビゲーションスキル）を必
要とせず、先頭のランナーが、常に容易にルート
をたどれるように設計されなければならない。 

マウンテンレースとトレイルレースには、距離
や標高差の制限はなく、ループ（スタートとフィ
ニッシュが同じ場所にある周回コース）または
ポイント・ツー・ポイント（スタートとフィニッ
シュが異なる地点にあるコース）で走ることが
できる。マウンテンクラシック競技を除き、レー
スは通常、地域を論理的に探索するものであり、
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だけ使用する。 

57.1.3 マウンテンレースに関しては、舗装路面
で行われるものにはいくつかの例外規定が
あるものの、コースに大きな高低差がある場
合のみ実施可能である。 

57.1.4 コース上には、競技者が地図を読むよう
な特別な技術を必要としない、容易に認識で
きる標識を設置しなければならない。トレイ
ルレースに関しては、距離や高低差に制限は
ないが、コースは自然環境に合わせて走るよ
うに設置されたものでなければならない。 

57.1.5 マウンテンレースは伝統的に「Uphill」
「Up & Down」に分類される。平均的な高低差
は1kmあたり約50～250ｍ、距離は42.2kmまで
とする。 

同じコースを複数周回するものであってはなら
ない。 

コースは GPS デバイスを使用して正確に測定
し、GPS トラックファイル（GPSで記録された
移動経路のデータ）をすべての参加者に公開す
る必要がある。 

TR57.2 スタート 

マウンテンレースとトレイルレースは、通常、全
競技者が一斉にスタートする。性別や年齢によ
るカテゴリーで分けてスタートすることもでき
る。 

（TR57.5へ移動） 

TR57.3 

↓ 
TR57.2 

安全・環境 

主催者は競技者と競技役員の安全を確保しなけ
ればならない。特に高地のために天候に左右さ
れやすい特殊な状況や利用可能な施設を考慮し
ておかなくてはならない。また、主催者はコース
設定時から競技中、競技終了後も環境保護に関
して十分に責任を持つ。 

安全・環境 

レースの主催者は全ての競技者と競技役員の安
全を確保しなければならない。特に高地のため
に天候に左右されやすい特殊な状況や利用可能
な施設を考慮しておかなくてはならない。主催
者は、コース設定時から競技中、競技終了後も、
環境保護に関して十分に配慮する責任を持つ。 

主催者は、例外的な状況を除き、遭難発生の電話
を受けてから、30分以内にコースのどの部分へ
も関係者が到達できるようにしなければならな
い。 

TR57.4 

↓ 
TR57.3 

器具 

マウンテンレースとトレイルレースは標高の高
い山を登るような特別な登山技術や登山用具、
特殊な装備等を使用するものではない。トレッ
キングポールの使用は主催者の裁量により認め
られることもある。主催者はレース中に競技者
が直面すると予想される状況により、競技者が
遭難を回避できるように、事故発生時等に通報
し救助が来るまでに安全に待機することができ
るような安全器具の携行を義務付けたり、推奨
したりすることができる。 

器具 

マウンテンレースとトレイルレースは標高の高
い山を登るような特別な登山技術や登山用具、
特殊な装備の使用を義務付けるものではない。
トレッキングポールの使用は主催者の裁量によ
り認められ、認められる場合は大会要項等のレ
ース前情報に明記されなければならない。 

主催者はレース中に競技者が直面すると予想さ
れる状況により、競技者が遭難を回避できるよ
うに、事故発生時等に通報し救助が来るまでに
安全に待機することができるように、最低限の
服装、防風ジャケット、ヘッドランプ、水、食料
などの必須装備の携行を義務付けたり、推奨し
たりすることができる。 

TR57.5 

↓ 
TR57.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レースの体制 

57.5 主催者は、あらかじめ最低限以下の内容
を含む競技会の規則を公表しなければならな
い。 

57.5.1 担当責任者の詳細（氏名、連絡先） 

57.5.2 競技種目と開始時間 

57.5.3 競技に関する技術的情報：総距離、最大
標高差（エレベーション）、コースの主な難所 

57.5.4 コースの詳細地図 

57.5.5 コースの特徴 

57.5.6 コース上の標識設置基準 

57.5.7 コース上のチェックポイントや医療・救
急拠点（該当する場合） 

57.5.8 携行が許可、推奨、必須となる器具（該
当する場合） 

レース運営  

競技者の安全確保と各レースの特性を考慮し、
レース主催者はレース前に、少なくとも以下の
事項を含むレースの具体的な規則を公表しなけ
ればならない。 

 •主催者の担当責任者詳細（氏名、緊急時連絡
先） 

 •スタート時間、制限時間、および関門閉鎖時
間（該当する場合）を含む競技内容 

 •競技に関する技術的詳細情報：総距離、登り／
下りの標高差、コースの主な難所、エイドステ
ーションの位置、エイドステーションでのサ
ポートの有無、摂取可能な軽食の内容など 

 •コースの詳細地図とコースの特徴 

 •コース上の標識設置基準 



23 

 

 57.5.9 守るべき安全規則 

57.5.10 処罰、失格に関する規則 

57.5.11 制限時間と関門（該当する場合） 

  •コース上のコントロールポイントやメディ
カルステーションの配置（該当する場合） 

 • 携行が許可、推奨、義務付けられている装備
（該当する場合） 

 •エイドステーションでの個人サポートやラン
ニングペーサーによるサポートを含む、外部
からの援助に関する規則 

 •遵守すべき安全規則 

 •処罰、失格に関する規則 

TR57.5 

 

（TR57.2、57.7から移動、追加） スタート 

マウンテンレースとトレイルレースは、通常、全
競技者が一斉にスタートする。性別や年齢によ
るカテゴリーに分けてスタートすることもでき
る。 

スタートの合図は400mを超えるトラック競技
で用いる方法で行う（参照TR16.2.2)）。 

大人数の競技者が出場するレースでは、スター
ト5分前、3分前、1分前の合図を行うことができ
る。スタートまで10秒間のカウントダウンを行
うこともできる。 

コースが特に狭い場合は、タイムトライアル形
式のスタートを採用してもよい。その場合はレ
ース前情報に明記しなければならない。 

TR57.6 Ⅱ．マウンテンレースとトレイルレースに関す
る国際競技規則 

適用範囲 

以下に記載の競技規則は世界選手権では必ず適
用する必要があるが、他の全ての国際競技会に
も適用することを強く推奨する。世界選手権以
外の全てのマウンテンレースとトレイルレース
では、当該大会の規則や各国の規則を適用する
ことが優先されるが、もし国際競技規則により
実施する場合には、そのことを当該競技会の競
技規則に明記しなければならない。他の全ての
競技会においては、審判長が加盟国団体または
当該地域陸連、あるいは競技会を監督する機関
によって任命されたのならば、当該審判長は陸
上競技の一般規則を遵守させなければならない
が、マウンテンレースとトレイルレースに関す
る国際競技規則を強制してはならない。 

（削除） 

TR57.7 スタート 

スタートの合図は400mを超えるトラック競技
で用いる方法で行う（参照TR16.2.2)）。多数の
競技者が出場するレースでは、スタート5分前、
3分前、1分前の合図を行う。スタートまで10秒
間のカウントダウンを行うこともできる。 

（TR57.5に移動） 

TR57.8 

↓ 
TR57.6 

レース管理 

審判長が監察員や他の審判員、またはそれ以外
の大会関係者の報告により、競技者が以下のよ
うな行為を行ったと判定した場合、当該競技者
は失格となるか競技会規則で定められた罰則を
受ける。 

57.8.1 コースを外れ、走るべき距離を短くし
た。 

57.8.2 他の者から走るペースに関する助力を
受けた。あるいは、主催者が設置した場所以外
で飲食物を受取った。 

57.8.3 特に定められた競技会規則（競技注意事
項等）に従わなかった。 

 

レース管理 

審判長が監察員や他の審判員、またはそれ以外
の大会関係者の報告により、競技者が以下のよ
うな行為を行ったと判定した場合、当該競技者
は失格となるか競技会規則で定められた罰則を
受ける。 

・コースを外れ、走るべき距離を短くした。 

・当該レースで明示的に許可していないにも
関わらず、他の者から走るペースに関する助
力を受けた。あるいは、主催者が設置した場
所以外で飲食物を受取った。 

・特に定められた競技会規則（競技注意事項等）
に従わなかった。 
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TR57.7 （新規追加） フィニッシュ 

主催者は、同着が認められる場合は、大会開催前
に競技者に対して明示する必要がある。 

主催者から特に明示がない場合、フィニッシュ
ラインでの競技者の意思表示により、同着であ
ることが明確に認められる場合は、同着が認め
られる。 

TR57.8 （新規追加） レース妨害 

主催者は、一般観客やメディア関係者（例えば、
カメラ・ランナーやバイクカメラなど）がレース
を妨害したり、レース中の位置関係によっての
み知り得る他の競技者に関する情報を提供した
りすること含む、いかなる形の支援も提供して
はならない。 

カメラ・ランナーは常に追従するランナーの後
方を走行し、特定の色の衣服などを着用して、競
技者や観客と明確に識別できるようにしなけれ
ばならない。 

TR57.9 トレイルレースに関する特別規定 

トレイルレースに関する特別規定は以下の通り
とする 

57.9.1 舗装面はコース全体の25％を超えて
はならない。 

57.9.2 レースは「km-effort」（キロメートル・
フォート）により分類される。「km-effort」
はkmで表される距離と、mで表される累積獲
得標高を100で除した値（小数点以下切捨て）
の合計で計測される。 

km-effort ＝ 総距離(km)＋累積獲得標高  

(m)/100 

 （例） 

   距離65km、獲得標高3500ｍのレースの 

km-effort 

    65+3500/100＝100 

この考え方により、レースは以下のように分類
される。 

カテゴリー  km-effort 

XXS     0- 24 

XS    25- 44 

S    45- 74 

M    75-114 

L    115-154 

XL    155-209 

XXL    210以上 

 

57.9.3 世界選手権ではショート（S）とロング
（L）のカテゴリーに基づいて競技が行われ
る。 

 a.  ショート：距離 35～45km、 

       最小獲得標高 1500ｍ以上 

 b.  ロング ：距離 75～85km 

57.9.4 競技は自給自足の考え方によって行わ
れ、競技者はエイドステーション（補給所）間
では、装備、通信、飲食物について自分自身で
責任をもって対応しなければならない。 

57.9.5 競技者は最低限、防寒毛布（最小サイ
ズ140×200cm）、笛（ホイッスル）、携帯電
話は常に携行しなければならない。但し、レー
ス中に競技者が直面すると予想される状況に
よっては、主催者は追加で携行必須器具を課

マウンテンレースおよびトレイルレースの評価 

 

マウンテンレースおよびトレイルレースの特徴
として、標準的な距離やコース形状は定められ
ていない。競技は、同じコースを周回する形式
や、全体のコースを複数区間に分けて走る「駅伝
形式」で行われることもある。 

 

ITRA（国際トレイルランニング協会）は、レー
スの難易度を「km-effort（キロメートル・エフ
ォート）」という概念に基づいて分類している。 

km-effortは、距離と累積標高差の両方を考慮し
て以下のように計算する。 

 

・距離：1km = 1 km-effort 

・標高差：100mの上昇 = 1 km-effort 

 

例えば、距離65km、累積標高差3500mのレース
の場合、 

km-effort = 65 + 3500 ÷ 100 = 100 

 

 

このkm-effortの数値に基づいて、各レースは難
易度に応じて分類され、難易度ポイントは0から
6までの範囲で設定される。 

 

km-effort 難易度 

0-24 0 

25-44 1 

45-74 2 

74-114 3 

115-154 4 

155-209 5 

210+ 6 
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すことがある。 

57.9.6 公式競技会でのエイドステーション
（補給所）は、自給自足の原則を尊重するため
に十分な間隔を空けて設置しなければならな
い。スタートラインからフィニッシュライン
間の水供給拠点を含むエイドステーション
（補給所）設置の最大数は、「km-effort」を
15で割った数（小数点以下切捨て）とする。 

 （例）km-effort：58の場合 58/15＝3.86  

スタートとフィニッシュ地点を除き、最大3か
所のステーションの設置が認められる。 

〔注意〕 

ⅰ 上記式で算出されたエイドステーション
（補給所）の最大半数（小数点以下切捨て）
までのステーションで、飲食物や人的援助
を与えることができる。 

   （例）エイドステーションの最大数：3

の場合 3/2＝1.5 

飲食物や人的援助を受けることができるステ
ーションの最大数は1か所。残りのステーシ
ョンでは飲料のみが与えられ、食料や人的
援助は与えられない。 

ⅱ 人的援助が与えられるエイドステーショ
ン（補給所）では、各国が個々のテーブルや
スペースが割り当てられ、国や領土の旗に
よって見分けがつき、各国の公式スタッフ
が競技者を援助できるように配置されなけ
ればならない。テーブルはアルファベット
順に配置され、各チームは1テーブルあたり
最大2名の公式スタッフを配置することが
認められる。 

ⅲ 競技者への援助（飲食物の提供）は、上記
で定められた通りのエイドステーション
（補給所）でのみ行なわれる。 

57.9.7 明らかに同着であることが明白な時は、
競技者の意向により同着として認められる。 

TR57.10 マウンテンレースの種目は以下のように分類さ
れる 

57.10.1 クラシックUphill 

57.10.2 クラシックUp ＆ Down 

57.10.3 Vertical 

57.10.4 長距離 

57.10.5 リレー 

国際競技会 

上記の一般規則に加えて、国際選手権および地
域選手権は、the World Mountain and Trail 

Running Championships Technical Guidelines

に従って行う。 

以下の用語は、国際大会を分類するために使用
されており、広く一般的にも使われている。 

 

・Uphill：主に登りで構成されるレースで、通常
60分以内で終了するもの 

・Classic：登りと下りがあるレースで、距離は
最大30kmまでのもの 

・Short Trail：登りと下りがあるレースで、距
離は30～60kmのもの 

・Long Trail：登りと下りがあるレースで、距離
は60kmを超えるもの 

The World Athletics Mountain and Trail 

Running Championships（世界マウンテン＆ト
レイルランニング選手権）におけるレース要件
は以下の通りである。 
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種類 距離 ｴﾚﾍﾞｰｼｮﾝ 

（高低差） 

理想的な 

男子優勝タイム 

Long Trail 75-85km 3,500-

6,000m 

7時間45分 

～8時間15分 

Short 

Trail 

35-45km 2,000-

3,000m 

3時間45分 

～4時間15分 

Senior 

Classic 

(Up and 

Down) 

12-15km 600-900m 55～60分 

U20 

Classic 

(Up and 

Down) 

5-7km 300-450m 25～30分 

Senior 

Uphill 

4-7km 700-1000m 

(平均斜度 

10％超) 

40～50分 

 

TR57.11 Vertical以外の全ての種目は、コースの平均斜度
は5％（または1kmあたり50ｍ）から25％（また
は1kmあたり250ｍ）の間でなければならない。
コースが引き続き走れることを前提として、最
も好ましい平均斜度は約10％～15％である。こ
れらの制限は斜度が25％以上でなければならな
いVertical種目には適用しない。 

（削除） 

TR57.12 世界選手権では以下の種目と距離の競技が行わ
れる 

57.12.1 クラシックUphill   ：  

シニア （男子・女子）   10～12km 

U20  （男子・女子）   5～6km 

57.12.2 クラシックUp & Down ： 

シニア （男子・女子）   10～12km 

U20  （男子・女子）   5～6km 

57.12.3 Vertical ： 

少なくとも1,000ｍの上方向への垂直高度。
誤差±10ｍの精度で、承認された方法で計
測。 

57.12.4 長距離  ： 

距離は42.2kmを超えてはならず、コースは
主に山登り、または山登りと山下りである
こと 

コースの総上昇高度は2,000ｍを超えては
ならない。 

男子の優勝記録は2～4時間で、舗装面は総
距離20％未満でなければならない。 

57.12.5 リレー  ： 

あらかじめ決められ知らされていれば、ど
んなコースででも、性別・年齢が混在するチ
ームでも行うことができる。それぞれの走
る距離と高度はクラシック種目の定義を考
慮する 

〔注意〕 

世界選手権では、伝統的にクラシックUphillと
クラシックUP & Downは大会の交互に行なわ
れる。 

（削除） 

TR57.13 スタート地点およびフィニッシュ地点におい
て、水やその他の適切な飲食物を提供するもの
とする。追加的な水、スポンジ供給所をコース沿
いの適切な場所に設ける。 

（削除） 
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競技用靴に関する規程の修改正のポイント
（WA:2026.1.1～）



競技用靴に関する規程（WA）①

47

⚫ 適用対象競技会 全てのWRk 
⚫ 使用可能シューズ 種目別に使用が認められている承認シューズ

承認シューズリスト記載のシューズ
https:// certcheck.worldathletics.org/FullList 

⚫ 承認シューズ 市販シューズ（Available Shoe）
開発用シューズ（Development Shoe）

⚫ カスタマイズ 医療目的の矯正に限定され、WAの事前承認要（承諾通知書）
軽微なものでもWAへの事前通知が必要

⚫ 事前チェック（招集所） 不可
⚫ 事後チェック 疑義があった場合、競技終了後にチェック

必要があれば現物回収、WAへ送付
⚫ 未承認シューズの使用 失格

競技会終了までに承認・未承認の判定ができない場合は
記録は非公認（UNC TR5.2）

⚫ シューズコントロールオフィサー 原則、シューズチェック専門担当者として任命



競技用靴に関する規程②
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種目 靴底の最大の厚さ 要件・備考

トラック種目
フィールド種目
（競歩を除く）

ｽﾊﾟｲｸｼｭｰｽﾞ
または

ﾉﾝ･ｽﾊﾟｲｸｼｭｰｽﾞ
20mm

すべての跳躍種目では、前足部中央のソールは踵中央のソー
ルより高くなってはならない。
（競技用靴に関する規程8.3項および8.4項参照：
シューズ内部の長さの12％と75％の位置）。

競歩種目
（トラック、道路）
道路競走種目

40mm

ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰ種目

ｽﾊﾟｲｸｼｭｰｽﾞ：20mm
または

ﾉﾝ・ｽﾊﾟｲｸｼｭｰｽﾞ
：40mm

2026年3月31日まで適用。
競技用靴に関する規程8.6項により、2026年4月1日以降は
ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰ種目で着用するｽﾊﾟｲｸｼｭｰｽﾞ、ﾉﾝ・ｽﾊﾟｲｸｼｭｰｽﾞの厚
さに制限は設けない。

ﾏｳﾝﾃﾝﾚｰｽとﾄﾚｲﾙﾚｰｽ 制限なし



競技用靴に関する規程の国内適用①

WA規程 国内適用

対象競技会 ・全てのWRkに適用
・全てのWRkに適用

・非WRkも原則として適用*

使用可能シューズ

・種目別に使用が認められている承認シューズを使用しなければならない

・承認シューズリスト

https:// certcheck.worldathletics.org/FullList

承認シューズ
・市販シューズ（Available Shoe）

・開発用シューズ（Development Shoe）

カスタマイズ
・医療目的の矯正に限定され、WAの事前承認要 （承諾通知書の携帯必須）

・軽微なものでもWAへの事前通知が必要
49



競技用靴に関する規程の国内適用②

WA規程 国内適用

事前チェック
（招集所）

・シューズチェックをしてはならない

・招集所ではピンチェックのみで可
・靴底厚の計測は不要
・主催者判断で事前チェックを行うことは妨げないが、
その際のチェックは承認シューズリストとの照合のみ実施
・この場合、未承認靴であれば指摘し、交換を求める
・未承認靴のまま競技に参加した場合は、失格扱い
・承認靴／未承認靴の判定ができないまま競技に参加
させることは可能だが、その情報は関係する他の審判員
と共有

未承認シューズ
での競技

・競技会終了までに未承認シュー
ズと判断された場合は失格とする。
・競技会終了までに判断できない
場合は、失格とせず、記録は非公
認（UNC TR5.2）とする。

・競技会終了までに未承認シューズと判断された場合は
失格とする。
・競技会終了までに判断できない場合は、失格とせず、
記録は非公認（UNC TR5.2）とする。
＜結果発表時は「N.M」＞
＜記録申請時には当該記録は除外＞
＜記録証発行時は「非公認」と明記＞
・後に承認シューズと判明したら、結果訂正

50



競技用靴に関する規程の国内適用③
WA規程 国内適用

シューズ
コントロール
オフィサー

・原則、シューズチェック専門担当
者として任命する

・任命が必要な競技会（候補）
✓WRk１：GGP、ラベルロードレース
✓WRk 2：アジア大会、WAパーミット競技会
✓WRk 3：一般およびU20の各日本選手権

全日本実業団、日本インカレ、
インターハイ

・その他競技会での任命は主催者判断で可
・オフィサーと総務員の兼任も可
・オフィサーを任命しない競技会では、トラック審判長、
フィールド審判長がチェック実施

* 国内・非WRｋへの適用の考え方

・当該規程を適用するかどうかは、主催者判断

・普及的要素の強い競技会や競技レベルが高くない競技会では、適用することが現実的で
ないものもあり

・上位大会につながる競技会や競技レベルが高い競技会では、記録の公平性をより厳格に

担保する観点から適用する
51



2026.2.112025年度 全国競技運営責任者会議

『競技会における広告および展示物に関する規程』



【広告規程について】
広告規程について陸連の見解を聞きたい。
どの程度守らなければならないのか，だいたいでよいのか。
伝達講習会等では遵守と言われるが，陸連主催の高校駅伝・女子駅伝・男子駅伝などいずれもTV放送があったが，
明らかに広告規程に抵触するウェア等が映り込んでいたり，それでレースに出ている様子があった。
（招集後のベンチコート，レース中のアームウェア，スパッツ特に2XUの大きなXなど）
これは，これまでも毎回のように出てくるが，アップデートするつもりがないのか，見逃してしまうレベルであ
れば，問題ないのか。
現場では広告規程の事を言っても，TVに出ていた選手が着用していた！ということで守らない選手や指導者がい
たり，また広告規程を適用する競技会とそうでない競技会が混在することで選手や指導者にイマイチ根付いてい
ない。
適用する競技会の内容の
（ⅲ） テレビ放映またはインターネット等によって不特定多数に送信される競技会については，昨今，ほとんど
の競技会で選手や指導者が撮影した動画や静止画がSNS等にアップロードされ，不特定多数の閲覧があることを
考えれば，全ての競技会がこの広告規程が適用されるべきではないだろうか。

広告規程はルールなのか，努力目標なのか，このあたりをしっかり説明していただきたい。

事前質問



6.5 Any medical, bandage or general tape used by an Athlete may either be plain colour
or display the Athlete’s name on the tape. Commercial names/Logos on medical, 
bandage or general tape are not permitted. 【原文】

6.5 競技者が使用する医療用テープまたは一般的なテープは、無地でも、テープに競技者

の名前が付いていても構わない。医療用テープまたは一般的なテープに記載される商

品名/ロゴは、大会主催者の書面での承認が必要である。

⇓
6.5 競技者が使用する医療用テープまたは、一般的なテープは、無地でも、テープに競技者の

名前が付いていても構わない。商品名/ロゴの表示のある医療用テープまたは、一般的な

テープの使用は認められない。

〔注釈〕商品名/ロゴの表示のある医療用テープまたは、一般的なテープの使用には、大会主催

者の書面での承認が必要となる。

〈参照 Book C、Ｃ7.4『ガイドライン』「MEDICAL/GENERAL TAPE」の欄〉

2026修正 ※医療用テープに関する規程の修正（BookC C-7.4）/（ガイドライン）



6.5 競技者が使用する医療用テープまたは、一般的なテープは、無地でも、テー

プに 競技者の名前が付いていても構わない。商品名/ロゴの表示のある医療

用テープまたは、一般的なテープの使用は認められない。

〔注釈〕商品名/ロゴの表示のある医療用テープまたは、一般的なテープの使用に

は、大会主催者の書面での承認が必要となる。

〈参照 Book C、Ｃ7.4『ガイドライン』「MEDICAL/GENERAL TAPE」の欄〉

〔国内〕C7.1 1.1.1〔国内〕の競技会では、競技者は、競技規則に反しない限り、

商品名/ロゴの表示のある医療用テープまたは、一般的なテープを使用す

ることができる。表示できる製造会社(商品)名/ロゴは、１枚につき最大

の大きさは、10㎠とする。

※医療用テープに関する規程の修正（ Book C  C-7.4 ）



MARKETING AND ADVERTISING REGULATIONS

MARKETING AND
ADVERTISING REGULATIONS
GUIDELINES ON CLOTHING AND ACCESSORIES
for International Invitation Meetings and Competitions



Any medical or general tape used by an Athlete may

be either a plain colour or have the Athlete’s name

tape must be approved in writing by Event Organizer.

MEDICAL/GENERAL TAPE

競技者が使用する医療用テープまたは、一般的なテープは、
無地でも、テープに競技者の名前が付いていても構わない。
商品名/ロゴの表示のある医療用テープまたは、一般的な
テープの使用には、大会主催者の書面での承認が必要とな
る。

医療用テープ/一般的なテープ

on the tape. Any commercial name/Logo on medical



MARKETING AND ADVERTISING REGULATIONS

P.01

競技会における広告および

展示物に関する規程 2025.4.1

国際招待試合、サーキットおよび、
ラベルロードレースにおける、

衣類およびアクセサリー等 ガイドライン

※日本陸連 競技運営委員会広告規則検討PT

ＪＡＡＦ



１x  製造会社名/ロゴ

２x  アスリートスポンサー名/ロゴ

１x 競技者名または個人のｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱﾊｯｼｭﾀｸﾞ

すべてのタオル（ビーチ、バ ス、 ハン ド、フ ェイ ス）お よび ブランケット

すべてのバッグ(タグとラベルを含む)

個人の所有物およびアクセサリー

ドリンクボトル (最大1リットルのボトル)

１x  製造会社名/ロゴ

２x  アスリートスポンサー名/ロゴ

１x 競技者名/競技者個人のｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱﾊｯｼｭﾀｸﾞ

２x 飲み物の提供者/製造者および(または)

アスリートスポンサー

競技者が使用する医療用テープまたは、一般的なテープは、無地でも、テープに競技者の
名前が付いていても構わない。商品名/ロゴの表示のある医療用テープまたは、一般的な
テープの使用には、大会主催者の書面での承認が必要となる。

医療用テープ/一般的なテープ

それぞれ
40cm²―

最大の高さ 5cm、長さ１０㎝

それぞれ
40cm²,―

最大の高さ 5cm、長さ１０㎝

それぞれ
40cm²― 最大の高さ 5cm

[国内] アスリートスポンサー名/ロゴのうちの１つを、あるいは、

競技者名または個人的なｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱﾊｯｼｭﾀｸﾞを、所属団体名/ロゴまたは、

学校名/ロゴにすることができる。 高さは最大５㎝、長さに制限なし。

学校名/ロゴの大きさに制限はなし。

[国内] 競技者は、競技規則に反しない限り、商品名/ロゴの表示のある医療用テープまた
は、一般的なテープを使用することができる。表示できる製造会社（商品）名/ロ
ゴは、１枚につき最大の大きさは、１０cm²とする。

[



競技者が使用する医療用テープまたは、一般的なテープは、無地でも、
テープに競技者の名前が付いていても構わない。商品名/ロゴの表示のあ
る医療用テープまたは、一般的なテープの使用には、大会主催者の書面で
の承認が必要となる。

医療用テープ/一般的なテープ

[国内] 競技者は、競技規則に反しない限り、商品名/ロゴの表示のある医療用テープま
たは、一般的なテープを使用することができる。表示できる製造会社（商品）
名/ロゴは、１枚につき最大の大きさは、１０cm²とする。

[

※医療用テープに関する規程の修正 ガイドライン



具体例【ファイテン】

チタンテープ
１つ１つ扱い

〇
パワーテープ

繰り返し掲出例 ✖
「1ヶ所以外を消すか、
使用しない」対応。



【国際大会の現状】

貼付する医療用テープに関して、
WAS大会や、アジア選手権、ダイヤモンドリーグ・コンチネン
タルツアーなどで事前申請は求められていない。

WA： WAスポンサー保護から、WAS において、
ユニフォーム・アクセサリー類のデザイン全ての提出
と承認あり。医療用テープは対象とされていない。

（WAスポンサーとバッティングするカテゴリーの不可）

DL、CT ：ユニフォーム・アクセサリー類の扱いは、主催者
の裁量に委ねられ、運用の程度は主催する国ごとに異
なる。大会での広告規程の運用を事前に代理人に周知
する程度



中学校のユニフォームについて

部活動の地域以降に伴い、中学校の部活をクラブチームの指導者が始動し
ている。クラブチームとしては陸連登録をしていないため、所属生徒たち
はいずれのチームも学校のユニフォームを着用している。
①学校のユニフォームにクラブチームのワッペンを付けることが可能かどうか

（クラブチームとしては、練習のサポートのみを行っているため、陸連への登録はクラ

ブチームとしては行っていない。）

【回答】本件の場合、『クラブチームのワッペン』は、スポンサー名/ロゴの扱いになりま

す→日本陸連の広告規程としては、 登録が「学校」だろうが、「クラブ」であろうがい

ずれも、製造会社名/ロゴを含め３つ （つまりスポンサー名/ロゴは２つまで）まで 表示

が可能です。その具体的サイズは、

※ 上衣、下衣 それぞれ１つ ・場所は問わない 。上衣、下衣 とも全く同一の表示でなけ

ればならない

※40㎠、最大高さ5㎝、最大長さ10cm

• 但し、〔全国中学校体育連盟〕には別に広告・宣伝に関する規程（申し合わせ事項）が

あります。中体連が主催や共催される競技会に参加の際は、その規程に従うことになり

ます。
•

資料編 Ⅰ



②リストバンドなどアクセサリーにクラブチームのワッペンを表示できる
か
【回答】

アクセサリーの規定：「リストバンド」「ヘッドバンド」
「ハチマキ」等は、その他のアパレルに分類。

所属団体名 / ロゴ または 学校名 / ロゴ を１つ / 一箇所
表示できる。
所属団体名 / ロゴ ：１０㎠ まで 学校名 / ロゴ ： 大き
さの制限なし。
ここでの所属団体名＝陸連登録をしている団体となるた
め、学校名で大会に出場する場合は所属団体としてクラブ
チームのロゴを表示することは不可



現在2XUで新しいデザインの商品が複数出ている。

大きなエックスのデザインが入ったタイツなどは広告規定上NGと
なっているが、新しいデザインでは薄くXの刺繍が入っているタイツ
もある。

どの程度まで違反とみなすか、陸連としての見解を確認したい。

資料編 Ⅱ

【回答】 透かしだろうと、薄くだろうと、「掲出」が確認できれば、数とサイズで 判断。
レッグウオーマー：１０㎠ 最大高さあるいは、長さ ４ｃｍ。

※当該商品は サイズも長さも ✖
スパッツ：一か所 場所は問わないが ４０㎠ 最大高さ ５ｃｍ、最大長さ１０ｃｍ。

「装飾的なデザインマーク」 体側または、裾に 連続または１つ 幅 １０ｃｍ。
アルファベット付記のものは ✖

※当該商品（グレー地）は 複数個掲出、また大きく『X』（透かし）も。体側に
沿って認められる「装飾的なデザインマーク」としても認められないもの。

※当該商品（ブラック地）は 以前の黄金色ラインのもの同様に、「装飾的なデザイン
マーク」として認められないもの。
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施設用器具委員会報告 

 

１．２０２６施設用器具委員会関係の規則の改正 

  調整中の箇所もあり、最終条文については、ルールブックで確認してください。 

  地域陸協にも伝達をお願いします。 

 

概要：ＷＡ競技規則及び施設マニュアルとの整合と国内競技規則変更による整合 

 

（１） グループスタートのスタート位置の変更 

ＷＡの主要な大会で運営している方法と整合するとともに暑熱対策や審判員

の負担軽減をするためグループスタートのスタート位置を変更する。 

➡ 競技規則、陸上競技場公認に関する細則 

 

（２） ブレイクラインの考え方の変更 

グループスタートのスタート位置を変更することに伴いブレイクラインの考

え方をＷＡ（ＷＡ施設マニュアル）の考えに整合する。 

➡ 競技規則 

 

（３） 300ｍHのＷＡ規格移行への対応 

➡ 競技規則、陸上競技場公認に関する細則 

 

（４） やり投助走路踏切付近の舗装材の対応 

やり投助走路踏切付近に引張強度の違う同製品の敷設についてＷＡの規定に

整合する。 

➡ 陸上競技場公認に関する細則 

 

（５） その他の競技規則の改正 

➡ 競技規則 

 

（６） 室内陸上競技場のショートトラックへの移行による室内陸上競技場公認に関

する細則の対応（2026年度中に改正予定） 

 

（７） ショートトラックへの移行による屋外種目別陸上競技場施設公認に関する細

則の対応（2026年度中に改正予定） 

 

  



 

 
 

（１） グループスタートのスタート位置の変更              

 
2025 東京世界陸上において WA よりグループスタートの区画はコーンで区切るよう

指示があった。WA の主要な大会で運営している方法と整合するとともに暑熱対策や

審判員の負担軽減をするため変更し、併せて WA 施設マニュアルに整合する。 
 
【概要】 

 競技規則ではグループスタートのスタートラインを計測する方法は、縁石の外端か

ら 300 ㎜外方とラインの外端から 200 ㎜外方を測る方法がある。国内では代用縁

石を設置することとして縁石の外端から 300 ㎜外方を計測している。ラインの外端

から 200 ㎜外方を測ることして、ライン上にコーンを置く方法にする。 
 併せてブレイクラインの考え方を WA 施設マニュアルに整合する。 
 
【対応】 

① 当該箇所またはトラックの改修および公認満了 2032 年 3 月 31 日までの検定ま

でに適用する。 
・ 改正の周知期間を考慮して、2026 年度は対応できるところを可能として公

認満了 2031 年度の検定までに適用とする。 
・ 検定を待たずに変更することは可能。 
・ 変更した時には検定が必要となる。 

② グループスタートのスタートラインを変更する。 
・ 従前ラインの消去と新スタートラインを塗布する。 
・ 標識タイルの設置位置を変更する。 

対応した標識タイルの色は赤とする。 
・ 3000ｍ、5000ｍのブレイクマーカー（緑色 50×50）はＣ点角石線とする。 
・ 標識タイル計算書の改定をする。 

③ コーン（中）を 40 個追加して整備する。 
・ コーンの高さは 15cm～50cm のものとする。（高い物は不可） 
・ 競技場にとする。コーンの一般的な高さは 75cm であり、低いものとする。

45cm が販売されている。） 
④ スタートラインを変更した競技場をリスト化する。 

・ 競技会時に総務、技術総務、審判長が確認する。 
⑤ 従前のスタートラインでは、代用縁石をすべて設置する。 

・ スタートラインを変更していない競技場では代用縁石をすべておいて競技

会を実施する。 
⑥ 3000ｍSC は従前の通り代用縁石を設置する。 

・ 縁石の外端から 300 ㎜外方を計測点とする。 
・ スタートラインの変更はしない。 

⑦ ブレイクの位置は前方の曲走路の接線点とする。（WA 施設マニュアル） 
・ 別紙  



 

 
 

【競技規則】 

TR 14. トラックの計測 

14.1 略 縁石を撤去しコーンまたは旗で代用する（代用縁石を含む）方法は、水濠

を越えるためにメイントラックを離れる障害物競走、TR17.5.2 による第 1 グル

ープと第 2 グループの走路の境界、縁石設置のない直走路にも適用されなくて

はならない。後者の場合は（コーン、旗または代用縁石を置く）間隔が 10ｍを

超えないようにする。 
〔国内〕 

1. メイントラックを離れる障害物競走とグループスタートで 300 ㎜外方を計

算された競技場では、代用縁石を置くものとする。 
14.2 計測は縁石の外端から 300 ㎜外方、そして曲走路において縁石がない場合（あ

るいは、障害物競走で水濠を超えるために縁石が置かれていないメイントラッ

クを離れる場合）、ラインの外端から 200 ㎜外方を測る。 
〔国内〕 

国内の競技場では代用縁石を置くことからところは縁石とみなし、300 ㎜外方 
を測る。 
 

TR17. レース 
17.5.1〔国内〕別紙 
 
17.5.2〔国内〕 

1. 第 1 グループと第 2 グループの走路の間には代用縁石を置き、二つに分け

る。合流地点には他とは異なる彩色の代用縁石を置く。 
2. 第 2 グループのスタートは、第 1 グループと第 2 グループの走路の間のラ

インの外端から 200 ㎜外方を測り、ライン上に 150mm～500mm の高さの

コーンを置く。（200 ㎜外方スタートライン）当該箇所またはトラックの改

修および公認満了 2032 年 3 月 31 日までの検定までに適用する。 
 
 
 

【参考】10000ｍのグループスタ―ト（800ｍ5 レーンスタート同じ位置） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       



 

 
 

【陸上競技公認に関する細則】 

（標識） 

第 10 条 

6. 標識は走路の両側の縁に明瞭で、耐久性のあるものを固定する。グループ 

スタート 200㎜外方スタートラインの標識の色は赤とする。 

 

別表１ 全天候舗装用レーンマーキング色分け標準表 

 
別表２ 用器具一覧 

代用縁石 ◇ 1 式 1 1 （（1）） （（1）） 

障害物競走及びグループスタートに使

用する全延長分 
グループスタート 200 ㎜外方スタート

ラインの場合はコーン(中)を設置する 

 

 

コーン(中) 
 

（（40）） 
本 

（（40）） （（40）） （（40）） （（40）） 

高さ 150 ㎜～500 ㎜のもの 
グループスタート200㎜外方スター

トライン用 

番号 項　　　目 色分

８

３０００ｍ、５０００ｍのグループスタートの末端(合流点になる所)
２００㎜外方スタートラインの場合

３００㎜外方スタートラインの場合
(ただしＬ＝８０ｍ、Ｒ＝３７．８９８ｍの場合）

緑

Ｄ

代用縁石（白）

マーキング（緑）50×50

131

50

４レーン

５レーン

Ｄ’

走
る方

向



 

 
 

（２） ブレイクラインの考え方の変更                   

 
【概要】 

ブレイクラインの設置、計算方法に違いがある。わずかな違いとなるがグループス

タートのスタート位置を変更するに伴いブレイクラインの考え方をＷＡの考え（Ｗ

Ａ施設マニュアル）に整合する。 

但し土質の競技場はその都度ラインを設置する必要があり、従来方法の角石からと

する。 

 

● 日本のブレイクラインは角石 C（直線と曲走路の境）から同じ距離とする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● WA 施設マニュアルのブレイクラインは曲走路の接線点に向けた距離とする。 

理論上の走行ライン上ではなく、H ライン上で測定される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図は WA施設マニュアルより 

X 距離 CP1 から D1/D8     Y 距離 CP2 から D1/D8   
H 距離 H2/H8 から T2/T8   T 接線点 T2/T8   
D/D 線からのブレイクラインの Rd 差（Ｄからブレイクラインまでの差） 
レーンの縁石上の C 点と D 点 



 

 
 

【対応】 

① 3000ｍ、5000ｍのグループスタートの第 2 グループを 200 ㎜外方スタートライ

ンとした時のブレイクマーカー（緑色 50×50）はＣ点角石線上とする。 
② グループスタートの第 2 グループを 200 ㎜外方スタートラインとした時の 800

ｍのブレイクラインは、当該箇所またはトラックの改修および公認満了 2032 年

3 月 31 日までの検定までに適用する。 
・ ブレイクラインの 5 レーン以降のスタートラインにわずかに差がある。 
・ ブレイクライン、ブレイクラインに関連するライン（800ｍ、1600ｍリレー

など）は検定時に新たな角度表と確認する。差がある時には修正する。 
また、塗り直し時には、新たな角度表により塗布する。 

③ 土質競技場では、競技会ごとにラインを入れることから従前の考え方のとおり

とする。 
 

【競技規則】 

TR17. レース 
17.5.1 〔国内〕 
ⅱ800 ｍ競走でブレイクラインまでレーンを走る場合のスタート位置は二つの要素

に注意しなければならない。第 1 に、適用する通常の階段式差は 200ｍ競走の場合と

同じである。 
第 2 に、外側のレーンの走者のためにバック・ストレートの終端でほぼ同じ距離とな

るように、内側のレーンの走者よりも各レーンのスタートの位置を順次前に出して調

節することである。 
各レーンのスタート位置については、次の方法が望ましいとする。 
グループスタートの第 2 グループを 200 ㎜外方スタートラインとした時の全天候舗

装競技場の場合 
⑴ 1 レーンのブレイクライン（X1）は、内側の縁石の外端から 300 ㎜の地点。 
⑵ 第 2 レーンから一番外側のレーンまでは、1 レーンの C 点先の曲走路の周りの 300
㎜の測定線に沿ってカーブを十分に回り込むように、ブレイクラインの外側の端から

曲走路の接線点から決まる。 
スタートの位置の正確な調節は次の方法で決定する。 
800ｍ競走における各レーンのスタートの位置を B-B´線上より前に出さなければな

らない。 
                                 Ｂ′ 

 
 
                                 B 

 
 
 
 
 
 
 
                   84.39 消す 



 

 
 

 
Rd：斜辺 H 上での測定値。理論上の走行ライン上の短縮ではない。 

各レーンのスタートの位置を前に出す距離は、レーンの幅が１ｍ220、直線の長さ 80
ｍとすると、次の数値になる。 
第 1 レーン  0         第 2 レーン   8 ㎜    第 3 レーン  34 ㎜      
第 4 レーン   79 ㎜   第 5 レーン  141 ㎜    第 6 レーン  222 ㎜ 
第 7 レーン  321 ㎜    第 8 レーン  437 ㎜    第 9 レーン  571 ㎜  
全天候舗装競技場の場合のブレイクラインは、当該箇所またはトラックの改修およ

び公認満了 2032 年 3 月 31 日までの検定までに適用する。それまでに修正されてい

ない競技場は土質競技場の場合を適用する。 
土質競技場の場合 
⑴ 1 レーンのブレイクライン（B1 ）点は、内側のレーンのバック・ストレートの入

口で、内側の縁石の外端から 300 ㎜の地点。 
⑵ 定点 Y は、AB1 の延長線で一番外側のレーンの、そのレーンの内側のラインから

200 ㎜の地点。 
⑶ 定点 C 点は、バック・ストレートの終点、即ち、次の曲走路の始まる所で内側の

縁石の外端から 300 ㎜。 
⑷ CB1 を半径としてトラックに弧 B1X を引く。このラインは、トラックに幅 50 ㎜

で示す。 
⑸ 第 2 レーンから一番外側のレーンまでは、C 点より CB1 を半径として、B1X と

各レーンの内側から 200 ㎜の点の交点により決める。 
スタートの位置の正確な調節は次の方法で決定する。 
800ｍ競走における各レーンのスタートの位置を B1Y から各レーンの終わり（B2 ～ 
B8）までの距離を前に出さなければならない。 
各レーンの正当なスタートの位置を前に出す距離は、レーンの幅が１ｍ220、直線の

長さ 80ｍとすると、次の数値になる。 
第 1 レーン  0         第 2 レーン   8 ㎜    第 3 レーン  34 ㎜      
第 4 レーン   79 ㎜   第 5 レーン  143 ㎜    第 6 レーン  225 ㎜ 
第 7 レーン  326 ㎜    第 8 レーン  446 ㎜    第 9 レーン  585 ㎜ 

 



 

 
 

24.16.2 図 
  図の矢印、300mm を削除 
 
 
 
 
                   
                
              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３） 300ｍHの WA規格移行への対応            

【陸上競技公認に関する細則】 

（標識） 

第 10 条 

4. 2025年度以前の規格における 300mH のハードル位置の標識は別途定める方

式によるものとし、150m のスタートラインは、別途定めるところに従い、

300mH のハードル位置についての標識を利用する。 

2026年以降の規格における 300mH のハードル位置の標識は 400ｍＨの標識

タイルによる。新たな標識タイルの設置はしない。150m のスタートライン

は、別途定める方式による。 

 

※ 従来の（2025年度以前の規格）300mHのビスを残す時には、検定時に設

置位置を確認する。整備が必要となります。 

  

（４） やり投助走路踏切付近の舗装材の対応 

【概要】 

2023 年 WA カウンシル会議において改定され、ブタペスト世界陸上、パリオリン

ピックで対応している。2025 東京世界陸上において WA よりやり投助走路の踏切

付近（L＝8m）を同じ舗装材で強い強度の物で改修するように指示があり、国立競

技場を改修した。まだ、WA 施設マニュアルの改正は明文化されていないが、WA の

規定に整合する。 



 

 
 

 
【2023年 WAカウンシル会議】 

競技室内の高ストレスエリアの構成の違いに関する陸上競技施設マニュアルの改

正案を承認した。最近の経験から、合成表面は、実施されるイベント(トラック、ジ

ャンプ、スロー)によって非常に異なるストレスレベルを受ける可能性があることが

示されています。 競技場の陸上競技エリア間で、引張強度は異なるが同じブランド

とモデルの表面を実装するアプローチは、メーカーと検討され、最近経験された問

題を回避することを目的として、関係するアスリートの一部でテストされています。

この改正の結果、インフィールドの高応力領域は、この組成の違いを認識して、ラ

ンニングオーバルと比較してわずかに異なる引張強度特性を持つことができるよ

うになった。 
 

【陸上競技公認に関する細則】 

第 8条 

2 ⑹ 走路、助走路及び半円部分の舗装材は、すべて同等のものとし、表面仕上げ 

および硬度は、すべて同一とする。また、舗装を一部改修するときにも、舗

装材は、既存の舗装材と同等のものとし、表面仕上げおよび硬度は、既存の

舗装と同一とする。ただし、やり投助走路のスターティングラインの円弧よ

り後方 8mについて、 同一舗装材で若干異なる引張強度（ＷＡ基準）とする

ことができる。（条文調整中） 

 

（５） その他の競技規則の改正 

第 2部トラック競技 

TR22.1  
ハードル競走の標準の距離は、次の通りとする。 
男子（一般、U20、U18）：110ｍ、300ｍ、400ｍ 
女子（一般、U20、U18）：100ｍ、300ｍ、400ｍ 
100ｍ、110ｍ、400ｍでは、各レーンに 10 台のハードルを設置する。300ｍでは各レーンに国際基準
では 7 台、国内基準では 8 台のハードルを設置する。 

 



 

 
 

TR22.3 ハードルの標準の高さは、次の通りとする。 

 
第 3部投てき競技 

TR32.11 着地場所 
着地場所の最大許容下方傾斜度は、サークルの中心の高さ、またはスターティング・ラインの中心の

高さから、投げる方向で 1,000 分の 1（0.1％)を超えてはならない。 
 
TR36.6 
[注意]Green 新規 
チューブの目的は、ハンマーがケージの網に引っかからないようにし、競技が遅れる可能性を減らす

ことにある。ワイヤーをチェックできるように、透明なプラスチックチューブであることが必要であ

る。 
 
第 5部 200ｍ（ショートトラック）競技 

TR43.1 Green 新規 
１周が標準の 200m 以外の長さのトラックで達成された記録であっても、そのトラックの標準長さが

201.20m（220 ヤード）を超えない場合には、ショート・トラックの記録として認められる。 
 
TR43.2  
トラックは 4 レーン～6 レーンとする。レーンの幅は右側のラインを含めて 900 ㎜～1ｍ200 とする。

どのレーンも同じ幅で… 
 
TR43.2Green 新規  
トップレベルの競技会を開催するには、6 レーンのトラックがあることが望ましい。周回トラックの

理想的な幅は 1m である。 
 
TR43.4  
トラックの内側を白線で区分する時は、曲走路には必ず、直走路には必要があれば、高さ100mmから
150mmのコーンを追加で設置しなければならない。 

コーンは白線上に、その底面の端がトラックに最も近い白線の端と一致するように設置しなければな

らない。コーンは曲走路では 1 ｍ 500 を超えない間隔で、直走路で 10 ｍを超えない間隔で設置しな

ければならない。〔国際〕技術代表の承認があれば、同様の高さの他の適切な物理的マーカーを使用す

ることもできる。 
 
 



 

 
 

TR43.4Green  
コーンを置くときは、第 1 レーンの内側にある白線がそのレーンに含まれないということを考慮する

必要がある。 
 

TR44.6  
グループスタートの場合、コースの外側半分は、高さ 0.10m から 0.15m のコーンで示され、コーンを

当該レーンライン上に設置する。コーンの底面の端は、コースの外側半分に最も近い白線の端と一致

するように設置し、コーンは 1 m500 を超えない間隔で設置しなければならない。〔国際〕技術代表の

承認があれば、同様の高さの他の適切な物理的マーカーを使用することもできる。 
 
TR44.6 Green 
色付きのレーンを示すラインのみでは、グループスタートにおけるトラックの外側半分を示すには不
十分であり、物理的マーカーの使用要件の代替とはならない。 
 
第 6部競歩競技 

TR54.11.1  
競技会では、周回コースは1周最長2㎞、最短1㎞とする。〔国際〕但し、競技運営上の正当な理由に
より、1km未満の周回コースが必要とされる場合は、技術代表の承認を得て設定することができる。 
スタートとフィニッシュが競技場内の競技では、周回コースは競技場のできるだけ近くに設定する。 
 

２．競技会の派遣について 

（１） 技術総務の派遣 

・ ＪＴＯの業務を補完するため、技術総務の任務について助言提言するため、

施設用器具委員会から技術総務を派遣しています。 

・ 派遣している大会：国民スポーツ大会、日本選手権、U16・U18日本選手権、

日本選手権混成、ゴールデングランプリ、インターハイの６競技会 

・ 助言する任務は、投てき用具の検査方法、投てき用囲いの設置など安全運

用、推奨する技術総務/公式計測員の任務作業内容を主管陸協担当者に指導

伝達している。 

・ 事前に「技術総務確認事項」送付して、競技場の用器具の確認、施設配置、

ハードルの設置、角度線、距離線の設置、投てき用器具の検査等について準

備をしていただいている。 

 

（２） 国際道路コース計測員の派遣 

・ 世界記録、アジア記録の認定は、ＷＡ認証コースでなければできません。こ

の場合、競技に先立ち、正式に計測され記録されたとおりのコースであるこ

とを確認しなければなりません。（競技規則 CR31.21.4） 

・ 当初のコース計測を行った計測員（Ａ級、Ｂ級）またはその計測員に指名さ

れた者が、競技中に先導車に乗り込み、競技者が同じコースを走っているこ

とを確認しなければなりません。 

・ 施設用器具委員から国際道路コース計測員の派遣をしています。 

・ ＷＲＫの競技会では国際道路コース計測員の任命が必須となりました。主

催、後援競技会以外のＷＲＫの競技会で派遣を希望する大会では、陸連に派

遣依頼を提出してください。 

・ プログラムの審判編成には「国際道路コース計測員」としてください。 

 



 

 
 

３．競技会での注意事項 

（１） 300ｍＨ設置の注意事項 

・ 2026年度以降はＷＡ規格 300mHを新たに公認記録対象種目となりました。 

・ 2026年度以降の競技場の対応は下記の通りとしています。 

 ＷＡ規格 300mHの新たな表示を行わない。 

400mH 4台目が 1台目となり、400mHの位置となるので、新たな標識タ

イルは設置しない。 

 国内規格 300ｍHを行わない（必要としない）競技場では、検定時にビ

スの撤去とペイントの消去をする。2025年度の検定において対応する

ことは可。 

 ビスを抜いた穴はウレタンでは充填は不要であるが、施工業者に確認

すること。 

 国内規格 300ｍHを必要とする競技場では、今までとおり整備する。 

 但し、300mH 4台目は 150ｍスタートとなるので、ビスを抜かずに、ビ

スを存置し、「150S -レーン数字」とペイントする。 

 

（２） ４×１５００ｍリレーの実施 

・ 日本記録が認定される種目で、実施される時がある。 

・ ４×１５００ｍリレーの４走は４×１００ｍリレーの（１－２）を利用して

いました。リレーゾーンが２０ｍから３０ｍに変更された時に４×１００ｍ

リレーの標識タイルを変更して、この個所の標識タイルが抜けてしまってい

ます。 

・ ４走のリレーゾーンの入に標識タイルが入っていない。競技会を実施する前

に標識タイルを入れて検定を受けてください。 

 

（３） 障害物の対応(競技規則 TR23.5) 

・ 障害物の高さにＵ18 男子（838 ㎜(±3 ㎜)）の規格が 2020 ルールに新たに

定められた。 

・ 国内では競技会で行わないことから、

〔国際〕対応になっているが導入されて

もすべての競技場が対応するには 10 年

近くかかることから、２０２０年からＵ

18 の高さにも対応した製品が納入され

ている。 

・ 固定障害は水濠改修時など固定障害の

支柱を更新するとき、移動障害は更新す

るときに対応している。義務付けではな

く、更新する以外の対応はしていない

ので注意されたい。現地検定等の対応

もしていません。 

・ 納入した競技場では、高さの違いが判

りづらく、競技会時に高さの修正に間

違いがないよう注意をされたい。使用す

る審判員等に周知をしてください。      固定障害の高さの表示 



 

 
 

 

（４） 走高跳の競技位置 

・ 公認競技場では走高跳のマークのあ

るところを認定しています。必ずマ

ークのあるところで競技会を行って

ください。マークのないでは走高跳

の施設として検定をしていません。 

・ 特に踏切付近は舗装厚を 18mmと厚

くしています。（1種、2種は義務

付け） 

・ 判定補助線は、芝生から１ｍ以内の     走高跳のマーキング 

場合に塗布されています。      

・ トラック側の走高跳は 2022年の規則改正により設置することができまし

た。それより以前にマークをしている所があります。検定をしていない所

では競技会は行わないようにしてください。検定をしたかどうかは、地元

検定員に確認ください。必要な競技場では検定を受けてください。 

・ ＷＡ認証競技場では 2022年以降の検定においてトラック側の走高跳を設置

したところはＷＡに報告をしています。しかし、ＷＡからはワールドラン

キングコンペティションの 1．⒜ ⒝ ⒞ ⒟、2.⒜ ⒝ には使用できないと

のコメントがついてきています。アジア大会ではトラック側の走高跳を使

用することはできません。 

 

（５） 秤の調整 

・ 重さは緯度によって影響があります。投てき物を測

る秤は、必ず１０Kの確認をしてください。持ち込

検査で正しく判断できるようにしてください。少な

くともシーズン初めには確認をしていただきたい。 

・ 差がある時には取扱説明書により調整をしてくださ

い。 

 

（６） ワールドランキングコンペティションでの投てき物の使用 

・ ＷＡ認証品の使用が明記された。（TR32.1）日本陸連の検定品にはＷＡ認証

品ではない物があります。投てき物のリストには、ＷＡ認証番号と規格を記

入するようにしてください。 

・ 最新の製品はＷＡのＨＰに掲載されている。ＷＡのＨＰは更新されてしまう

ので、古い物はその年近くのＨＰで確認することになる。 



 

 
 

（７） 兼用サークル表面の仕上げの追加 

・ ２０１９ＷＡ施設マニュアルの改正において、ハンマー投の兼用サークル（ド

ーナツ板）は素材によっては雨天時に滑りやすいものがあり、競技者がけが

をしないように、上部を白色以外で、滑らない仕上げとされた。 

・ 検定品であるので、買い替え時には滑らないものを購入する。 

壊れやすいので製造会社に壊れにくい物の作成を要請中。 

・ 買い替えるのは高額のため、買い替えるまでの措置として競技場にある製品

には、滑らないテープを貼ることで対応可能としている。 

・ 競技会では規格にあったものを利用してください。 

 

（８） 囲いの安全確保 

・ 2023年 8月に実施されたインターハイで、男子ハンマー投げ競技中選手が

投げたハンマーが囲いの隙間から外に飛び出し、選手控えテントにあたり落

下した。これは、右投げ選手の投てきが終わり、左投げの選手のためにパネ

ルを移動し、また元に戻す作業を繰り返している間に隙間が広がったため起

きた。 

・ ＷＡ規格の囲いは本体と前パネルが一体となっており隙間がないが、従来型

はどうしても隙間が生じるため､台座部分をかみ合わせ､隙間を最小限にする

措置がとられているが、今回のように移動が度重なると広がる可能性があ

る。 

・ これを防止するために､補助ネットを張る方法が提案され、佐賀国民スポー

ツ大会で使用された。安全確保に有効であった。今後も安全に対する対応

が､重要となってくる。 

佐賀国スポ設置例         補助ネット設置例(ﾆｼ･ｽﾎﾟｰﾂ提供) 



 

 
 

（９） 長距離競走路、競歩路コース設定の注意 

・ 競技会では計測したコースを設定してください。計測したコースと同じに設

定されないと公認大会と認められません。 

・ 計測時に作成された経路図、ポイント図を基に設定をしてください。コース

所有者がこれらの図面を作成しています。 

・ 計測されたコースと違うコースとなる時には、事前にコース変更の検定を受

けなければなりません。 

・ 途中計時の記録もコース設定の条件を満たしている箇所は、公認記録となり

ますが、必ずラインを入れてください。 

・ 公認コースで非公認大会を開催した。民間の申し込みサイトに公認コースの

記載があり、別の大会の参加記録を狙って出場したが記録が認められなかっ

た。 

 

４．世界陸上での対応 

（１） グループスタートの対応 

・ ＷＡよりグルースタートはコーンを設置して行うので、スタートラインを書

き直して、検定して報告をするように指示があった。急遽ラインを変更して

９月２日に検定をした。大会後もとに戻している。 

・ ＴＤより用意したコーン（マラソン、競歩用）は高すぎるとのことであった

が、黄色のコーンが足りなく、黄色のコーン

とブレイクラインマーカーを交互に置いた。

撤去時間は 30秒であった。 

・ 縁石を外したところもコーンを設置してい

るので、代用縁石の箇所もコーンでよいので

はないかとＷＡ施設担当者に確認したとこ

ろ、コーンと縁石では走る位置が違い、代用

縁石で行う時には全部設置しなければなら

ないとのことであった。 

 

（２） ハードルの設置 

・ 特注の運搬車を使用した。担当するコ

ラボレーター（大学生）がわずかな時

間の訓練だったが、正確に設置が出来

た。海外からの取材もあり、設置のパ

フォーマンスは好評であった。 

・ 「20:08 男子 400mH 終了後 400mH 撤

去、20:14 までに男子 110mH 設置完

了」「20:49男子 110mH終了後 21:01までに女子 100mHへ移動」「22:04男子

3000mSC終了後障害撤去、22:13までに女子 100mH設置」というクレイジーな

タイムテーブルがあった。「カートでハードル設置・撤去組」と「手押し台車

でハードル設置・3000mSC 設置撤去組」に分けそれぞれ作業を行った。400mH

撤去と 110mH設置は同時進行、3000mSC撤去と 100mH設置は同時進行で行い、

それぞれ時間内に設置撤去を行うことができた。 

 



 

 
 

（３） 棒高跳の支柱台とマット 

・ 用器具のサプライヤーはニシスポーツとなった。しかし、

6ｍ30 を設置できる支柱台がなかったことと、クリアし

た時の LEDランプをつけたいとのＷＡの要請によりモン

ド社製の支柱台が使用された。 

・ モンド社製の支柱台はボルトで固定式のため、大会前に

ボルトを設置した。設置撤去でボルトが破損して、業者

に来てもらい（２回）修理をした。 

・ 支柱台とマットが合わず、マットを削って対応をした。 

 

（４） 囲いの設置、撤去 

・ 囲いの種目のないセッションでは囲いを撤去した。8 回の設置撤去となった。

世界陸上では初めての対応で、観客から見やすい競技会となった。 

 

（５） やり投の踏切付近の舗装材 

・ ＷＡよりやり投の踏切付近の舗装材を同じ舗装材で強い強度の物で改修す

るように指示があり、改修をして検定をした。 

・ 2023 年 WA カウンシル会議において異なる引張強度特性を持つ舗装材を可能

とする改定され、ブタペスト世界陸上、パリオリンピックでもやり投の踏切

付近について対応している。 

・ やり投の投てきでは、以前のものと比較するとグリップが効いているようで

ある。しかし、走高跳の選手には強度の強い舗装材は不評であると言ってい

た。 



2025 年度全国競技運営責任者会議 報告資料 

公認審判員制度の改正に向けて 

日本陸上競技連盟 競技運営委員会 

 審判員研修 PT 

 

１．改正を検討する背景 

 日本陸連では、1948 年から公認審判員制度を設けてきた。従来の「3 種－2 種－1 種－終身 1 種」か

らなる審判員制度は、2002 年に現行の「B 級－A 級－S 級」へと改訂され、現在に至っている（2021

年には C 級審判員を追加）。その間、世界陸連（World Athletics：WA）においても審判員制度が整備

され、「NTO（National Technical Officials）」および「ITO（International Technical Officials）」とい

う形態を経て、現在は「NAR（National Athletics Referee）－ブロンズレフェリー（World Athletics 

Referee – Bronze level）－シルバーレフェリー（World Athletics Referee – Silver level）－ゴールドレ

フェリー（World Athletics Referee – Gold level）」に体系化されている。 

 このように、現在は日本陸連と WA の審判員制度が並立・一部重複している状況にある。近年で

は、WRk 競技会において WA レフェリーの配置が求められるなど、国際基準への対応の重要性が高ま

っており、より分かりやすく整理された審判員制度へと集約する必要が生じている。 

JAAF WA 

･C 級 16 歳以上(高体連の登録会員) 加盟団体

審査 

･B 級 18 歳以上 加盟団体(日本学連)審査 

･A 級 B 級取得後満 10 年以上 加盟団体審査 

･S 級 A 級取得後満 10 年以上 満 55 歳以上 

日本陸連審査 

複線として JTO/JRWJ 制度（日本陸連審査） 

･NAR  16 歳以上 e-Learning 実技 3 試合 

･WA Referee Bronze（Referee, Starter,  

Race Walking Judge, Photo Finish Judge） 

NAR3 年 19 歳以上 e-Learning Online 試験 

･WA Referee Silver（Referee, Starter, 

 Race Walking Judge, Photo Finish Judge） 

WARB４年 23 歳以上 e-Learning，Webinars， 

 Online Exam; Written Presentation ２年毎 

･WA Referee Gold（Referee, Starter, 

 Race Walking Judge, Photo Finish Judge） 

WARS４年 27 歳以上 e-Learning，Webinars， 

 Online Exam; Written Presentation ２年毎 

 

２．アンケート結果から（加盟団体の声） 

 昨年度、各加盟団体向けに公認審判員制度の改正についてアンケートを実施した。日本陸連と WA

の審判員制度の統合に賛成と回答された加盟団体からは、「国内ルールの適応か国際ルールの適応かを

混乱しないためにも WA の審判員制度に準じていくことは必要」「時代の変化とともに国内競技会も

WA スタンダードに変遷してくことも視野に入れ、国内競技会において NAR 及びブロンズレフリーの

積極的な活用を試みていく必要はある」「日本陸連の審判員制度は昇級試験がなく、10 年務めたご褒美

みたい。B 級であっても審判員主任を務めている現状である。」という声が挙がっている。 

 一方、反対と回答された加盟団体からは、「ブロンズレフェリー試験を受験するハードルの高さと審

判経験の豊富さの両立させるのは、非常に困難」「WA 資格が紐付くことによって、日本陸連の審判員



資格取得が難しくなることにならないことを望む」「e ラーニングを受講しないと昇格の対象にならな

いのであれば、ほとんどの人が昇格意欲をなくしてしまう」「地方には栄章の意味合いも持っている現

実がある」「永年の審判業務の励みとして、S 級は日本陸連の制度として残してほしい」「現在の審判員

制度を残したまま、ＷＡレフェリーを取得する方法がいい」という声が挙がっている。 

 また、これとは別に「S 級は一般審判員としては最高峰の資格になるため、経験年数等だけではなく

高度な知識を持った方が所持すべきではないかと感じる。さらに、年齢に関係なく高度な知識を習得

していれば S 級になる機会があっても良いのではないかと思う。」という声も寄せられた。 

 

３．JTO／JRWJ 制度について 

JTO／JRWJ については、単にジャッジに関わる審判技術にとどまらず、競技会運営やトラブル対応

に関する事項まで幅広く網羅している。また、その試験内容は WA Referee Gold に匹敵する水準であ

ると評価されている。 

このため、引き続き JTO は総務の直下に位置づけ、審判⾧に対する必要な支援を行うとともに、競

技が競技規則、競技注意事項等、ならびに総務の最終的な決定に基づいて適正に実施されていること

を確認する。同様に、JRWJ についても従来どおり配置する。 

 

４．今後のスケジュール 

 ２０２６年３月以降  陸連理事会に原案の提示 意見聴取・検討 

      夏     具体的な作業（ルールブック・ハンドブック・諸規定の修改正） 

 ２０２７年４月    新制度開始（予定） 

 

５．その他 

・C 級審判員について、活用されている加盟団体がある一方、「C 級から B 級への移行に壁がある」「C

級取得年齢の引き下げ」等の声が挙がっている。それとは別に、「B 級審判員でも審判⾧・主任がで

きる現状について、基準を示してほしい」というご意見もいただいている。これらについては、こ

れから行われる具体的な作業の中で整理していく。 

・「登録料が挙がっていくので、S 級・A 級へ昇格を希望する人が少ない。登録費を同額にしてほし

い」というご意見をいただきましたが、日本陸連の登録料に級別の差はありません。加盟団体独自

に設定されているものと思われますので、加盟団体においてご検討下さい。（「審判手当」について

は主催(主管)団体においてご検討下さい） 

・「JAAF START に審判等級を入力できるようにしてほしい」という要望をいただきました。2026 年

度については、各団体から、審判等級のわかる審判員名簿を日本陸連へ提出いただき、日本陸連事

務局にて、JAAF START との紐づけを行うとのことです。詳細は別途インフォメーションセッショ

ン等で事務局よりご説明をさせていただきます。 

・2027 年からの制度改正（予定）に合わせて、審判手帳を更新する可能性がある。審判手帳の発注数

や在庫管理についてはご留意いただきたい。 



日本陸上競技連盟 競技運営委員会
審判員研修PT

2026.2.11 (Wed.) 全国競技運営責任者会議

公認審判員制度の改訂に向けて



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2026JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆改正を検討する背景

1

◆日本陸連の審判員制度の変遷

⚫ 1948年：公認審判員制度を設ける

⚫ 2002年：「3種－2種－1種－終身1種」

⇒「B級－A級－S級」へ改訂

⚫ 2021年：C級を追加



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2026JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆改正を検討する背景

2

◆WAの審判員制度の変遷

NTO／ITO という形態を経て、現行の4段階へ

⚫ NAR

⚫ WA Referee Bronze

⚫ WA Referee Silver

⚫ WA Referee Gold



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2026JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆改正を検討する背景

3

◆現状の課題

⚫ 日本陸連とWAの制度が並立・一部重複

⚫ WRk競技会ではWAレフェリー配置が必要

⚫ 国際基準への対応が急務

より分かりやすく整理された審判員制度へと
集約する必要が生じている



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2026JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆JAAFとWAの制度比較

4

JAAF WA

• C級：16歳以上
• B級：18歳以上
• A級：B級取得後10年以上
（以上、加盟団体審査）

• S級：A級取得後10年以上
 55歳以上（陸連審査）

• NAR：16歳以上、e-Learning
＋実技3試合

• Bronze：NAR3年、19歳以上、
e-Learning＋Online試験

• Silver：Bronze4年、23歳以
上、e-Learning＋Webinars
＋試験

• Gold：Silver4年、27歳以上、
同上



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2026JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆アンケート結果

5

◆統合に賛成の理由

⚫ 国内ルールと国際ルールの混乱を防げる

⚫ 国内競技会もWAスタンダードへ移行すべき

⚫ 日本陸連制度は昇級試験がなく実力評価が
不十分



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2026JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆アンケート結果

6

◆統合に反対の理由

⚫ ブロンズレフェリー試験のハードルが高い

⚫ WA資格が紐づくと取得が難しくなる懸念

⚫ eラーニング必須化で昇格意欲が低下

⚫ 地方では資格が“栄章”として機能

⚫ S級は日本陸連独自で残すべき

⚫ 現行制度を維持しつつWA資格取得を希望



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2026JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆JTO／JRWJ制度について

7

◆位置づけと評価

⚫ 審判技術だけでなく運営・トラブル対応まで網羅

⚫ 内容は WA Referee Gold に匹敵

⚫ 今後も総務直下で継続配置

⚫ 審判長への支援、競技の適正実施を確認

⚫ JRWJも従来どおり配置



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2026JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆今後のスケジュール

8

● 2026年3月以降

理事会へ原案提示、意見聴取

● 2026年夏ごろ

ルールブック・ハンドブック等の修改正

2027年4月：新制度開始（予定）



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2026JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆その他

9

◆C級審判員について

活用されている加盟団体がある一方、

 C級→B級への移行の壁

 C級取得年齢の引き下げ要望 という声

◆B級でも主任が可能な現状への

基準設定を求める声

具体的な作業の中で整理していく



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2026JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆その他

10

◆登録料・システム等について
⚫ 日本陸連の登録料に級別差はなし

⚫ 加盟団体独自の設定の可能性

◆2027年制度改正に合わせ、

審判手帳更新の可能性

  発注数・在庫管理に留意



日本陸上競技連盟 競技運営委員会
審判員研修PT

2026.2.11 (Wed.) 全国競技運営責任者会議
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世界陸上2025東京大会 ビデオ判定事例

～ルール解釈・適用の参考として～

2026年２月11日

日本陸上競技連盟

競技運営委員会

2025年度全国競技運営責任者会議



ビデオルーム①（国内設備）



ビデオルーム②（WA設備）



ビデオ判定①



ビデオ判定②



TR17.1.1 意図的ではない妨害 （ビデオタイトルではDQとあるが、抗議を経てDQとはなっていない）



TR17.1.2 意図的な妨害 （最初のきっかけを作った競技者をDQ）



TR17.5.2 グループスタートで外側の競技者が合流する場所は決まっているが・・・



TR17.2.3 レーン侵害



TR22.6.3 単にハードルを移動させただけでは失格とはならない ＜26年度競技規則修改正＞



TR24.7 バトンの受け渡しはテイク・オーバー・ゾーンの中で バトンの位置のみが決定的なもの



TR24.20 バトンパスで走り出す位置は、テイクオーバーゾーンの中から



TR24.21 第３・4走者は審判員の指示に従い、前走者が第２曲走路内側をした順に待機する①



TR24.21 第３・4走者は審判員の指示に従い、前走者が第２曲走路内側をした順に待機する②



TR30.2 LJ・TJ 着地場所を離れる際の最初に触れる位置①



TR30.2 LJ・TJ 着地場所を離れる際の最初に触れる位置②



TR30.1.5 着地の際に砂場の外の境界線に触れていないか①-1



TR30.1.5 着地の際に砂場の外の境界線に触れていないか①-2



TR32.14 投てきの際の足がサークルやラインの縁に触れていないか①



TR32.14 投てきの際の足がサークルやラインの縁に触れていないか②



TR32.17.1 投てき物が着地する前にサークルから出ていないか



抗議を却下

• 男子1500ｍ予選

1300ｍ付近で押合いや接触があり、２名の選手が転倒
↓

立ち上がった後、二人で並んでジョッグをしながらフィニッシュ
↓

結果発表後、両チームから抗議（救済）申立
↓

ビデオ審判長は抗議を却下
「DNFではないが、誠実に力を尽くして完走していない」（TR17.1 最後段）



イエローカード

• 男子100ｍ 優勝者がフィニッシュ後にユニフォームを自ら切り割く （衣類規則違反）

• 男子マラソン 給水所で他競技者の飲食物取得 （反スポーツマンシップ行為）
• 女子マラソン 給水所で他競技者の飲食物取得 （反スポーツマンシップ行為）

• 女子マラソン 給水所以外で飲食物受取 （反スポーツマンシップ行為）



世界陸上でのスタート審判長（WAスターター）の判定について 

 

【CaseⅠ】男子 100m 予選 6 組でオートリコールが作動し、RT が 0.099sec であった。 

裁定：（SIS の波形、*SIV を熟考の上で）グリーンカード提示した。 

*SIV=Start Information Video 

⇒後刻、WA スターターに「不正スタートでＤＱなのではないか」と質問。『0.099sec の

数字だけで DQ とするケースや審判員もいる。もし今回不正スタートで DQ と判定する

と、抗議中として走らせ、その後ビデオを見せることになる。その時に私（WA スタータ

ー）は（不正スタートの）判定を支持する言葉を持たない』との回答。 （今回は）SIV か

ら号砲前の動きは一切確認できず、波形も 0.099 までまったく立ち上がっていないこと

から上記対応とした。あくまでこの大会での判定ということでご理解していただければ。 

 

【CaseⅡ】男子 100m 準決勝 3 組で 3 レーンの競技者の局所的な動きがあり、隣の 4 レ

ーンの競技者が飛び出しオートリコールが作動し、RT は 0.088sec であった。 

裁定：3 レーンの動きが 4 レーンの不正スタートを誘発させたとして、3 レーンの競技者

にイエローカードが提示された（TR16.5.3）。 

 

【CaseⅢ】男子 800m 予選 5 組で 6 レーンの競技者が On your marks の合図の後、ロー

リングスタート（体を止めずに動いたままスタート）をしようとした。競技者の前方で監

察して（リコーラーを務めて）いた WA スターターからイエローカードが提示された

(TR16.5.2)。遅延行為としてイエローカード対応とした。 

※本来イエローカードを提示するのは審判長であるが、200m や 400m 等の種目では（審

判長が現場まで向かうと時間をロスしてしまうため）、権限を委譲されたＷＡスターター

がイエローカードを出すことがあると事前にチーム内で情報共有されていた。 

 

【CaseⅣ】男子マラソンで最内の競技者が号砲前に飛び出してしまった。スタート審判長

から「レースを止めるように」と指示があり、レースを止めリスタートした。後刻ＷＡス

ターターよりマラソン・競歩競技（ロード種目）については、不正スタートを撃ち戻す必

要がないとの指摘を受けた。 

 

＜その他指摘事項＞ 

◎On your marks の合図の後、確実に全競技者の静止を確認して、号砲または Set の合図

をかけること。Set の合図の後も、確実に全競技者の静止を確認して、号砲すること。 

〇すべての種目でローリングスタート（いわゆる動いたままスタートすること）が起こり

うる。そのため、ローリングスタートを確認しやすい横から競技者を監察するリコーラ

ーを配置する。 

〇疑義がありレースをリコールした場合、監察結果（不正スタートがあった。マイクの調

子が悪く、きちんと聞こえなかった。ローリングスタートがあった等の情報）を直ちに

スターターのもとに集約させる。さらに審判長や WA スターターにも共有させる。その

上で正しい判断をしていく。世界陸上では、撃ち戻しがあった場合、スタート審判長が

スタンドマイクで（スタート中断の）理由を説明していた。尚スターターはただちにマ

イクを通じて選手を呼び戻し、グリーンカードを出すように指示する。 
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申請スケジュール

スケジュール 内容

2/16（月）

～3/6 (金)

①1次申請 １．申請用のExcelファイルを作成してください。

２．下記URLにログインして、
https://athleticfamily.jaaf.or.jp/association/
Excelファイルをアップロードしてください。

３/7（土）～ ②追加・変更
中止など

1次申請以降は
https://athleticfamily.jaaf.or.jp/association/
にアクセスして追加・変更・中止作業を行ってください。

申請者が２6年度から変更になる場合は、kyogi26@jaaf.or.jpまでご連絡ください

https://athleticfamily.jaaf.or.jp/association/
https://athleticfamily.jaaf.or.jp/association/
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①-1 一次申請（Excelファイルを作成する）

学連競技会以外の、自県で開催する全ての公認競技会を申請してください。

全国大会、地域大会も開催県から申請してください。

日本陸連主催大会は地域欄は「全国」を選択してください
コードはP１５，１６を参照の上、団体コードには各都道府県
コード、５桁目は「８」からとなります。

高校総体、高校新人、高校駅伝は「高体連」
通信、全中予選、全中駅伝は「中体連」
実業団は「実業団」
日本マスターズ申請大会は「マスターズ」を選択

WRｋ申請大会はグレードを入力してください。
基本はFを選択してください。
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①-2 一次申請（システムにログインする）

①で設定したメールアドレスを入力してください

①で設定したパスワードを入力してください

https://athleticfamily.jaaf.or.jp/association/

にログインしてください

https://athleticfamily.jaaf.or.jp/association/
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①-３ 一次申請（Excelファイルをアップロードする）

１．公認大会申請を選択

３．①で作成したExcelファイルを選択して「確認に進む」を選択

２．アップロードを選択
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①-４ 一次申請（アップロードした内容を確認する）

１．アップロードされた内容を確認してください

２．競技場の公認期間を確認してください
期間が切れていれば、期限切れが表示されます

３．アップロードした内容で問題なければ「申請する」を
修正がある場合はExcelファイルを修正して、再度アップロードしてください
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①-４ 一次申請（申請する・承認待ち）

１．申請が完了すると受け付けたことが表示されます。

また自動返信メールが送信されます。

２．申請状況のステータスが

「確認中」に変わります
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①-４ 一次申請（承認済み）

１．日本陸連に承認されると申請状況のステータスが「チェック済」に変わります。

また日本陸連からメールが送信される場合があります。

２．現在の状況をExcelファイルでDLすることができます
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②-１ 変更・中止・新規大会追加申請（編集ボタン）

１．１次申請期間が過ぎるとExcelファイルがアップロードできなくなります。

＊アップロードボタンが消える

２．１次申請期間後の追加・変更・中止の申請に関しては「編集」機能で申請してください。

こちらのボタンを押してください。



11

②-２ 変更・中止・新規大会追加申請（変更・中止）

１．変更・中止する大会の「編集」を押してください

２．内容を変更する場合は、記載内容を変更して
「変更する」ボタンを押して下さい。 ３．中止の場合は、「中止」を

延期の場合は、「延期」を選択してください。

４．削除の場合は、「一般非公開にする」にチェックしてください。
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②-２ 変更・中止・新規大会追加申請（変更・中止）

WRｋ申請競技会の場合は、そのグレードを選択してください。
国内の競技会はほとんどの場合「F」です。
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②-３ 変更・中止・新規大会追加申請（新規大会追加）

１．追加する場合は画面の一番下の

「大会を新規登録する」を押してください

２．必要な情報を入力して、「追加する」ボタン

を押して下さい。
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③ 競技会コード コード体系

（例）２６（年） ●●（団体CD)

年度と団体コードの前4桁
は変更ありません！！



５桁目
3桁目
～4桁目

トラック ロード 日本学連 60
陸協主催 0 000～799 800～999 北海道学連 61
加入団体主催 １ 000～799 800～999 東北学連 62
地域陸協主催 2 000～799 800～999 関東学連 63
中学生だけの大会（全中予選・突破会含む） 3 000～799 800～999 北信越学連 64
高校生だけの大会（IH予選など） 4 000～799 800～999 東海学連 65
日本実業団連合・地域実業団主催 5 000～799 800～999 関西学連 66
マスターズ連合承認 6 000～799 800～999 中四国学連 67
その他 7 000～799 800～999 九州学連 68
日本陸連主催 8 000～799 800～999
WA・AAAの大会 9 000～799 800～999

0000～連番

0000～連番
0000～連番
0000～連番
0000～連番
0000～連番

6桁目～8桁目 5桁目～8桁目

0000～連番
0000～連番

0000～連番
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③ 競技会コード コード体系

（例）２６（年） ●●（団体CD)→最初の4桁

P16 に細かくコード説明あり

P17 に細かくコード説明あり
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③ 競技会コード コード体系

（例）２５（年） ●●（団体CD) →最初の4桁

中体連・高体連の主催が日本陸連の際は以下の
５桁目の番号「３」「４」を優先ください。

中学生だけの大会 ５桁目
６桁目
～８桁目

全日中 3 000
地区中学（例：関東中学） 3 100
通信陸上（県レベル） 3 200
総体（県レベル） 3 201
県中学新人 3 202
混成大会 3 203
それ以外のトラック競技会 3 210～
全中駅伝（全国）男子 3 800
全中駅伝（全国）女子 3 801
全中駅伝（地域）男子 3 810
全中駅伝（地域）女子 3 811
全中駅伝県予選　男子 3 820
全中駅伝県予選　女子 3 821
それ以外のロード競技会 3 830～

高校生だけの大会 ５桁目
６桁目
～８桁目

全国IH 4 000
全国定時制通信制 4 001
地区IH 4 100
地区高校新人 4 120
県IH 4 200
県高校新人 4 220
それ以外のトラック競技会 4 250～
全国高校駅伝　男子 4 800
全国高校駅伝　女子 4 801
高校駅伝（地区）男子 4 810
高校駅伝（地区）女子 4 811
高校駅伝（県）男子 4 820
高校駅伝（県）女子 4 821
それ以外のロード競技会 4 830～
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③ 競技会コード コード体系

（例）２５（年） ●●（団体CD) →最初の4桁
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③ 競技会コードについてのお願い

①小学生の競技会について
0、1、2、8に該当しない
場合のみ「7 その他」を
用いてコード設定をお願い
します。

②マスターズの競技会
（マスターズ連合担当者
と連絡を取り確認された
競技会が対象）は開催
都道府県からの申請は
必須です。



担当者について
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日本学連

野寺 巧寛 PTメンバー

岩脇 充司 ＰＴリーダー

鍋島 太一 PTサブリーダー



お願い
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・道路競走について 公認コースで途中距離のレースを行う場合の申請では、必ず競技会名に続いて（ ）書きで

「公認される実施種目」を表示してください。

【記入例】2６ 13  0800 第71回元旦競歩 （20km,10km,5km） 137230 神宮外苑絵画館20km

申請できる距離は公認がされているものに限ります。途中の距離も含めてコースの公認が取れていない申請は無効

となります。

駅伝競走およびクロスカントリーは、公認コースでなくても公認競技会として扱っています。

この場合、コースの出発場所～到着場所または、○○公園周回コースなどを記入してください。競技場・競走路

コードは空欄としてください。

・公認陸上競技場・長距離競走路・競歩路のコードについて

申請時の公認陸上競技場・長距離競走路・競歩路の中には、公認期限が切れているものや、年度内に公認期限が

切れるものが見受けられます。

公認期限切れの公認陸上競技場・長距離競走路・競歩路で開催された競技会は非公認になります。

年度途中で有効期限に達する場合は特にご注意ください。また、公認検定で競技場種別が昇格または降格する場
合や名称が変更される競技場があります。確認でき次第すぐに更新手続きを行ってください。

くれぐれも「期限切れ」のまま競技会を開催することのないよう、ご留意ください。



お願い（２）
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・すべての競技会は開催前に事前申請でお願いします。事後申請は受け付けません。

申請せずに実施した競技会の記録は公認されません。

尚、自然災害などで申請が事後になる際、また発生した際はご連絡をお願いします。

・昨年度は申請漏れによる事後申請が複数の団体にて発生をいたしました。対策などを検討いただいたうえで申請を

受理しております。各団体の連携にて漏れのない確実な申請をお願いします。

２０２６年度も公認競技会申請業務への
ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。
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ご清聴ありがとう
ございました



日本記録申請・公認記録申請について 

日本陸上競技連盟 

競技運営委員会 

１．2025 年に樹立された日本記録の数 

  ※ 2025 年 12 月 31 日までの記録を集計してもっともよい記録を日本記録として認定する。 

✓ 日本記録   男子・・・17(含室内(i)を 4) 女子・・・16 (含室内(i)を 7) 混合・・・1 

✓ 日本タイ記録  男子・・・1 (含室内(i)を 1) 女子・・・0   混合・・・0 

✓ U20 日本記録  男子・・・7   女子・・・5   混合・・・0 

✓ U20 日本タイ記録  男子・・・0   女子・・・0   混合・・・0 

✓ U18 日本記録  男子・・・6   女子・・・9   混合・・・0 

✓ U18 日本タイ記録  男子・・・1   女子・・・0   混合・・・0 

 

２．日本記録の追加認定について 

  現時点でありません 

 

３．日本記録について 

  世界陸連（WA）は 2024 年から各国のナショナルレコード（日本記録）は WRk 大会でマークされた記録のみ認定する。 

  これに伴い、2024 年以降、非 WRk 競技大会でマークされた日本記録が WRk 大会でマークされた記録を上回る場

合には、以下の略号を付けて記録を区別する。CR34.10 

   （W）：WRk 競技会でマークされた日本記録 

   （J）：非 WRk 競技大会でマークされた日本記録 

現時点でありません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．日本記録を認める種目について 

  世界陸連（WA）の世界記録を認める種目追加にともない、日本記録も追加する。 

  注意１） 屋外、室内の区別がなくなる。400m トラックまたは 200msh  

       ※ sh ⇒ ショート・トラック 

  注意 2） 風力の報告が必要ない場合がある。 

       ※ ルールの修改正を参照し、遺漏のないように気をつける。 

例１） 室内での競技会  

例２） 200msh で実施された、200m 

 

 

 

 

 WRk 競技会 非 WRk 競技会 

国内大会 

日本・U20  日本記録 〇 〇 

U18 日本記録 〇 〇 

公認記録 〇 〇 

海外大会 

日本・U20  日本記録 〇 × 

U18 日本記録 〇 × 

公認記録 〇 × 



５．日本記録の申請について 

※ 審判ハンドブック 2025-2026 年度版 p.45～ 「世界記録、日本記録が認められるための要件」を参照 

   ・・・公認記録申請しても、日本記録がつくられた時は日本記録の申請も忘れずにしてください。 

 ＜日本記録申請に必要な資料＞ 

日本記録がつくられた時には、競技会を統括する加盟団体は本連盟に成績を速やかに連絡し、記録を確認するた

めに必要な資料を揃え送付しなければならない。 

    ⇒ できるだけ速やかに申請する（競技会終了後、一週間をめどとする） 

 日本記録は、 (a) 日本記録   (b) U20日本記録   (c) U18日本記録  

(d) 日本記録(sh)   (e) U20日本記録(sh)   (f) U18日本記録(sh)   とする。 

 このうち、(a)日本記録、(b)U20 日本記録、(c)U18 日本記録は、本条の日本記録の公認要件を満たしていなけれ

ばならない。また、(d)日本記録(sh)、(e)U20 日本記録(sh)、(f)U18 日本記録(sh)は、CR31.13 ショート・トラック世界記

録の公認条件に準じる 

✓ 日本記録申請に必要な資料には、以下のものが挙げられる。 

 ① すべての種目に共通して必要なもの  

  日本陸上競技連盟新（タイ）記録申請書 ⇒ 申請用紙は、JAAF-30A～JAAF30G の用紙 

(1) 当該種目 

(2) 達成記録 

(3) 風力（追い風が問題となる各試技の実施時） 

(4) 競技者名と所属名（競技者が U20、U18 の場合は、生年月日） 

(5) 競技会が行われた日時 

(6) 競技会の開かれた場所 

(7) 競技会名 

(8) 本連盟の規則が正確に適用されたことの確認（総務と当該審判長に署名） 

(9) 競歩競技の場合は、判定を行った 3 人の JRWJ の署名 CR34.4.6 

<添付書類>   (1) 印刷した大会プログラム   (2) 当該種目の全記録(予選を含む全記録) 

 ② トラック競技の場合、①に加えてさらに必要なもの  

  ✓ 写真判定が行われた場合には、その記録の判定写真および該当する種目のスタート地点で実施、または

ジャンパー線を使用してスタート地点で使用する機器で行ったゼロ･コントロールテストの写真 

   ※ 印刷に数値が表示さない機種については画面で確認したものを記入する。 

 ③ フィールド競技の場合、①に加えてさらに必要なもの  

  ✓ 全記録用紙。申請に用いる成績表は、コンピュータで記録処理を行った競技会にあっては、コンピュー

タシステムに直結した印刷装置で出力した記録表もしくは、その記録表をもとにして製版印刷された記

録表を使用することができる。また、電子データによる申請も、所定の要件を満たす場合は使用するこ

とができる。 

  ✓ 科学測定を行った場合は、確認を行った全審判員のサインが入った適合確認書を添付する。 

※ フィールド記録用紙は一跳、一投ごとに計測した記録を記入する。 

 ④ 投てき競技の場合、①③に加えてさらに必要なもの  

  ✓ 使用した投てき物の試技後の検査（技術総務等確認者のサイン） 

   ※ 確認者のサインは、申請書E・Fにあるサイン欄に行う。 

 ⑤ その他   

✓ 日本記録がオリンピック種目の場合は、ドーピングテストを受ける必要があり（U20、U18 は対象外） 

✓ 海外における競技会で、日本記録がつくられた時は、それを確認できる記録証明書等。 

【競技会参加前に登録証明承認書（海外大会出場用）の提出が必要】 

※ 使用されたシューズが、WA が発表しているリストに適合しているかの確認を含めルールに則り競

技が行われたことを承認するサイン 



 ＜日本記録申請に関する留意事項＞ 

① 日本陸連に一報を入れてください。 

② 必要な書類を整えてください。 

✓ 注意を要する点❶ 

・ ハードル競技 
インターバルが同じ場合、高さが不利になる競技で出された記録は年齢の低いクラスでの日本記録となる。 

例１） U18 の競技者が、年齢の高い規格の競技に出場し、U18 の日本記録を超えた場合は、年齢の低いク

ラスでの日本記録となる。（シニアの競技に出場した場合も同様） 

110mH の例（インターバル＝9.14m） 

       シニア     U20       U18 

高さ    1.067m    0.991m    0.914m 

✓ 注意を要する点❷ 

・ 投てき競技 
重さが不利になる競技で出された記録は、年齢の低いクラスでの日本記録となる。 

例２） 砲丸投で U18 の競技者が、6kg の砲丸で U18（5kg）の日本記録を超えた場合は、U18 の日本記録と

なる。 ※ その他の投擲競技も同様 

③ U20、U18日本記録および日本タイ記録については、生年月日をしっかりと確認してください。 

✓ アンダー18（U18）男子・女子：競技会が行われる年の12月31日現在で 

                16歳あるいは17歳の競技者 

✓ アンダー20（U20）男子・女子：競技会が行われる年の12月31日現在で 

                18歳あるいは19歳の競技者 

〔国内〕 国内のU18、U20競技会では、年齢区分の下限は設けない。 

６．記録の公認申請について 

公認記録  

 加盟団体は、主催、共催あるいは所管した競技会の成績表（トラック種目とリレー種目の予選・準決勝・決勝記録表、フ

ィールド種目の記録表、混成競技記録表等）各 1 部を、できるだけ速やかに本連盟へ送付しなければならない（競技会

終了後、一週間をめどとする）。成績表に報告された以外の記録は、いかなる場合も公認記録の対象とはならない。 

 ※ 審判ハンドブック 2025-2026 年度版 p.52「記録公認申請の方法」を参照 



日本記録
種 目 記録 氏　名 年月日 競技会名 場所

400m 44.44 中島　佑気ジョセフ 富士通 東京 2025/9/14 東京2025世界陸上競技選手権大会 国立競技場　東京都

800msh 1:46.41 (i) 石井　優吉 Penn State 在外 2025/2/21 PSU Tune-Up PSU Multi-Sport Facility　USA

800msh 1:47.16 (i) 金子　魅玖人 ARCYELL 東京 2025/2/8 Boston University Bruce Lehane Scarlet and White Invitationa Boston Univ. Track & Tennis Center　USA

1000msh 2:21.51 (i) 樋口　諒 カンザス大 在外 2025/2/28 Big 12 Indoor Championships Sports Performance Center　USA

10000m 27:05.92 鈴木　芽吹 トヨタ自動車 愛知 2025/11/22 2025　八王子ロングディスタンス 上柚木公園陸上競技場　東京

3000mSC 8:03.43 三浦　龍司 SUBARU 群馬 2025/7/11 Meeting Herculis EBS Stade Louis Ⅱ‐Monako　MOC

110mH 12.92 +0.6 村竹　ラシッド JAL 東京 2025/8/16 Athlete Night Games in FUKUI 2025 ‐FUKUI　9.98CUP‐ ９．９８スタジアム（福井県営陸上競技場）　福井県

円盤投 64.48 湯上　剛輝 トヨタ自動車 愛知 2025/4/26 Oklahoma Throws Series Millican Field at Throw Town,Ramona,OK　USA

七種競技sh 5901 (i) 丸山　優真 住友電工 大阪 2025/2/1～2 Tallinn 2025 Tallinn Sports Arena EST

15km 42:08 太田　智樹 トヨタ自動車 愛知 2025/2/2 第77回 丸亀国際ハーフマラソン大会 香川県立丸亀競技場付近ハーフマラソンコース　香川県

15km 42:08 篠原　倖太朗 駒沢大 千葉 2025/2/2 第77回 丸亀国際ハーフマラソン大会 香川県立丸亀競技場付近ハーフマラソンコース　香川県

20km 56:26 太田　智樹 トヨタ自動車 愛知 2025/2/2 第77回 丸亀国際ハーフマラソン大会 香川県立丸亀競技場付近ハーフマラソンコース　香川県

20km 56:27 篠原　倖太朗 駒沢大 千葉 2025/2/2 第77回 丸亀国際ハーフマラソン大会 香川県立丸亀競技場付近ハーフマラソンコース　香川県

ハーフマラソン 59:27 太田　智樹 トヨタ自動車 愛知 2025/2/2 第77回 丸亀国際ハーフマラソン大会 香川県立丸亀競技場付近ハーフマラソンコース　香川県

ハーフマラソン 59:30 篠原　倖太朗 駒沢大 千葉 2025/2/2 第77回 丸亀国際ハーフマラソン大会 香川県立丸亀競技場付近ハーフマラソンコース　香川県

マラソン 2:04:55 大迫　傑 LI-NING 東京 2025/12/7 45th Valencia Trinidad Alfonso Marathon Zurich Valencia ESP

20km競歩 1:16:10 山西　利和 愛知製鋼 愛知 2025/2/16 第108回 日本選手権大会・20km競歩 六甲アイランド甲南大学西側20kmコース　兵庫県

200m 22.79 +1.0 井戸　アビゲイル風果 東邦銀行 福島 2025/8/3 第7回富士北麓ワールドトライアル 富士北麓公園富士山の銘水スタジアム　山梨県

400msh 53.15 (i) 松本　奈菜子 東邦銀行 福島 2025/3/1 X International Tournament in Athletics for the prizes of Olympic Champion Olga Rypakova Athletic Center Olga Rypakova,Ust-Kamenogorsk　KAZ

400msh 53.41 (i) 松本　奈菜子 東邦銀行 福島 2025/2/1 IFAM Gent Indoor 2025 Topsporthal Vlaanderen | Sportaancod　BEL

800m 1:59.52 久保　凛 東大阪大学敬愛高 大阪 2025/7/5 第109回 日本陸上競技選手権大会 国立競技場　東京都

800m 2:00.28 (W) 久保　凛 東大阪大学敬愛高 大阪 2025/3/29 第40回 静岡国際陸上競技大会 小笠山静岡運動公園鈴岡スタジアム(エコパ)　静岡県

1000msh 2:39.06 (i) 田中　希実 New Balance 兵庫 2025/1/31 Boston University John Thomas Terrier Classic Boston Univ. Track & Tennis Center　USA

3000m/3000msh 8:33.52 (i) 田中　希実 New Balance 兵庫 2025/2/6 Millrose Games The Nike Track & Field Center　USA

5000msh 14:51.26 (i) 田中　希実 New Balance 兵庫 2025/2/14 2025 BU David Hemery Valentine Invitational Boston Univ. Track & Tennis Center　USA

(AR)

1マイル 4:28.54 (i) 田中　希実 New Balance 兵庫 2025/2/2 New Balance Indoor Grand Prix 2025 The Track at New Balance　USA

3000mSC 9:24.72 齋藤　みう パナソニック 神奈川 2025/9/15 東京2025世界陸上競技選手権大会 国立競技場　東京都

60mH 8.00 (i) 田中　佑美 富士通 東京 2025/2/8 Meeting Metz Moselle Athlelor L'Anneau-Halle d'athlètisme de Metz　FRA

15km競歩 1:05:07 藤井　菜々子 エディオン女子陸上競技部 東京 2025/2/16 第108回 日本選手権大会・20km競歩 六甲アイランド甲南大学西側20kmコース　兵庫県

20km競歩 1:26:18 藤井　菜々子 エディオン女子陸上競技部 東京 2025/9/20 東京2025世界陸上競技選手権大会 国立競技場　東京都

20km競歩 1:26:33 藤井　菜々子 エディオン女子陸上競技部 東京 2025/2/16 第108回 日本選手権大会・20km競歩 六甲アイランド甲南大学西側20kmコース　兵庫県

4×400mR 3:12.08 今泉　堅貴 内田洋行アスリートクラブ 東京 2025/9/13 東京2025世界陸上競技選手権大会 国立競技場　東京都

井戸　アビゲイル風果 東邦銀行 福島

吉津　拓歩 ミキハウス 大阪

松本　奈菜子 東邦銀行 福島

日本タイ記録
60m 6.59 (i) 西岡　尚輝 東海大学仰星高 大阪 2025/2/1 第108回 日本陸上競技選手権大会・室内競技 大阪城ホール　大阪府

U20日本記録
種 目 記録 氏　名 年月日 競技会名 場所

60m 6.59 (i) 西岡　尚輝 東海大学仰星高 大阪 2025/2/1 第108回 日本陸上競技選手権大会・室内競技 大阪城ホール　大阪府

100m 10.00 +1.7 清水　空跳 星稜高 石川 2025/7/26 第78回 全国高等学校陸上競技対校選手権大会 広島広域公園陸上競技場　広島県

(AR)

110mH(99.1㎝) 13.07 ＋0.7 古賀　ジェレミー 東京高 東京 2025/10/6 第79回国民スポーツ大会 平和堂HATOスタジアム　滋賀県

110mH(99.1㎝) 13.17 ＋0.7 高城　昊紀 宮崎西高 宮崎 2025/10/6 第79回国民スポーツ大会 平和堂HATOスタジアム　滋賀県

4×100mR 38.99 清水　空跳 星稜高 石川 2025/9/28 香港2025　U20東アジア陸上競技選手権大会 Wan Chai Sports Ground　CHN

西岡　尚輝 筑波大 大阪

植松　康太 中央大 長崎

濱　椋太郎 法政大 東京

10000mW 38:44.88 (W) 逢坂　草太朗 東洋大 学連 2025/4/26 2025 日本学生陸上競技個人選手権大会 レモンガススタジアム平塚　神奈川県

ハンマー投 71.86 髙橋　慶太 九州共立大 広島 2025/9/27 第41回U20日本陸上競技選手権大会 静岡県草薙総合運動場陸上競技場　静岡県

800m 1:59.52 久保　凛 東大阪大学敬愛高 大阪 2025/7/5 第109回 日本陸上競技選手権大会 国立競技場　東京都

800m 2:00.28 (W) 久保　凛 東大阪大学敬愛高 大阪 2025/3/29 第40回 静岡国際陸上競技大会 小笠山静岡運動公園鈴岡スタジアム(エコパ)　静岡県

1000m 2:40.23 久保　凛 東大阪大学敬愛高 大阪 2025/3/29 第34回 奈良市陸上サーキット8日目 奈良市鴻ノ池陸上競技場　奈良県

2000mSC 6:33.11 田谷　玲 薫英女学院高 大阪 2025/10/3 第79回国民スポーツ大会 平和堂HATOスタジアム　滋賀県

2000mSC 6:33.89 角地　萌音 長野東高 長野 2025/10/3 第79回国民スポーツ大会 平和堂HATOスタジアム　滋賀県

U20日本タイ記録
男

女

U18日本記録
種 目 氏　名 年月日 競技会名 場所

100m 10.00 +1.7 清水　空跳 星稜高 石川 2025/7/26 第78回 全国高等学校陸上競技対校選手権大会 広島広域公園陸上競技場　広島県

(AR)

110mH(99.1㎝) 13.30 -1.9 髙城　晃紀 宮崎西高 宮崎 2025/9/20 2025 第2回宮崎陸上競技強化記録会 宮崎県立総合運動公園陸上競技場　宮崎県

110mH(99.1㎝) 13.17 ＋0.7 高城　昊紀 宮崎西高 宮崎 2025/10/6 第79回国民スポーツ大会 平和堂HATOスタジアム　滋賀県

300mH(91.4cm/35m) 35.44 後藤　大樹 洛南高校 京都 2025/10/17 第19回U18陸上競技大会 三重交通Gスポーツの杜伊勢　三重県

300mH(91.4cm/35m) 35.46 後藤　大樹 洛南高校 京都 2025/10/17 第19回U18陸上競技大会 三重交通Gスポーツの杜伊勢　三重県

400mH 49.84 後藤　大樹 洛南高 京都 2025/7/27 第78回 全国高等学校陸上競技対校選手権大会 広島広域公園陸上競技場　広島県

800m 1:59.52 久保　凛 東大阪大学敬愛高 大阪 2025/7/5 第109回 日本陸上競技選手権大会 国立競技場　東京都

1000m 2:40:23 久保　凛 東大阪大学敬愛高 大阪 2025/3/29 第34回 奈良市陸上サーキット8日目 奈良市鴻ノ池陸上競技場　奈良県

1500m 4:11:07 久保　凛 東大阪大学敬愛高 大阪 2025/6/13 第78回 全国高等学校陸上競技対校選手権大
会近畿地区予選会

たけびしスタジアム京都　京都府

300mH(76.2cm/35m) 41.27 楠田　ゆうな 鹿児島女子高 鹿児島 2025/10/6 第79回国民スポーツ大会 平和堂HATOスタジアム　滋賀県

300mH(76.2cm/35m) 41.44 阪　真琴 佐久長聖高 鹿児島 2025/10/6 第79回国民スポーツ大会 平和堂HATOスタジアム　滋賀県

2000mSC 6:33.11 田谷　玲 薫英女学院高 大阪 2025/10/3 第79回国民スポーツ大会 平和堂HATOスタジアム　滋賀県

2000mSC 6:33.89 角地　萌音 長野東高 長野 2025/10/3 第79回国民スポーツ大会 平和堂HATOスタジアム　滋賀県

3000mSC 10:06.59 田谷　玲 薫英女学院高 大阪 2025/9/27 第41回U20日本陸上競技選手権大会 静岡県草薙総合運動場陸上競技場　静岡県

4×100mR 45.47 石郷岡　暖 市立柏高 千葉 2025/8/22 第98回関東陸上選手権大会 熊谷スポーツ文化公園陸上競技場　埼玉県

内藤　美沙 市立柏高 千葉

清水　夏鈴 市立柏高 千葉

横山　柚希 市立柏高 千葉

U18日本タイ記録
100m 10.19 +0.8 清水　空跳 星稜高 石川 2025/7/4 第109回 日本陸上競技選手権大会 国立競技場　東京都

女

女

所　属

男

女

混

合

男

女

所　属

男

(7.05-7.19-13.86-1.94-7.93-4.95-2:45.45)

記録 所　属

男

男
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公認記録申請
分科会Ａ

2026年2月11日（水）

日本陸上競技連盟

競技運営委員会 岩脇 充司

○公認記録申請について

・現状

陸マガ記録室(陸連 競技運営委員会分室)から日本陸連へ変更

次年度よりペーパーでの申請はできない
データ申請のみの受付

名寄せなどに影響
・所属名が正しく反映されているか。
・生年月日などにより学齢区分が正しいか。
・氏名の漢字(旧字体を含む)や読みがなが正しく入力されているか。
・その他

1

2
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○公認記録申請について

・課題

二重登録が認められている中学生、高校生について、ランキング集計上で出場
していない所属名と競技会で達成された記録が紐付けられてしまっている現状
について、システム上の修正を行っています。

例 Ａクラブで過去に競技会に出場
その後、所属高校で競技会に出場したが、その時の記録表記では
Ａクラブ、記録○○となっている

○都道府県記録、中学記録、高校記録 等について

・これまで通り、それぞれの管理する団体で適切に管理をしてください。
日本陸連では特に関知いたしません。

例）日本代表として参加した競技者の記録をどうするか。
例）国民スポーツ大会に「ふるさと」選手として参加した競技者の記録が、

その都道府県記録となった場合

・二重登録の競技者の記録をどう扱うのか。
例）東京のクラブチームと千葉県の高校に所属する競技者が出した記録をどうするか。

3
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・お願い

①エントリーの際に、日本陸連に登録している正しい氏名、ヨミ、生年月日、学年 等を
求める。

②公認申請をするデータに間違えがないかをしっかりと確認する。

③ホームページに表示されたデータに間違えが判明した場合は、問合せフォームによ
り事務局へ連絡する。

④非公認競技のデータ申請
日本陸上競技連盟競技規則にそって行われていない競技の記録

種目名(非公認)、または種目名(非)としてデータ申請をしてほしい
例） 陸連の検定していない投てき物を使用した場合 ･･･ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸｽﾛｰ など
例） 競技場の使用許可が得られず、検定をしていない練習場などで行われた

投てき競技 など

ありがとうございました。

5

6



2025 年度全国競技運営責任者会議資料 

JAAF が定めている記録用紙の改訂について 

競技会カレンダー・記録プロジェクトチーム 

2026 年度に改訂または、新たに追加される記録用紙は次の 5 種類です。 

JAAF-19 監察員記録用紙 

➢ ハードル・リレーのルール改正を反映させました。 

➢ 規則違反一覧の条文番号を修正しました。TR24.11 に 4×100m 男女混合リレー走順に 

ついてのルールが追加されたことにより、それ以降のルール番号の読み替えを反映させました。 

➢ 以前から予告していましたように、複数あった用紙のスタイルを従来の C 様式だけにしました。 

監察員と審判長が記入し記録情報に流す用紙(外水濠用・内水濠用)と規則違反一覧を完全

に分けたものです。 規則違反一覧は、規則改正があるまでは繰り返し利用可能となります。 

【注意】監察員記録用紙を使用せずに運営している競技会があるようです。 

CR20.2 には 

 「監察員の任務は……審判長にその出来事を書面で報告しなければならない。」 

と定められています。    

トラック競技を行う全ての競技会は、監察員を配置して、CR20.2 を遵守し「書面」 

での報告が必須となります。(使用する書式に規程はありません) 

 

JAAF-22 リレーオーダー用紙 

男女混合リレーの場合には、性別を記入する欄を追加しました。 

TR24.11 ならびに 24.12 に男女混合リレーの走順が定められたことを受けたものです。 

 

JAAF-30 日本新記録・日本タイ記録申請書 A (トラック個人種目) 

審判長確認事項の修正をしました。 

CR31.14.4〔注釈〕が追加されたことを受けたものです。 

混成競技のトラック種目で日本記録・タイ記録がマークされた場合は、不正スタートの有無と 

その詳細について確認をお願いします。 

 

JAAF-34 上訴申立書 

これまで 1 枚だったものを 2 枚構成としました。 

上訴内容の用紙と、上訴申立預託金預かり証 兼 領収書の用紙となります。 

 

JAAF-39 物品預かり証 

新たに追加されました。 



       (JAAF-19①外水濠.2026/3)

審判長自署

※　Y C = イエローカード   　  Y R C = 2度目のイエローカード  　　   R C = レッドカード   　　  L = TR17.3.3またはTR17.3.4の適用   　　　P=抗議中で競技をした

 ※ 以下、審判長記入

上記以外の判定の根拠となる規則No.やその他の判定資料〔ビデオ映像(カメラNo.を明記)、SISなど〕

抗議中で競技をした場合ビブスNo.と「P」を記入

裁定/結果

ビブスNo.

失　格 失格としない 途中棄権 救　済

Y C  ( 警 告 ) YRC  /  R C　 ( 除 外 ) 

 

　
　

　

当該競技者の履歴　〔　YC 　／ 　L　〕〔　種目・ラウンド　　　 　　     　　　　　　〕

該当する規則〔　TR ／ CR 　　　　　　　　　　　　　 　〕      ※別紙19②または19③参照

報告者氏名 記入者自署

 ✕　 発生場所
   ▲　 監察員位置

    該当する項目に✓

　　□　妨害した   □　妨害された

　　　 □ 妨害はなかった

 監 察 員 所 見 　※ 詳 細(ユニフォームの色なども記録しておくとよい)

○をつける レーン№ ビブス№  リ レ ー

規則違反 / 途中棄権       　　走→　 　   　 走

 　監　察　員　記　録　用　紙 ①   (外水濠)
※記入欄だけのシートです。  違反内容を1ページにまとめたJAAF-19②、 またトラック共通と種目別を2ページに分けた19③ のどちらかを参照にしてください。

競技会名 日時　　　　       　/                 :

種　　目 男　・　女 　予選　/　準決　(　　　　　)組　・　決勝

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内水濠版もあります 



TR 24.4

申告された競技者がその走順で走らなかった
TR 24.19

コーナートップの順に並んだあと 入れ替わった TR 24.22
コーナートップ順に並んだ次走者が、内側に移動する際に他の走者を妨害した、押しのけた TR 24.23

(JAAF-19②.2026/3)

落としたバトンを他のチームが拾い上げたことで、落としたチームが有利になった TR 24.9
TR 24.13

ブレイクライン手前でレーンを離れ内側レーンに入った
テイク・オーバーゾーンの外からスタートした TR 24.21

バトンパスがテイク・オーバーゾーン内で完了しなかった (オーバーゾーン) TR 24.7
バトンを渡し終えた競技者が他のチームを妨害した TR 24.8
他のチームのバトンを使った、拾い上げた TR 24.9

TR 24.6
バトンを拾い上げた後、レースを再開した時に、走行距離が短くなった TR 24.6
バトンを落とした際、または落としたバトンを拾う際、他のチームを妨害した TR 24.6
最終走者がフィニッシュラインを通過する際、バトンを持っていなかった TR 24.6

TR 23.7.1
障害物を越える瞬間に、足・脚が障害物をはみ出して障害物の高さより低い位置にあった TR 23.7.2

リ

　

レ

　

ー

許可されている以外のマーカーを剥がすよう指導したが、従わなかった
バトンを手でもち運ばなかった TR 24.5
手袋をはめた、何かを手に付けた TR 24.5
バトンパスの〔 完了前に後走者／完了後に前走者 〕が落としたバトンを拾った

自分や他のレーンのハードルを倒して、レース中の他の競技者に影響や妨害を与え、

他の規則にも違反した
TR 22.6.3

自分や他のレーンのハードルを移動させ、レース中の他の競技者に影響や妨害を与え、

他の規則にも違反した
TR 22.6.4

障

害

物

水濠へ向かう迂回路の直線区間で走路外を踏んだ、走った、歩いた TR 17.3.2
すべての障害物と水濠を越えていない TR 23.7
水濠のある場所で、水濠以外の地面を踏んだ(水濠の右左を問わず)

ハ
ー

ド

ル

割り当てられたレーン以外を走った TR 22.6
すべてのハードルを越えなかった TR 22.6
ハードルを越える瞬間に足・脚がハードルをはみ出てバーの高さより低い位置にあった TR 22.6.1
手や体、振り上げ脚の前側でハードルを　〔　　倒した　　/　　移動させた　〕 TR 22.6.2

ブレイクライン手前でレーンを離れ内側レーンに入った TR 17.5
競技者が自らの意思でトラックから離脱した TR 17.6
リレー以外で走路上や走路脇にマークをつけた、物を置いた。指導したが取り除かなかった TR 17.7

レ

ー

ン

で

行

わ

な

い

レ

ー

ス

曲走路で、走路の境界を示す縁石や白線を1回（1歩）だけ踏んだ、完全に越えた（内側に入った） TR 17.3.4
曲走路で、走路の境界を示す縁石や白線を2回（2歩）以上踏んだ、完全に越えた

（内側に入った）または　TR17.3.4　を適用した後の2回目の違反
TR 17.3

縁石の内側に入ったあと、囲まれた状況から抜け出す際、実質的な利益があった TR 17.4

レ

ー

ン

で

行

う

レ

ー

ス

直走路で自分のレーン外を曲走路で自分のレーンの外側を　踏んだ、走った、歩いた TR 17.3.2
曲走路で、レーン左側の白線や走路の境界を示す縁石または白線に1回（1歩）だけ触れた TR 17.3.3
曲走路で、レーン左側の白線や、走路の境界を示す縁石や白線に

2回（2歩）以上触れた。　または、TR17.3.3を適用した後の2回目の違反
TR 17.3

不正スタート 〔　　単独種目　/　混成競技 (TR39.8.3)　　〕 TR 16.8

妨

害
妨害行為があった （詳細は所見欄に記入） TR 17.1
他者や物に押されて・妨害されて、自分のレーンの外、縁石・ライン上や内側に入った TR 17.3.1

リレーチームの失格がTR7.1を適用された個人の行為であり、当該選手は2度めの警告となった TR7.4

ス

タ

ー

ト

「On your marks 」　または　「Set」　の
　合図の後で、正当な理由もなく手を挙げた、立ち上がった TR 16.5.1
　合図に従わない。速やかに位置につかない TR 16.5.2
　 合図の後、音声・動作などで他の競技者を妨害し、他の競技者の不正スタートを生じさせた TR 16.5.3

転倒後、前に進むための手助けを得た TR 6.3.6
上記以外の許されない助力があった TR 6.3～5

警

告

除

外

誠実に力を尽くして競技に参加しなかった。反スポーツマンシップ行為、不適切行為があった。 TR7.1
TR7.1を適用した後の2度目の警告を受けた TR7.3

         主催者に任命されていない者からの介助・手助けを受けた         (TR6.1)
         承認を得ていない者から、途中時間を知らされた　　　　　　　　　　　   (TR17.14)
         主催者が設置した供給所以外で飲食物や水を受け取った、
同一レースに参加していない者によってペースを得た。

周回遅れか、周回遅れになりそうな競技者がペースメーカーとして競技をした
TR 6.3.1

各種プレーヤー・携帯電話などの通信機器を競技区域内で所持・使用した TR 6.3.2

監　察　員　記　録　用　紙　　　②

※違反内容を1ページにまとめたものです。   文字が小さいと感じたら③(2ページ)を使用してくたださい。

規 則 違 反 内 容　 規 則 No.

共

　

　

　

　

通

服装・靴・アスリートビブスについてTR5を遵守しなかった TR5.11

助

 

 

力

競技中、競技区域内で、以下の事象を含む助力を与えた・受けた

TR 6.2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 TR24.11の追加による条文番号の読み替えです 

②は違反一覧を 1ページにまとめたタイプ 
③は文字を大きくして 2ページに分けたタイプ 
②も③も内容は同じです 

ハードルのルール改正を反映させました 

リレーのルール改正を反映させました 



種目

予選 準決勝 出場種目 組 プロ掲載ページ

1

2

3

4

※①　混合リレーの場合のみ記入 ( 4×100mR・4×400mRともに走順は、男子‐女子‐男子‐女子 )

※②　リレーエントリー(6名)以外の競技者が出場の場合はその出場種目、プロ掲載ページを記載すること。

※③　この用紙は、各ラウンドの第１組目の招集完了時刻の１時間前までに決められた場所に提出する。

　　　　年　　　　月　　　　日              監督自署
　

(JAAF-22.2026/3)

オーダー ナンバー 競技者名
※①

性別

リレー出場に○印 ※②リレーエントリー６名以外の場合

リレー・オーダー用紙

チ ー ム 名

男

・

女

・

混

合

　予　選      　　組 　　　    レーン

　準　決    　    組    　　　  レーン

　決　勝  　　   　　　　　　　 レーン

脚注を番号付で追加しました

チーム名欄を拡張しました

男女混合のみ性別記入します

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 男　子 □ 女　子 □ WRk

□ □ □ U 20 □ U 18

□ 室内

生年月日

コード

コード

□
□

 JAAF ID  

□ (  □ □
□
□
□

本人に1回目の不正スタートの責任がない。

 JAAF ID

 JAAF ID

 JAAF ID

 JAAF ID

□ □
□
□

□
□

依頼日 月 日 / 実施日 月 日

(案)日本記録・日本タイ記録申請書  Ａ　（トラック個人種目）
日本陸上競技連盟競技規則により、次の記録を申請する。

　※　該当するすべての項目の□にしるしをつける。日付は西暦。

　 種目名

日本記録 日本タイ記録

1. 記　     録 風向風力　 ＋ ・ － 　 　　　m

      フリガナ 　　　　　　　 登録都道府県

5. 競 技 場 名

2. 氏       名 　　　　　年　　　　月　　　　日

  所属団体正式名 JAAF ID
(確認できれば記入)

3. 競 技 会 名

4. 記録した日 　　　　　　　　　　年　　　　　　　　　　月　　　　　　　　　日

競技が日本陸上競技連盟競技規則に則り、正しくおこなわれた

　※　以下の確認した項目・該当するすべての項目の□にしるしをつける

6. 競技場・施設用器具について、私は以下のことについて確認した。

この競技場が日本陸上競技連盟の公認競技場である

競技場のすべての施設用器具が日本陸上競技連盟競技規則に則るものであり、正しく使用された

技術総務自署

7. 競技会運営・実施について、私は以下のことについて確認した。

写真判定装置 手動計時で使用したストップウォッチ )　が正しく作動し、計測された

風向風力計が正しい位置に設置され、正しく作動し、計測された

これは混成競技で記録されたものであるが、風向風力は単独種目の条件を満たしており、

トラック競技審判長自署

スタート審判長自署
(任命されている場合)

　　　　　　(トラック競技審判長・スターター・写真判定員主任・派遣されていればＪＴＯがサインした。 装置のメーカー名・品番が明記されている)　

混成競技審判長自署
(混成競技の場合)

 　総　務　自　署

8. 私は上記すべてについて正しいことを確認し、以下の書類を添付して申請する。

大会プログラム 当該レースの全記録　  ( 風向風力・ハードルの規格などを記入した )

判定写真  （  トラック競技審判長・写真判定員主任・写真判定員の３名がサインした ）　　　

ゼロコントロールテスト写真

代表者自署

(JAAF-30A.2026/3)

（ 手動計時の場合 ） 計時順位判定表・計時記録判定表

ドーピング検査の依頼をした。　（ オリンピック種目のみ。　U20/18・ショートトラックは不要 ）

記録申請日 　　　　　　　　　年　　　　　　　月　　　　　　　日

加盟団体名/協力団体名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

CR31.14.4〔注釈〕により

本人に1回目の不正スタートの責任がない

レースであったことを確認してください



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     上 訴 申 立 書              №          
 

競技規則 TR８により、預託金 20,000 円を添えて、下記の通り上訴申立てをします。 

ただし、本申立てが却下された場合は、この預託金が没収されることを了承します。 

 
西 暦          年         月           日 

 

競 技 会 名                                                  種目                    

 

競技者氏名またはチーム名                             (ビブス№               ) 
 
申立人自署                                                                        

 

所属団体名または加盟団体名                                                           

 
上訴理由 

 
 
 
 
 

 
※以下主催者による記入 

競 技 結 果 正 式 発 表 時 刻        :             

口 頭 による抗 議 申 立 時 刻        :        受理者自署                         

審 判 長 裁 定 時 刻        :       

上 訴 申 立 書 受 理 時 刻        :        受理者自署                         
   

裁定結果および理由 

 
 
 
 

                                ジュリー代表自署                                 

 
 
上 訴 裁 定 通 知 時 刻        :         
 
裁 定 結 果 通 知 者 自 署                                             

 (JAAF-34①.2026/3) 

上訴内容についての文書です 

2万円になりました 

2枚目の用紙と同じ番号を振り、 

複数件出た場合は通し番号で管理します 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上訴申立預託金預かり証  兼  領収書        №              

 

 

                                              殿  

 

上訴申立預託金として金 20,000 円を受領しました。 

 

 

上訴申立を受け入れた場合 

本証と引き換えに返金します。 

裁定結果の通知を受ける際には、必ず本証を持参してください。 

本証を紛失した場合は、返金できません。 

 

上訴申立を棄却した場合 

この預り証が上訴金 20，000 円の受領証明書となります。 

 

 

 

西  暦               年            月          日 

 

競技会主催者名                                                         

 

責 任 者 自 署                                                         

  

 

 

(JAAF-34②.2026/3) 

印をなくしました 

預託金についての文書です 

1枚目と同じ番号を振ります 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物品預かり証 (主催者控)      №             
 

競技者氏名                                        

出場種目                                     組   

物 品 ( 〇をつける ) 

   携帯電話    音楽プレイヤー   ビデオ装置類    トランシーバー類 

   その他(              ) 

受付者氏名                                         

 

受付日時        月       日             :           

                                                 (JAAF-39.2026/3) 

                          切り取り                                                      

 

物品預かり証 (競技者控)     №             
 

競技者氏名                                        

※競技終了後、本証と引き換えに返却しますので、本証を紛失しないようご留意ください。 

返却場所 (主催者が〇をつける) 

      TIC           その他(                  ) 

 

引き換え受付者氏名                                         

 

引き換え受付日時        月       日             :           

上と同じ番号を振って管理します 



2026.2.11 

競技運営責任者会議資料 

競技運営委員会  審判員研修ＰＴ 

 

2025年度 Ｓ級公認審判員昇格審査（2026年4月1日昇格予定者）結果について 
 

１．昇格審査結果報告 

⚫ 昇格候補者審査は、2026年１月1８(日)に実施。 

⚫ 申請1５９名中、1５５名を昇格候補者とした。 

≪審議対象の内訳≫ 

・講習会３回のうち、１回分の講習会開催日が手帳と講習会実績一覧表で相違 ⇒ ×不可 

・過去６年の手帳がなく、一覧表の内容が確認できない（競技会は２年半で規定回数を超えている

ことを確認できたが、講習会は２回しか確認できず） ⇒ ×不可 

・担当役員がほとんど庶務係 ⇒ ○可 （「感染症対策室」というものは除いた。） 

・陸協提出の講習会実績一覧表と、手帳記載の実施日の相違が複数 

 ⇒ 相違のものを除いても３回を超えているので ○可 注１）） 

注１）来年度以降も相違が出てくる可能性があるので、各陸協での確認をお願いしたい。 

・講習会３回のうち、１回分の講習会開催日が講習会実績一覧表にない ⇒ ×不可 

・講習会４回のうち、１回分は上記と同様、もう１回分は講習会講師名が手帳と講習会実績一覧表

で相違＋証印なし（黒で手書き）⇒×不可 

⚫ 競技会の出席回数は申請時点での直近６年間注１）で３０回以上を基準とし、陸連主催及び加盟団

体からの申請による公認競技会を基本とした(各年度４月１日～３月３１日の競技会出席回数)。 

同一日に複数の競技会に出席していても１回とカウントした(競技会は１日単位でカウント)。 

⚫ 審判講習会注２）出席回数は、直近６年間注１）で３回以上を基準とした。同一年度に複数回出席して

いる場合でも１回とカウントした。実技講習会の類はこの講習会の回数には含めない。 

注１）２０２０年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、通常の講習会が行われず、競技会実施

数も激減しました。そのことを考慮し、講習会・競技会の出席回数を直近６年間でカウント

することとします。（２０２６年度分申請までの措置…今年度限り） 

注２）審判講習会： 都道府県主催の伝達講習会、陸連主催の全国競技運営責任者会議 

⚫  Ｓ級昇格者には委嘱状及びＳ級バッジを贈呈する。 

 

２．今年度の審査と今後について 

⚫ 書類の不備が多く複数の団体に問い合わせ行った結果、全国会議までに審査が終わらなかったこ

とが以前ありました。そのため、現在は提出物の不備について問い合わせは行わず、提出物から確

認できる内容のみで審査しています。 

※書類に不備があると昇格対象者が不利益を被るため、引き続き各団体できちんと確認をお願い

します。 

⚫ 申請期日までに書類提出のない場合は該当者なしと判断し、その後のものについては受理いたし

ません。ほとんどの加盟団体は、期日を守って提出していただいております。ご協力のほど、お願い

します。（なお、昇格候補の該当者がいない場合は、申請期日までに該当者なしのご一報をいただ

けるとありがたいです。） 



⚫ 講習会開催実績報告書は、2023年度申請までは直近6年度分を提出していただきましたが、

2024年度申請から当該年度のみの提出といたしました。今後もこの方向で実施します。 

⇒前年度までに提出されたものと、当該年度の書類で審査を行います。提出されたものが間違っ

ていますと、当該年度だけでなく、今後４～５年間手帳と不一致となり、昇格対象者が不利益を

被るため、記載漏れ・記載ミスが無いよう確認した上、ご提出ください。 

⚫ 昇格対象者がいない場合も、講習会開催実績報告書はご提出ください。 

 

３．昇格審査におけるお願い等 

≪審判員手帳について≫ 

記載すべきことを、正しい場所に正確に記載してください。 

⚫ 加盟団体の審査でのＡ級昇格時には、必ず手帳に昇格年月日の記載と承認印の押印を。 

⇒手帳の送付は、申請に関わる部分のみでお願いします。 

⚫ 講習会への出席は「審判講習会」欄へ、競技会への出席は「審判の記録（競技会記載欄）」の欄

に、日付、講師名、担当役員等、それぞれ正確に記入してください。 

⇒改ざんを疑われることがあるので、捺印や短冊を作成する際に十分にご注意ください。（陸協

認印のないものは、認めません（カウントしません） 

  ⇒講習会講師名や講習会の日付は、都道府県陸協で確認の段階できちんと整備して下さい。 

⇒講師名複数の場合、講師名を全て記載するか、手帳と実績報告書を一致させることをご確認

ください。 

⚫ 日付の記載は、できる限り西暦で統一してください。  

⚫ 「審判の記録（競技会記載欄）」には、競技役員(審判員)として出席した場合のみ記載してくださ

い。大会役員（会長、副会長等）としての参加は、競技会出席回数に含まれません。 

また、担当役員欄は空欄にせず、具体的な競技役員名を主催者が記載してください。 

⇒担当役員名が明記されていないもの（空欄）は、認めません（カウントしません）。 

⇒担当役員名が「競技役員」となっているものも、具体的な役員名としてください。 

 

≪提出書類について≫ 

記載漏れ、記載誤り、不要な資料添付がないようにお願いします。 

⚫ 講習会一覧の日付が違う・あいまい、講師名が抜けている。 

⇒講習会一覧と審判手帳の日付が一致しないものはカウントしません。 

⚫ 申請書、理由書が過去のデータを利用している。そのため、数式や形式が違っていたりしている。 

⇒必ず今年度送付した新しいもの（当該年度のフォーマット）を利用してください。 

⚫ 申請書と審判手帳の相違 

⇒都道府県陸協で確認をしっかりしていただき、正確に（特に数）申請をお願いします。 

⚫ 条件に合った申請がされていない。 

⇒離島以外は、競技会の回数30回は譲れません。また、仕事等の理由で競技会・講習会の数 

が不足していても、理由にはなりません。 

⚫ 黒手帳で提出 ⇒ 審査自体問題はありませんでしたが、旧手帳は「Ｓ級欄」が無いため、陸連の

認印を押すことができません。事務局より当該陸協に連絡し、新手帳を送っていただくことで対応

しました。 

 

 



≪理由書について≫ 

災害による影響、離島に居住など、やむを得ない事情のみ、記入してください。 

⚫ 家庭の事情、仕事の都合、体調の問題による回数不足は、認められません。 

⚫ 申請書類提出後の競技会出席回数は、カウントされません。 

≪その他≫ 

⚫ 明らかに55歳以上であることは確認できたが、手帳と一覧表で生年月日の相違があるなど、陸協

の審査の段階で気付くはずのミスが少なくありませんでした。きちんと整えた上で送付をお願いい

たします。                                                          

以上 



日本陸上競技連盟 競技運営委員会
審判員研修PT

2026.2.11 (Wed.) 全国競技運営責任者会議

2025年度 S級公認審判員昇格審査
（2026年4月1日昇格予定者）結果について



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2025JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆2024年度 S級昇格審査概要

1

競技会の出席回数：

直近6年間で30回以上

審判講習会の出席回数：

直近6年間で3回以上

★新型コロナウイルス感染症の影響
を考慮し、「直近6年間」のカウント
は、2026年度申請までの措置

候補者 155

申請者 159
（昨年比ｰ2）

2026.1.18

日本陸連事務局にて審査



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2025JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆今年度の審査と今後について

2

【過去の事例】

不備が多く、多くの団体に問い合わせを行ったため、

全国会議までに審査が終了できなかった。

【一昨年度より】

●提出物の不備についての問い合わせは行わない。

●提出物から確認できる内容のみで審査を行う。 



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2025JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆今年度の審査と今後について

3

【今年度より】

申請期日までに書類提出のない場合は該当者なしと
判断し、その後のものについては受理いたしません。
（昇格候補の該当者がいない場合は、

申請期日までに該当者なしのご一報をいただけるとありがたい）



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2025JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆今年度の審査と今後について

4

【2024年度申請より】

講習会開催実績報告書は、当該年度のみの提出

●当該年度の報告を確実に！

（今後４～５年間手帳と不一致となる恐れ）



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2025JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆2025年度 S級昇格結果

5

【不合格者の内容】

●講習会の回数不足

⇒手帳の講習会日時が講習会実
績報告書記載の日付と異なる

（合計3回の確認ができず）

●提出された手帳の不足

⇒一覧表の内容の確認ができず

候補者 155

申請者 159
（昨年比ｰ2）

2026.1.18

日本陸連事務局にて審査



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2025JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆昇格審査におけるお願い

6

【①審判員手帳について】

★毎年お願いしている内容です。

★申請案内の要項にも記載してあります。

★多くの加盟団体は、正確に処理されています。

講習会／競技会の欄が時系列になっていない方は、

改ざんを疑われるので、捺印・短冊作成にご注意を



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2025JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆昇格審査におけるお願い

7

【①審判員手帳について】

★審判の記録の担当役員欄には、競技役員として出
席した場合のみ記載。

⇒大会役員（会長・副会長等）はNG

⇒担当役員名が明記されていないもの（空欄）は、引き続き一
切認めない。

※具体的な競技役員名を主催者が記載のこと



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2025JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆昇格審査におけるお願い

8

【①審判員手帳について】

★講師名、陸協認印、日付の確認をお願いします。

⇒改ざんを疑われることがあるので陸協認印のないものは、
認められません。

⇒講師名・日付について、確認の段階で整備を。



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2025JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆昇格審査におけるお願い

9

【②提出書類について】

★講習会一覧の日付が違う／講師名空欄

⇒前述の通り、再度確認をお願いします。

★申請書・理由書が過去のデータを使用

⇒必ず当該年度のフォーマットを使用のこと。

★申請書と手帳の相違

⇒特に回数のカウントは正確に。



マスター タイトルの書式設定

Copyright (C) 2025JAAF All Rights Reserved. T･AOYAGI

◆昇格審査におけるお願い

10

【③理由書について】

★家庭の事情、仕事の都合、体調の問題による

 回数不足は認められません。

●離島以外は、競技会の回数30回は譲れない。

●災害による影響・離島に居住など、やむを得ない
事情のみ記入して下さい。 



日本陸上競技連盟 競技運営委員会
審判員研修PT

2025年度 S級公認審判員昇格審査
（2026年4月1日昇格予定者）結果について

お忙しい中、いつもありがとうございます。

対象者が不利益を被らないために、よろしくお願いします。



全国会議資料（審判ハンドブック PT） 

～ 2027－2028 年審判ハンドブック作成方針 ～ 

 

 

⚫ 審判員や読者に読みやすく誤解のない表現を心掛ける 

◼ 表現の統一 

◼ わかりやすい表現を利用 

◼ 写真の差し替え 

 

 

⚫ 世界陸上を終えて国際化を取り入れていく 

◼ コラム（図や表）や必要に応じて本文で紹介していく 

 



2025年度 全国競技運営責任者会議

分科会２

競技運営委員会

審判員研修プロジェクト



■「World Athletics Bronze Referee」
資格取得試験に向けた「人材バンク登録」について

１．今後、「ブロンズ写真判定員」および「ブロンズスターター」試験を実施予定

→現時点では具体的な連絡が届いていない状況、推薦手続きの円滑化

２．登録期限 → 2026年2月28日（土）

(1) B級取得後３年以上経過し、加盟団体が責任をもって推薦する者。 

  ※各都道府県大会におけるWRk競技会において、今後永く審判長

 や主任を担うことが見込まれる方を推薦。 

(２） ブロンズレフェリー → 加盟団体男女各５名以内（合計10名以内）

※60歳未満の年齢制限は撤廃

(3) ブロンズ写真判定員・ブロンズスターター → 加盟団体男女各１名

 (4) 男女同数であること



■競技会運営の合理化に向けたアンケートの実施

１．少子高齢化に対応した今後の競技会運営の在り方

→ 限られた人数での競技会運営

→ 持続可能な競技会運営の構築

２．東京陸協の取り組み

①「フィールド審判員」 → 跳躍審判員と投てき審判員を合わせる

競技実施日の偏りに対応が可能、委嘱時のバランスの見極め

②「周回記録員」と「風力計測員」の兼務の検討

３．回答期限 → 2026年1月26日（月）

今後、アンケート結果の集計



■WRk競技会のブロンズレフェリーの配置について

１．WA 規則に準じて競技が行われていることを監督する「競技運営監督者」

→ 2025年５月１９日発出文書 「WRｋ競技会に於ける競技運営監督者

について」の体勢を原則保持

２．日本選手権、WAコンチネンタルツアー（GGP、静岡国際、木南記念、

織田記念）、ラベルロードレース

→ 審判長、主任はブロンズレフェリーを配置

※審判長にブロンズレフェリー以上の者が配置できる場合には

 「競技運営監督者」の配置は不要



■NARの申請方法について

１．各都道府県の競技会で実技研修を実施

↓

２．各都道府県陸協でPDF化された個人の修了証 ( Evidence Form )

をとりまとめる

↓

３．日本陸連に修了証を添付してメール（ compe-tech@jaaf.or.jp ） を送る

↓

４．日本陸連がWAに申請

↓

５．WAから日本陸連にNAR資格認定証が送付され、日本陸連から

各都道府県陸協にメールで送付



ＪＴＯｓ活動報告 

日本陸上競技連盟 競技運営委員会 

幹事・ＪＴＯ 杉本太郎 

 

 ２０２５年度は第 1 期から第７期まで総勢５５名体制で、日本陸連主催・共催競技会

を中心に、全国各地で行われた競技会の運用支援にあたってまいりました。 

 

１ ２０２５年度派遣競技会の状況 

（２０２４年度全国会議以降） 

・日本選手権２０ｋｍ競歩 ・日本選手権クロスカントリー ・東京マラソン  

・名古屋ウィメンズマラソン ・全日本・日本学生２０ｋｍ競歩 

（２０２５年度）４月１日～２０２５年１月２５日まで 

・金栗記念選抜中長距離/日本選手権１００００ｍ ・吉岡隆徳記念出雲陸上  

・長野マラソン ・兵庫リレーカーニバル ・織田記念 ・静岡国際 ・木南道孝記念 

・ゴールデンゲームス in のべおか  ・水戸招待陸上 ・布勢スプリント  

・SEIKO ゴールデングランプリ陸上 2025 東京 ・田島直人記念陸上 

・日本陸上競技選手権 ・日本陸上競技選手権混成/リレー ・北海道マラソン 

・MIDDLE DISTANCE CIRCUIT 2025 ・全国高等学校陸上競技選手権  

・2025 オールナイト陸上（実業団・学生対抗） ・富士北麓ワールドトライアル 

・Athlete Night Games in FUKUI2025 ・全国中学校陸上競技選手権  

・全日本実業団選手権 Ｕ２０日本陸上競技選手権 ・全日本マスターズ 

・国民スポーツ大会 ・Ｕ１６/Ｕ１８陸上競技大会 ・全日本競歩高畠 

・東京レガシーハーフマラソン 2025 ・神戸マラソン ・防府読売マラソン 

・福岡国際マラソン 2025 ・全国中学校駅伝 ・全国高等学校駅伝 

・全国都道府県対抗女子駅伝 ・全国都道府県対抗男子駅伝 ・大阪国際女子マラソン 

 

２ 報告事例紹介 

 全国各地の審判技術の向上やＪＴＯｓの派遣による未然防止により、トラブル事例は

減少してきましたが、まだまだトラブル事例が報告されています。これらの事例を生か

していただき、今後のトラブル防止につなげていただけたら幸いです。 

 

〇トラック競技にかかわるもの 

・ビデオ観察装置 

 １１０ｍＨで黄旗が上がらなかった妨害行為をビデオで発見し、当該競技者を失格と

した。（CR18、TR17.1.2） 

・陸連強化サイドから、「風が回っているので『吹き流し』を複数設置したい。」との要



望があり、競技規則に抵触するものでもなく、全競技者が視認できるものであること

から問題ない旨を回答した。 

・男子４００ｍ決勝において、１着でフィニッシュした競技者が曲走路部分で２歩内側

のラインを踏んだと監察員からの報告。決勝の１着の競技者の事象だけに、確実なエ

ビデンスが必要とトラック審判長と確認。ビデオ室へ審判長と急行し、確認すること

となった。コンペティションディレクターには、official が遅れると連絡する。 

 以下事象について 

 ①当該レースを撮影したＳＤカードを回収に回る。 

 ②コンペティションディレクターより、「official が出ているが良いか？」と連絡あ

り。ＦＯＰに残ったもう１人の審判長が監察員の報告どおり失格の裁定をしたと報

告を受ける。 

 ③１つ目のビデオを確認。内側の線を踏んだように見える部分を審判長と複数確認。

三脚を使用していないため、手振れも有り、再生もコマ送りできないことから、や

やはっきりしない映像であった。 

 ④２つ目のビデオを確認。上記箇所からしばらく進んだ地点で比較的はっきりした映

像を確認。失格は間違いないと判断した。 

 ⑤抗議に対し審判長が対応（ＦＯＰで実際にジャッジをした審判長ではないもう１人

の審判長）。（ＪＴＯ自身は）監察員の報告どおり「複数回ラインを踏んだ」との説

明を行ったと思っていたが実際は２つ目のビデオの「踏み越し」の説明を行った。 

 ⑥リザルトの「２歩以上走った」と説明が異なるため、抗議者が説明を求める。審判

長は失格理由を「内側ラインを踏み越した」に訂正。 

 ⑦ラインを完全に踏み越していないと上訴。ジュリーは審判長裁定を支持。 

（裁定時刻 21:15） 

 ⑧その後も２２時過ぎまで残って説明を求めたり、翌日以降も陸連事務局へ電話・メ

ールの連絡が続いたりした。７月９日（水）、陸連事務局に当該チームから「お伺い

書」が届いたため、関係者で対応。陸連としての回答を事務局より１４日（月）に

送付した。 

  ⇒ビデオ監察の体制、審判長の役割分担について（判断した審判長と説明した審判

長が異なるという事象が起きていた）、課題が残った。 

  ⇒抗議者の指摘に基づき審判長は失格事由を１回変更したが、抗議者の伺い書には

２回変更されたリザルト（速報サイトのスクリーンショット）が添付されてい

た。（失格理由①T3(TR17.3)縁石または内側のラインの上、または内側を２歩以

上走った→②T12(TR17.3.1)自分のレーンの内側を完全に１歩入った→③

T12(TR17.2.3)曲走路において、内側のラインを踏み越した）しかも、条文番号

と事由の内容が異なったところもあった。 

⑨上記のことからも、失格にする場合はその対象となる事象を明らかにした上で根拠

となる条文番号を明確にするという、基本的な手続きの大切さを改めて確認した



い。 

・レースが確定していない状態で、「先ほどのレース、〇レーン失格」とアナウンスがあ

った。 

〇フィールド競技にかかわるもの 

・やり投げにおいて、やりの落下前に助走路を離脱したと見られる試技を有効試技とし

ていた。 

・ＩＨ円盤投げ予選中、タイマーやＥＤＭが作動しなくなった。原因は、１つの電源ド

ラムに多くの配線が集中したことによるオーバーヒートであるとのこと。 

・ハンマー投げで、ターンの途中でバランスを崩して転倒し身体がサークルから出てし

まった。無効試技の判定が出たが、後から確認したところ TR36.3 には無効試技には

数えず、新試技が与えられるべきであったのではないかと思われる。 

〇ロード競技にかかわるもの 

・競歩競技において、許可されたチーム関係者ではあるが、飲食物供給所のテーブルラ

インよりもやや前に出て渡そうとしている関係者がいたので注意を促した。 

（TR54.10.5） 

・折り返し地点が複数あるマラソン競技会において、先頭集団と後続がすれ違う際に、

後ろに行けば行くほど、手持ちスマートフォンで先頭を撮影、中央分離帯や規制コー

ンを超えて撮影する者もおり、急な停止や振り返り等で周囲や後続ランナーの邪魔に

なっているように見え、中には転倒する者もいた。 

 

３ ＪＴＯｓ研修会 

 ＪＴＯｓとしてのスキルアップを目指して、１月３１日（土）にオンラインにて研修

会を行いました。２０２６年度競技修改正案、広告展示物規程、スタートに関する研修

を行った後、分科会を実施しました。そこでは今年度ＪＴＯ活動の情報の共有などを中

心に、他のＪＴＯと共有するべき事項や色々な規則解釈について、活発な意見交換が行

われました。 



第 109 回日本陸上競技選手権大会 報告 

 

公益財団法人 東京陸上競技協会 

１．大会についての概要 

 ○ 競技日程 2025 年 7 月 4 日（金）～6 日（日） 

   会場 国立競技場 

   世界選手権代表選考会として実施 

   最終日にサブイベントとして小学生５０ｍ、デフ・パラ・マスターズの種目を実施

した。 

 ○ 世界選手権標準記録突破 

   男子 3 種目（200m, 110mH, やり投）5 名 

 ○ 大会記録 

   男子 1500m, やり投   女子 800m, 5000m, ハンマー投 

 ○ 大会タイ記録 

   女子 100mH 

  ○ 日本記録（U20, U18 日本記録） 

   女子 800m 久保 凛（東大阪大敬愛高）1’59”52 

 ○ U18 日本タイ記録 

   男子 100m 清水 空跳（星稜高）10”19 

２．競技運営等について 

・ 世界陸上のリハーサルも兼ねていたため、全国から主任クラス・オリンピックを経

験していないＮＡＲに委嘱し、その方々に加え東京陸協の審判員という編成で行っ

た。リハーサルを兼ねながら東京陸協の運営方法で進めていくという変則的な運営と

なった。それに伴い人員の不足などを感じる場面があった。より多くの補助員の動員

も望まれたがＪＴＯの指導の下運営を進めることができた。 

・ 事前の準備等については、審判要領を作成し周知した。競技日程や投てき用具リス

トの作成については、日本陸連事務局・東京陸協と連携を図った。 

・ サブトラックがないため、午前中～競技開始までメインスタジアムを開放し、暑熱

対策で室内練習場に空調を効かせ開放した。時間によってレイアウトを変え各種目の

ウォーミングアップに対応した。ハードルのインターバルの位置出しを行った。 

・ 暑熱対策のため、フィールド時間の大幅な変更があった。前日に判断し決定してい

たが、それに伴う競技役員への配慮等も課題となった。 

・ ３０００ｍＳＣについて、内水濠のため１周目を４００ｍトラックで走り、通過後

内水濠への縁石への入れ替え、３・４台目の移動式障害物の設置を行った。高さ変更

の時には確実に固定するように指示をし、徹底した。水濠に向かう直線と曲走路の境

にコーンを置いた。水濠の水が減っていくので、競技中水を注水した。ラップ旗は監



察が担当した。 

・ 投てき用具リストに複数ないもの（日本陸上競技連盟検定品に限る）は、持ち込み

を認めた。男子やり 9、女子やり 11、男子円盤 6、女子円盤 1、男子ハンマー3 の持

ち込みがあった。 

・ 「クリーン FOP」を目指して、FOP のケーブルを全天候の端材等を被せることを

行った。競技役員の配置にも気を配ったが、フィニッシュエリアでの報道・メディア

の動きが気になる場面があり、今後の検討事項になった。 

・ 女子 100mH 決勝において、写真判定のミスにより着順を取り違えて大型スクリー

ンに表示される事態があり関係の方にはご迷惑をおかけした。再発防止を徹底した

い。 

３．抗議・上訴について 

・ 抗議は４件うち１件上訴 

 〔上訴案件〕 

男子 400m 決勝において、競技規則ＴＲ17.2.3 により大会当日失格と裁定された選

手の失格が、大会終了後ジュリーによる再審議の結果、取り消され競技結果の訂正が

行われた。 

 《審判長及びジュリーによる再審議の理由、経緯については、日本陸上競技連盟公式サ

イト【ニュース 2025.08.25（月）】「第 109 回日本選手権大会・男子４００ｍ決勝の競

技結果の訂正について」を参照願います。》 

 



令和８年１月６日 

第 109回日本陸上競技選手権大会・混成競技 

第 41回 U20日本陸上競技選手権大会・混成競技  

第 109回日本陸上競技選手権大会・リレー競技 

U16 4×100mリレー大会 報告 

（一財）岐阜陸上競技協会 

 

1 大会の狙い 

ア） トップアスリートの高い競技力を県民に紹介 

イ） 日本選手権混成競技（キング・クイーン誕生）にふさわしい大会の雰囲気つくり 

ウ） トップアスリートの競技力と観衆（応援）との一体感つくり  

エ）トップアスリートと県内ジュニア選手との交流・交歓 

オ）競技運営力 審判技量の向上を図る 

 

２ 大会の方針 

ア）テーマ：「アスリートのアイデアを取り入れた新たな競技会・イベント、アスリート中心の 

大会を目指して」 

  イ）テーマの具現化のために 

    視点１「アスリートコラボレーター」の参加…昨年に引き続き、中村明彦氏（所属スズキ）

を「アスリートコラボレーター」として迎え、さらなる競技運営・広報活動の充実に

協力を依頼する 

視点２ ルールにのっとりながらできうる限り、選手のパフォーマンス発揮のための意見、

アイデアを競技運営に取り入れ大会の雰囲気作りに努める    

視点３ 陸上および混成競技普及のために地元小・中学生を対象とした事業を実施する 

視点４ 昨年度実施した実績をもとにより充実した大会となるよう計画し取り組む 

ウ）事業 

◎アスリート対策 

      ・高温が予想される気候と多数の競技者（リレー競技）対策としてサンサンデッキ下

駐車場を選手控え場所として確保した（岐阜市消防局の協力） 

      ・各種目優勝選手の表彰並びにインタビューの実施 

      ・２種目目以降総合成績１位選手専用のビブス着用  

      ・混成競技選手控室の整備（電子レンジ・湯沸かしポットの設置など） 

      ・800m 1500m トラック周囲（限定区域内）での応援を実施  

      ・選手の人権擁護（盗撮防止・所轄警察官による巡回指導の実施） 

     ◎陸上競技、混成競技の普及 

      ・小学校、中学校とトップアスリート交流事業 

（岐阜市内・近郊の小中各２校への訪問指導） 

       ※トップアスリート 中村明彦氏（スズキ）、大学生（アシスタント） 

      ・キッズイベント、周辺の利用計画で、興味付けや交流を図る 



      ・スタジアムツアーの実施 ※対象：小学生 

（競技開始直前の練習場面の見学と競技運営のバックヤード（情報室、写真判定室）

など競技役員の活動場所の見学） 

      ・ボランティア活動 ※対象 小学生・中学生（選手へのドリンクサービス他）  

     ◎大会広報活動 

      ・岐阜市内小学校・中学校（69校）に大会ポスター、大会案内リーフレットの配布 

      ・新聞社 2社（取材） 

 

３ 実施事業内容の報告 

ア）日本選手権大会・混成競技 ・U20混成競技大会 参加選手数 

・男子十種    ２４名    女子七種    ２４名 

・U20 男子十種  １５名    U20 女子七種  １５名 

イ）日本選手権大会・リレー競技 参加チーム数 

・男子 4×100m・4×400ｍリレー 各２７チーム 

・女子 4×100m・4×400ｍリレー 各２７チーム 

ウ）日本選手権大会・リレー競技・U16 4×100mリレー 参加チーム数 

  ・男子リレー  ４０チーム   ・女子リレー  ３７チーム 

  エ）普及事業参加者数 

・小学生交流教室 ６月 11日（水）三里小学校、 6月 20日（金） 本田小学校 

・中学生交流事業 ６月 18日（水）午前：東長良中学校、 午後：境川中学校 

・スタジアムツアー（コンバインド体感会）・ボランティア活動（ドリンクサービス） 

暑熱対策のために競技日程が急遽変更になりやむなく中止した 

・キッズイベント：芝生広場に設置 

 天候に恵まれ多くを子供たちがチャレンジしていた。 

オ）その他 

・キッチンカー６台配置（対象：大会関係者・観衆） 暑さ対策の一環としても活用。

好評であった 

  

４ 総 評 

ア）全体 

① 今大会は選手権大会のリレー競技と U16 4×100mリレーが加わったため、参加人数が大

幅に増えたことと時期的に暑さを考慮した控え場所の確保をすることが課題であった

が、岐阜市消防局の寛大なる判断のもと、サンサンデッキ下駐車場を選手控え場所とし

て確保することができた。 

②大会期間中の暑さが、暑さ指数ＷＢＧＴが３１℃を超える可能性が高いと判断され、事

前に競技日程の変更が行われ 11：30～14：00 の間で競技を中断することが決定された、

しかし直前になり、対応が不十分ではないかと中断時間を 11：30～15：00に延長するこ

とが決定された、現状の競技開催条件では暑熱対策を実施することで競技者をはじめ競



技役員・競技補助員に多大な負担を強いることになってしまっている。今までの経験か

ら何とか無事に終えることができたが、次年度以降は、午前午後セッションの競技会の

運営になれることや、効率的な競技役員・競技補助員の配置・役割分担を計画する必要が

ある。もちろん、競技会開催条件の実情に応じた暑さ対策を計画することは必然である。 

③競技会内容としては 2 日間にわたり変更された競技時間に沿って大きく影響されること

なく進行できた。会場来訪者も 2日間とも多くの方々が来場され、盛り上がった大会とな

った。特に、アスリートコラボレーターの存在が選手、観衆・応援者、競技役員の連帯感

を高め円滑な展開に効果大であった。 

④事前事業はほぼ計画通りに達成できた。 

 

  イ）アスリート対策 

①アスリート中心をキーワードに選手の競技環境の整備に努めた。 

昨年と同様に選手控室を雨天練習所横の更衣室を利用。控室に近接した所にトレーナール

ームの配置。電子レンジ・湯沸かしポットなど選手の希望で設置した。 

②9種目表彰を実施：各種目のトップ得点選手に表彰とインタビューを実施。選手全体のモチ 

ベーションの維持・向上を図った。 

③要望に応じて、大会２日間にわたり第一種目、走高跳、棒高跳、ハードル、ダッシュなどの

warming-up 場所を確保するために、競技中であってもメイン競技場のトラックを時間で利

用できるようにした。 

ウ）陸上競技 混成競技の普及 

①小学校・中学校との交流陸上教室に参加した児童・生徒は、中村アスリートコラボレーター 

の巧みなトレーニング指導を受け、競技仕様の用器具に触るなどして、楽しい体験すること 

ができ好評であった。 

②チャレンジキッズのコーナーは、 

〇ハードル体験・測定 

〇走高跳チャレンジ 

〇２０m走測定 

〇投測定 

〇ターゲットスロー 

の場所を設置して多くの参加者があり盛況であった。陸上競技の普及活動として十分な

成果であった。 

③小中学生を対象とした競技会におけるボランティア活動、スタジアムツアーは競技日程の

変更により中止した。 

  エ）その他 

   ①混成競技の選手たちにとって、リレー競技のにぎやかな雰囲気はどのように影響するか不

安もあったが、選手たちからは競技場の雰囲気に活気が感じられ競技に意欲が沸いたとの

ことであった。競技場の雰囲気つくりのために、小・中学年齢期の子供たちを巻き込んだ競

技会つくりの実践が重要である。 



   ②混成競技の醍醐味は各種目に全力を出し切ることですが、高さを競う種目（走り高跳び、

棒高跳び）は失敗しない限り競技を続けることができます。個人差も大きく時間を費やす

種目となっています。競技運営上大きな課題です。競技役員からも敬遠される要素となっ

ています。 

そこで提案ですが、高さへの挑戦する種目は、試技数を一定化する、または失敗試技数の上

限を決め数に達したら試技をやめるなどのルールに改修して、全体の競技時間の短縮、円滑

化を図ることが必要ではないかと思います。109回大会では女子の走り高跳びで粘って自己

新を出しましたが、次の種目で熱中症になってしまい競技を中断するという事態も出てい

ました。個人の暑熱対策が不十分といえばそれまでですが、暑いコンディションの中ではチ

ャレンジし続ける選手も、次の種目の開始を待つ選手にとっても無制限に競技が続けられ

ることはよい影響を出さないのではないでしょうか。WAのルールといえばそれまでですが。 

 

最後に、昨年に引き続き日本陸上競技選手権大会・混成競技、リレー競技を開催しましたが、

暑熱対応で急遽の競技時間変更など今まで経験のなかった対応をすることになり緊張感が

ある大会となりました、運営にあたり日本陸上競技連盟スタッフ、アスリートコラボレータ

ー・中村明彦氏など多くの皆様にご協力ご支援をいただきなんとか大過なく競技運営にあ

たることができました。心より感謝申し上げ報告とさせていただきます。 
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令和 7 年度全国高等学校総合体育大会陸上競技大会  

秩父宮賜杯 第７７回全国高等学校陸上競技対校選手権大会 報告書 

 

一般財団法人 広島陸上競技協会  

 

１ 期  日 2025 年 7 月 25 日（金）～29 日（火） 

２ 場  所 広島広域公園陸上競技場（広島市安佐南区） 

３ 実施種目 【男子】21 種目【女子】20 種目 

４ 報告事項 

（１）競技運営上の発生事象 

 ① リレーにおける事象 

 ・内側ラインを２歩以上踏み、失格になる事例が複数あった。 

  抗議についてはビデオ確認をしてもらった。 

 ・オーバーゾーンについても監察員からの報告後、ビデオで確認し失格とした。 

 ② 砂場の痕跡への質問もビデオにより確認し対応した。 

（２）大会運営上の対処 

 ① 競技日程の見直し 

 前年度より競技日程の見直し（長距離種目の時間変更や、400m の分散化等）を進め、令和 7 

年度競技日程を準備してきた。しかしながら「令和 7 年度全国高等学校総合体育大会陸上競技  

大会暑熱対策チェックリスト」に基づき、日本陸上競技連盟、全国高等学校体育連盟陸上競技  

専門部、広島陸上競技協会等と連携を図り、令和 7 年 7 月 22 日（火）に競技日程および競技方  

法の変更を発表し、7 月 24 日(木)の監督会議での意見・要望も取り入れ、最終競技日程を確定  

した。 

② 役員・医療体制等 

【役員体制】・競技役員：698 名（C 級審判 116 名含む） 

 競技役員の暑熱対策、拘束時間の観点から交代制を導入した。 

   競技日程の変更などの理由により、時間的に人員不足や道具・物品の不足等が実際の現場で

は反省としてあがった。 

・審判長複数制 

 日本陸連のアドバイス・助言により複数審判長制の配置とした。  

 審判長 9 名（スタート２名、トラック２名、招集所２名、跳躍、投てき、混成各１名） 

日本陸連 JTO の増員も大いに助かった。 

・教職員の公務参加の決定が早く、審判編成も早めに対応することができた。また、中国・四 

国地区からの応援参加により、地域における審判技能の向上に対して効果があった。 

【補助員体制】・競技補助員：477 名 

 高校生の大会を支えてくれた。Ｃ級審判員との協力体制を築いた。  

【公式練習日の医療体制】 

（当初計画）・トレーナー：5 名 

（実際の体制）医師 2 名、看護師 2 名、トレーナー8 名 

【大会期間中の医療体制】 

（当初計画）・医師：2 名 ・救急救命士：2 名 ・看護師：2 名 ・トレーナー：10 名 

（実際の体制）・医師：3〜4 名 ・救急救命士：2〜3 名 ・看護師：4〜7 名 

・トレーナー：12〜20 名 

多くのスタッフの協力により、メイン競技場のみならず練習会場まで医療体制が行き届いた。 

【暑熱対策の具体的取組】 

・医務室に男女各 1 台、計 2 台のアイスバスを設置（リース） 

 当初は稼働率が低かったが、日本陸連の助言を受け、医療チームと連携することで稼働率が  

向上した。 

・ゴール付近に簡易アイスバス（ビニールプール）2 台を設置 

 使用状況を踏まえミックスゾーン横へ移設した結果、女子選手の利用も増加した。  
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・氷水入りバケツを用いた散水対応を実施  

 本人の許可を得て頭部への散水も行い、より高い冷却効果が得られた。  

・大塚製薬によるブース設置 

 飲料水および氷の配付を行った。 

・その際、氷の確保を重点的に行った。製氷会社と連携し、板氷・砕氷を十分に確保した。 

 また、冷凍庫を５台確保し、氷をタイムリーに補給できる体制を整えた。  

【選手控場所の充実】 

・競技場サイドスタンド・バックスタンド下→日陰が多く、風通しも良好であった。  

・第 1・第 2 球技場諸室および廊下開放→空調が効いており快適であった。  

・第 1 球技場芝生スタンド→ウォーミングアップエリアに近く、効率的であった。  

・常設テントエリア 

 →第 2 球技場、補助競技場、第 1 球技場間に多数設置し、ミスト扇風機や冷風機を配置した。   

③ C 級審判員の活動報告 

 広島大会においては、高校生によるＣ級審判員制度が発足してから、その活用を目指し、ま

た広島インターハイでの活躍を期待し、養成を続けてきた。本大会では、C 級審判員が各現場に

おいて積極的かつ的確な役割を果たし、その活躍が大会運営の質の向上に大きく寄与した。  

 【C 級審判員の主な配置および担当業務】 

・トラック競技（出発、周回記録） 

・フィールド競技（試技計測補助、記録確認） 

・競技全般（風力計測、混成競技補助） 

・競技区域外（記録情報処理、大型映像、TIC、競技者係、ウォームアップ場、会場管理）  

などの業務に配置され、上位資格審判員の指示のもと、主体的に業務を遂行した。  

 【具体的な活動内容】 

フィールド競技では計測補助や記録確認を丁寧に行い、測定誤差や記録トラブルの防止に

努めた。また、器具点検や競技エリアの安全確認を自主的に行う姿勢が見られ、安全な競技環

境の確保に寄与した。 

 指示待ちに終始することなく、状況を判断して上位審判員に報告・提案を行うなど、C 級審判

員として期待される以上の主体的な行動が多く確認された。加えて、他の審判員や大会スタッ

フとの円滑な連携により、チームとしての運営力向上に貢献した。  

 今後の全国大会運営においても大いに期待される。  

④ まとめ（反省と課題） 

 本年度の大会において、熱中症（疑い）による救護利用者は 19 名（選手 12 名、監督 1 名、 

役員 1 名、補助員 1 名、観客等 4 名）であり、そのうち 3 名が救急搬送となった「熱中症患者  

数ゼロ」を目標に準備を進めてきただけに、手放しで評価できる結果ではない。一方で、重篤  

な事案が発生しなかったことは不幸中の幸いであった。  

 

 大会期間中においても、日本陸連から散水の重要性について助言を受け、全国高体連関係者  

と連携して実施した。その結果、競技日程や競技方法の変更、練習会場の閉鎖といった判断を  

適切に行うことができた。 

 

 また、日本選手権や日本選手権混成大会等における取組事例や反省点についても情報提供を  

受け、大会準備に活かすことができた。競技日程や方法変更時には、広島陸上競技協会と一体 

となり、全国委員長会議および監督会議に臨むことができた。  

 

 さらに、日本陸連科学委員会を中心とした関係者から、科学的根拠に基づく助言と継続的な  

支援を受け、大会前から大会期間中に至るまで、自信をもって対応することができた。  

 

 一方で、暑熱対策チェックリストに明記していたとはいえ、大会直前に競技日程や方法を変  

更したことにより、選手・監督をはじめ多くの関係者に混乱を与えたが「命を守る」「安心・ 

安全な大会運営」を最優先に判断したことについて理解を求めたい。  



2025 年度 全国競技運営責任者会議における報告 

2026 年 1 月 23 日 

（一社）沖縄陸上競技協会    中体連担当 阿利 義一 

（実行委員会 陸上競技専門委員長） 

１，大会名 

第 52 回全日本中学校陸上競技選手権大会 

 

２，主な内容 

（１） 大会前の準備について 

○ 中央連絡会議では、直接顔を合わせて会議を行うことで、確認事項や疑問点を確

認でき、その後の連携を円滑に行うことに繋がったので良かった。また、行政や

沖縄陸上競技協会がオンラインで参加できる形態であったのが良かった。 

○ 予算計画の中で会場費（テント設営、熱中症対策関係機材、競技運営機材、その

他）物価高騰の影響から費用が心配されたが、各業者のご理解のもと当初予算よ

り低価格で協力していただいた。  

○ 当初、競技運営機材として LED 電光掲示板を借用し使用する予定をしていたが、

輸送費や物価高騰等による大幅な予算増となったため使用せず競技を運営した。

そのために今年度は協会主催大会を含め競技場既存の機材でシミュレーション、

近隣競技場や市町村より借用し大会運営を行った。 

○ 当初より懸念されていた駐車場の確保と宿泊施設から競技場までの移動手段に問

題があった。そのためシャトルバスを最大限活用できるよう旅行者と綿密な打ち

合わせを行い対応した。直前の競技日程の変更に伴い最終競技が遅くなったこと

で競技終了後、シャトルバスが利用できない問題が発生した。そのため最終バス

後に予備のバスを配置してもらった。 

○ 当初計画の競技日程（案）のホームページ掲載後、熱中症対策のため競技日程の

変更が必要となり競技日程変更（案）をアップした。変更に伴い種目の日にちの

移動は行わなかったが、チームや関係者から航空便に関する苦情が多くあった。 

○ 日本陸連のエントリーシステムを使用し資格審査、番組編成を行った。スムーズ

な資格審査、番組編成を行うことができた半面、専門部と情報処理担当との確認

不足や認識の違いで細かいミスがあり修正で大幅な時間を要した。 

○ 大会前日に主任会議を行い、日本陸連、JOT も参加していただき多くの内容を確

認することができた。 

 

（２） 大会期間中について（問題点とその解決方法等、今度の課題） 

【日程等について】 

○ 福井全中で前日練習のＡＤ規制をなくし役員の負担軽減ができないか。が反省と

してあげられていたため、前日練習の AD 規制はメイン競技場正面出入口のみと

し、それ以外のＡＤ規制は実施しなかった。 

○ 1500ｍ（予選）、3000m（予選）で各組人数を増やすことで組数を減らし、競技



日程の短縮を行った。スタート時の接触、転倒等心配されたが人数を増やしたこ

とによるトラブルはなかったと思われる。 

○ 熱帯低気圧襲来により 1500ｍの予選、決勝が最終日（同日）となったことによる

抗議があった。全種目実施、全選手が出場するための判断であることを説明し理

解していただいた。 

○ 開閉会式や表彰は昨年同様、競技場内で行わない。対応として昨年度より県内中

学生大会の表彰は全中方式で行ってきたため混乱はなくスムーズであった。 

○ 暑熱対策の為、日中の競技会運営を避け、朝夕の２部に分け競技会を行ったが、

通常の大会より審判員の拘束時間が長くなり、疲労の蓄積が気になった。 

【競技運営について】 

○ 熱帯低気圧襲来による３日目・4 日目の急な競技日程変更により最新の競技日程を

確認しなかった 4 選手が失格となった。 

○ 熱中症対策として沖縄県消防職員競技会ユース部（救急救命士２１名）のボラン

ティアで会場の巡回による見守り・注意換気をしていただき救護体制の強化と安

心・安全な運営ができた。  

○ 熱中症対策の取り組みとして科学委員会の方と連携し WBGT の状況や予測を含め

対応した。救急車両の要請については最終日の男子 1500ｍ予選後の熱中症 1 名が

搬送されたが、その後、回復した。 

○ 女子 800ｍ予選 1 組出発前のスタート練習を行わなかったことによる監督からの抗

議があった。出発係が選手入場後、スタート練習を促さなかったため、8 名とも練

習を行わないままスタートした。上訴にはならなかったが 2 組目からは練習を促

していることなど、経緯を説明した。 

【その他】 

○ 無断動画配信が 2 件あったが、会場アナウンスで呼びかけたところ、すぐに解除

された。 

○ 宿泊ホテルの食事が少ない等のクレームがあったが、旅行者からホテルに直接連

絡を取り対応して頂いた。 

 

３，終わりに 

本県にとって過去、国体、二度のインターハイが行われているが、全国規模の大会

は過去 7 年間実施されていない。審判員の減少と高齢化等の不安を抱えながらの運営

となりましたが、様々な方のご協力をいただくことで、無事終えることができました。  

開催にあたり尽力いただいた全ての方に感謝申し上げます。離島である沖縄において

は、全国規模のハイレベルな大会を直接目にする機会は貴重であり、陸上競技を志す

中学生にとって大きな刺激と学びの場になったことと思います。 

大会費用、熱中症を含む安全対策、働き方、部活動地域展開など、課題は山積して

いますが令和 9 年度から実施される全中大会の規模縮小をめざした運営と次年度山口

県の開催参考の一助になればと思います。 



ＪＯＣジュニアオリンピックカップ 

第 19 回 U18／第 56 回 U16 陸上競技大会 報告書 

 

（一財）三重陸上競技協会 

競技委員長 藤原康喬 

 

1.期 日 2025 年 10 月 17 日(金)～10 月 19 日(日) 

 

2.場 所 三重交通 G スポーツの杜伊勢陸上競技場 

 

3.種 目 

U16 男子(5 種目) 100m、走高跳、棒高跳、走幅跳、砲丸投 

U16 女子(5 種目) 100m、走高跳、棒高跳、走幅跳、砲丸投 

U16 男子都道府県代表枠(6 種目) 150m、1000m、110mH、三段跳、円盤投、ジャベリックスロー 

U16 女子都道府県代表枠(6 種目) 150m、1000m、100mH、三段跳、円盤投、ジャベリックスロー 

U18 男子(15 種目) 100m、300m、800m、3000m、110mH、300mH、3000mW、走高跳、棒高跳 

走幅跳、三段跳、砲丸投、円盤投、ハンマー投、やり投 

U18 女子(15 種目) 100m、300m、800m、1500m、100mH、3000mW、走高跳、棒高跳、走幅跳 

三段跳、砲丸投、円盤投、ハンマー投、やり投 

 

4.大会概要 

今年度は、三重県 3 ヶ年開催の 2 年目にあたる年であり、開催に向けて日本陸連や関係機関と連絡を

取りながら、大会開催までの準備を進めた。今大会では、U18 男子 5 種目・女子 4 種目、U16 男子 5 

種目、女子 2 種目の大会新・大会タイ記録が記録されました。U18 男子 300ｍＨでは、日本記録が誕生

いたしました。 

 

5.競技運営等について 

〇トラック 

① フライングによる失格は、U18 男子１件、U16 男子 1 件の合計 2 件であった。 

② U18 女子 100mH 予選 5 組で 5 レーンの選手が号砲前に動き止まり切れずスターティングブロック

から離れる事象があった。目視によりあきらかに不正スタートと判断できた。SIS の波形を確認し

たところ、5 レーンの選手は動いているが不正スタートと判定されるまで大きな波形は出ていなか

ったが、7 レーンの選手が 5 レーンの選手につられたかたちで、リアクションタイムが 0.051 秒

と表示されていた。スタートチームでの協議の結果、A ゾーンで行われた円盤投の音に 5 レーンの

選手が反応したと判断し、グリーンカードを提示し、スタートやり直しとなった。 

③ U18 女子 100mB 決勝で 9 レーンの選手が号砲前に動いた。スタートチームで競技し、スタート前

方のピットで走幅跳の練習をしていた選手の影響でスタートを切ったと判断し、グリーカードを提

示し、スタートのやり直しとなった。 



④ U16 男子 110mH6 組で 5 レーンの選手がハードルを倒してしまった。ビデオで確認したところ、

ハードルを越えていなかったので、失格と判定した。その際、隣のハードルが下がっていることが

確認できたが、レースに影響なかったと判断し、5 レーンの選手の失格のみと判定した。 

 

〇フィールド 

① U16女子棒高跳は、⾵が競技開始時点で 4m 吹いていた。ポールを押し戻すが⾵でバーの方向に戻

り、バーを倒す事例が数回あり、監督やコーチからポールがバーを倒して有効試技と無効試技があ

るのはなぜかと抗議が寄せられたが、「ポールが⾵の影響で押し戻されているかどうかを主審が判

定している」との回答をした。上訴はなし。 

② U18女子棒高跳は、棒高跳開始前に⾵が逆になるとの予報を加味して、ピットは変更したため、競

技開始が遅れた。予定より約 2 時間遅れて終了した。 

③ U16 男子棒高跳は、⾬天での競技会実施となった。開始前、コーチから「⾬でぬれるので、ポール

のテーピングをコーチエリアで実施したい」と申し出があったが、競技時間や公平性・平等性を配

慮し選手⾃⾝に行ってもらうこととした。 

④ 今大会の投てき競技は、昨年と同様にストップコーンを使用せず、すべて主審の旗による試技開始

の合図を行った。ケージ種目はスピーディに進行するため、次投てき者をサークル脇まで促す形で

開始合図を行い、タイトなスケジュールでも運営できた。 

⑤ U18 男子円盤投の競技開始 20 分経過した試技 2 回目途中で、LED 記録表示盤に送れず表示できな

くなった。光波距離計測器での計測には問題なかったので、競技は進行したその際トップ 8 表示盤

も記録が更新されないため一時非表示となったが、トップ 8 表示盤はすぐ復旧した。しかし、LED

記録表示盤はなかなか復旧しなかったので、コーチや観客にわかるよう手動式距離表示盤を用意し

対応した。イレギュラーな事象にも速やかに対応できた。 

 

7.終わりに 

昨年度の大会初日、投擲種目で競技進行が遅れた事では、選手・指導者をはじめ皆様にご迷惑をおか

け致しましたが、今年度は競技日程と時間の反省を活かして改善できたのではないかと思っておりま

す。ただ、U18女子棒高跳では⾵の関係でピット変更により競技終了時間が予定よりも大幅に遅れまし

た。仕方がない部分もありますが、このようなケースでも限りなく予定時間に近づけられるように運営

して参りたいと思います。その他の部分では、時間通り進めた中で、大きなトラブルなく各区部署が臨

機応変に対応しながら、スムーズな競技運営できたのではないかと思っております。 

来年度は、３年目の集大成の競技運営となります。日本陸連や関係機関としっかりと連絡を取り合い

ながら、これまでの反省をしっかりと活かして、良い競技運営をして参りたいと思います。 



第 41 回 U20日本陸上競技選手権大会 報告書 

 

（一財）静岡陸上競技協会  

競技委員長 堀之内 大 

1. 期 日  2025 年 10 月 18 日(土)～10 月 19 日(日)  

 

2. 場 所  草薙総合運動場陸上競技場  

 

3. 種 目  男子・女子(各18種目)  

・100m、200ｍ、400ｍ、800ｍ、1500ｍ、3000m、5000ｍ 

・110ｍH、400ｍH、3000ｍSC 

・走高跳、棒高跳、走幅跳、三段跳 

・砲丸投、円盤投、ハンマー投、やり投  

4. 大会概要 

U20単独開催の初年度にあたり、開催に向けて日本陸連や関係機関と連絡を取りながら

大会開催までの準備を進めた。大会では、男子ハンマー投で大会記録・U20日本記録、女

子3000ｍSCで大会記録（2名）・U18日本記録が更新された。 

大会2日目は、草薙競技場特有のバックストレート使用の200ｍを実施でき、本来向かい

風の中での競技を追い風で実施でき選手にとって良い条件となった。来年度も草薙での実

施が決まっている。  

 

5．競技運営等について  

〇トラック  

・フライングによる失格は、男子110ｍHの1件であった。 

・練習時の混雑を避け、選手によりよい準備をしてもらうためにトラックの練習時間 

やハードルのレーン設定等細かな計画を立てた。限られた時間と設備の中でさらなる

改善を行い、練習環境を整えていきたい。 

・2日目の空き時間にサブイベントを実施した。中高生の100ｍ30組（240人）を無料で

募った。希望者が多く最終的に抽選で参加者を決定した。選手はU20と同じ場所で同

じ雰囲気を味わうという貴重な体験ができて大変喜んでいた。 

 〇フィールド  

・選手紹介の時間がトラック競技と重なり、スタート時間がずれることがあった。途中 

 から改善された。 

・男子棒高跳 残り１名（優勝決定）で、大会記録挑戦であり、試技時間５分＋１分の

助言をＪＴＯよりいただいた。 

・女子三段跳 風が２Rあたりから逆風となり、トップ８確定からピット変更。ピット

変更と練習跳躍などスムースに実施できた。 

 

 

 



〇その他  

・毎年ＧＰ静岡国際を運営しているが、毎年のルール変更や最新の競技会運営に理解不

足でＪＴＯより多くの助言をいただいた。 

・日本記録誕生の際の手続きや整えるべき書面についても慣れていない処理で手間取っ

てしまった。 

・ゼロコントロールテスト実施後に、結果用紙にＪＴＯがサインをする必要があるの

に、すみやかに用紙の印刷出力をすることができなかった。 

・これまでの競技会ではJTOが立ち会ったり、サインをする機会はなかったため、その

ような段取りができていない。今後はしっかり準備する。 

・待機場所（ベンチ）については、参加者数にたいしてスペースが広かったため、混 

 乱はなかった。 ただし、雨天時には対策が必要であると思われる。 

・駐車場が少ないことが懸案であったが、少し離れた駐車場を借り、参加者にも周知さ

れ協力が得られたことで問題なく終了できた。 

   

6．抗議（質問）等について  

・男子110ｍＨで、不正スタートにより失格となったことに対して抗議があった。 

【内 容】 

「スターター及びリコーラーからのピストルでリコールがなかった状況（目視では不正

スタートと判断しなかった）にもかかわらず、SISによるリコールだけでなぜ不正スタ

ートになるのか。目視の判断はどのように扱われるのか。その他の競技会ではどうさ

れているのか。」という抗議であった。 

『ビデオが設置されず、ビデオ監察審判長も配置されていない競技会では、SISでの判定

が基準になり、その波形を見て判定した』と説明。上訴はなし。  

 

7. 終わりに  

草薙で久しぶりの全国規模の大会を開催することで不安もありましたが、日本陸連と

連携を取りながら無事実施することができました。本当にありがとうございました。 

終了後は、審判員が多くの学びと貴重な経験をすることができ、達成感のある大会と 

なりました。大きなトラブルもなく各部署で臨機応変に対応しながら、競技運営ができた 

のではないかと思っています。来年度は、2 年目の競技運営となります。日本陸連や関 

係機関としっかりと連絡を取り合いながら、1 年目の反省をしっかりと活かして、さら 

に良い競技会にしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 









公益財団法人愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技大会組織委員会

第２０回アジア競技大会 準備状況の報告

Ver.00
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公益財団法人愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技大会組織委員会



公益財団法人愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技大会組織委員会

IMAGINE ONE ASIA ここで、ひとつに。

１９５１年、アジア競技大会の歴史は始まった。

４年に１度開催され、アジアを熱狂させるこの大会は、世界で活躍するアスリートや未
来へ羽ばたく若い才能が競い合い、互いを高め合う。

その姿は、国も、民族も、文化も超えて、あらゆる人の心を震わせる。

平和の祭典としての想いが引き継がれている、アジア競技大会。

ひとりひとりが、ひとつのアジアを想像することで、この大会は出来上がっていく。

２０２６年、アジア最大のスポーツの祭典が、愛知・名古屋に。

大会スローガン
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大会マスコット
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大会エンブレムと大会マスコット

正式名称 第20回アジア競技大会（２０２６/愛知・名古屋）

期 間 2026年9月１９日（土）～１０月４日（日）

参加国 アジア４５の国と地域

選手数 約750人

競技会場 メイン 名古屋市瑞穂公園陸上競技場

マラソン 名古屋市瑞穂公園陸上競技場（都心コース）

競歩 愛知県庁・名古屋市役所周辺コース

練習会場 競走・跳躍 美浜町運動公園陸上競技場

投てき 知多運動公園陸上競技場

大会概要
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実施種目 50種目（男子24種目、女子24種目、男女混合2種目）

１００ｍ、２００ｍ、４００ｍ、８００ｍ、１５００ｍ、５０００ｍ

１００００ｍ、３０００ｍ障害物、１１０ｍハードル

１００ｍハードル、４００ｍハードル、4×１００ｍリレー

4×４００ｍリレー、混合4×１００ｍリレー、

混合4×４００ｍリレー、

走高跳、棒高跳、走幅跳、三段跳、

砲丸投、円盤投、ハンマー投、やり投、

男子十種競技、女子七種競技、

ハーフマラソン競歩、マラソン競歩、

マラソン

大会概要
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〇 ハーフマラソン競歩 ９月２３日（水祝） ７：３０男女同時スタート

〇 マラソン ９月２６日（土） ７：３０男子スタート

７：５０女子スタート

〇 マラソン競歩 ９月２７日（日） ７：３０男女同時スタート

〇 T＆Fについては未定

競技スケジュール
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公益財団法人愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技大会組織委員会

メイン会場
瑞穂公園陸上競技場

練習会場
美浜町運動公園陸上競技場

練習会場
知多運動公園陸上競技場

必須条件
Ⅰ 日本陸連登録会員かつ公認審判員であること
Ⅱ 2026年5月31日までにNAR以上の資格を取得し、WA
セーフガーディングコースを修了すること

Ⅲ 2026年度末で原則６５歳以下であること

優先条件（優先条件はいずれかを満たす者）
A アジア大会・アジアパラ大会 全日程出席可
B 女性
C 英語・中国語・ロシア語・アラビア語が中級以上

＜NTO選考基準＞



１ 愛知陸協に所属または同加入団体に所属する登録会員（以下
各号の順に選考する）

（ア） 東京2025世界陸上に競技役員として出席した者
（イ） 2025年6月30日時点で日本陸連公認審判員でブロンズレ

フェリー資格取得済みの者
（ウ） 2025年９月２１日時点で日本陸連公認審判員でNAR資格

またはパラNTO取得済の者
（エ） 愛知県内の競技役員で過去3年間に30日以上、出席して

いる者。
(オ） 今大会や長期にわたり将来の競技会運営での貢献が有望視

される愛知陸協の推薦を受けた者あるいは優先条件を満た
す者。

＜NTO選考基準＞

NTO候補者年代別内訳（愛知陸協）

年 代 男 性 女 性 計

２０代 １０人 ４人 １４人

３０代 １７人 ４人 ２１人

４０代 ４０人 １３人 ５３人

５０代 １８人 １３人 ３１人

６０代 ２５人 ５人 ３０人

７０代 １人 ０人 １人

１１１人 ３９人 １５０人



アジア競技大会

アジア競技大会陸上競技は愛知県および東海地区の審判員を中心に編成するが、

大規模国際選手権大会では特有の予測困難な事象でも迅速に対処し、運営していく
ことが求められる。そのため、同規模大会の経験者の力が不可欠である。国際大会経
験者が不足する各部署にそれぞれ定めた必要人数を、当該部署で貢献できる人員を
補充できるよう本連盟に依頼された。

このため、愛知県外東海地区内からは東京２０２５世界陸上の競技役員経験者で
WARブロンズ以上あるいはJTO（競歩はWARWJ資格者）の資格を有する者と東海
地区加盟団体に所属するWARブロンズ資格者（競歩はWARWJ）で円滑な運営に貢
献することが期待される者を選考することとした。

また、東海地区外からは、東京２０２５世界陸上の競技役員経験者で、全国規模の大
会の派遣経験があり、東京２０２５での著しい活躍があり、アジア大会の円滑な運営に
必要な知識と経験を有する人員を推薦することとした。

欠員が発生した場合は別途選考方法を定める。

アジア競技大会競技役員選考について

20

21

【選考条件】

東海

・東京2025世界陸上で競技役員経験者で次のいずれかに該当している。

WAR・JTO

・WAR資格者で、担当部署において円滑な運営に貢献することが期待さ

れる者

東海外

・東京2025世界陸上で競技役員経験者で次のいずれかに該当している。

競技運営委員・施設用器具委員・JTO・JRWJ・検定員/技術役員・

WAR・WACD・パラNTOの役職・資格を有する者、

語学力が特に高い者のいずれかに該当している。

かつ

・東京2025で競技役員として特に活躍し、アジア競技大会の円滑な運営

に必要な知識と経験を有する者。



2. スポーツエントリー・テクニカルハンドブック タイムライン

Timing Action

2025年6月10日～6月30日 エントリーバイスポーツ期間

2025年7月15日 競技プログラムの確定

2025年7月 テクニカルハンドブック（初版）の配布

2025年7月〇日～〇月〇日 エントリーバイナンバー期間

2025年9月 デイリー＆セッションスケジュール（ドラフト）の配布

2025年12月 アクレディテーションシステムのオープン

テクニカルハンドブック（第２版）の配布

2026年3月 スポーツエントリーマニュアルの配布

2026年５月 アクレディテーションの申請締切

2026年５月～6月 プレ選手団登録会議の実施

2026年5月～7月 エントリーバイネーム期間

2026年6月～7月 デジタル選手団登録会議の実施

2026年7月 有効化前カード

2026年8月 チームドロー

競技スケジュールの確定・配布

テクニカルハンドブック最終版の配布

2026年8月～9月 最終選手団登録会議の実施

22

全体スケジュールの一部

★ 第15回愛知競歩競技会 2月21日（土）

会場：名古屋市三の丸官公庁コース（日本陸連公認競歩路）

★ 名古屋ウィメンズマラソン２０２６ 3月8日（日）

会場：バンテリンドームナゴヤ発着（WA/AIMS公認コース）

☆ ジャパンパラ陸上競技大会 5月１６日（土）・17日（日）

会場：名古屋市瑞穂公園陸上競技場

★ 第110回日本陸上競技選手権大会 6月12日（金）～14日（日）

会場：名古屋市瑞穂公園陸上競技場

テストイベント
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安全・安心 information
～アス リ ー ト が 安 心 し て 競 技 に 取 組 め る 環 境 づ く り を 目 指 し て ～

１）迷惑撮影対策

２）リレー／駅伝のユニフォームのルール（選択制ユニフォーム）

３）ロードレースにおける助力の認識

陸上安全ナビサイトのご案内・問い合わせ先

１．迷惑撮影対策

2026年陸連主催大会での取り組み予定

1階層での撮影禁止（スマホ・タブレットのみ可）
・スマホに望遠レンズ等を着用することもNG
・1FコンコースもNG
・選手至近距離での撮影をなくすことで、心理的負担を軽減

100mスタート後方の撮影禁止エリア設定
（その他、種目による撮影制限実施検討中）

通報フォーム（QRコード）設置

アスリート委員会との取り組み
（リボン活動・迷惑撮影禁止アナウンス）

所轄の警察と連携し、巡回体制を整える

2階1階FOP開催地

◯△調整中国立GGP

◯△なし瑞穂日本選手権

ー△なし岐阜混成

ー△調整中国立リレフェス

ー調整中調整中世田谷10000m

ー△✕静岡U20

ー△✕三重U16/18

◯:規制なし
△:スマホ、タブレットのみ可（一眼レフ、ビデオカメラNG）
✕ :撮影不可

陸連主催大会での取り組み例

本連盟主催大会での迷惑撮影対策は以下の通り予定
しています。

※FOP＝グラウンドレベルに観戦席を設置する場合
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１．迷惑撮影対策

引き続きのお願い事項

会場整備・啓発活動の徹底
・会場内への注意喚起ポスターの掲示
・大型ビジョンおよび会場アナウンスでの呼びかけ
・大会プログラムへの注意喚起広告の掲載
・スタッフ／審判による会場巡回
（特に、女子短距離種目、跳躍種目）
・トイレへの啓発ポスター・チラシ掲示

競技運営面の工夫
・表彰式での所属ウェアやTシャツ着用の推進
・レース後の速やかな誘導と、安全な導線の確保
（荷物運搬が無い場合、レース後にユニフォーム姿
のまま歩いても安全な導線の確保）

地域管轄警察署との連携
・開催期間中の定期的な会場巡回
・警察署名の入った盗撮禁止看板の制作

２．リレー／駅伝のユニフォームのルール
（選択制ユニフォーム）

【背景】
〇近年、迷惑撮影（盗撮）の問題が拡大しており、選手自身が自らの身を守る意識を持っている。
〇自身の身を守る観点から、「ユニフォームの形式（セパレート・ブルマ・スパッツなど）
を選択したい」と考えている選手が一定数いることが、アンケート回答等から判明した。
→「リレー種目に出場の際には、学校・チーム単位で形式を揃える必要がある」と思い、
仕方なく望んでいないユニフォームを着用しているケースがあった。

【競技規則】
◆ルールブック ー TR.5 服装、競技用靴、アスリートビブス
5.1 全国的な競技会でのリレー競走においては、

チームの出場者は同一のユニフォームを着用する

◆ハンドブック ー 競技者係 実施要領 ③留意点（5）服装
全国的な競技会でのリレー競走においては、チームの出場者はランナーの誤認をなくすために、
同一のユニフォームを着用する。（短パン・スパッツの違い等は許容範囲）

同じチームであることが分かれば、ユニフォームの形式は問いません。
（ブルマの選手、スパッツの選手、セパレートの選手、ランニングシャツの選手が混在していても、
デザインや配色が同一であれば、ルール上は問題ありません）※駅伝も同様

国体 女子リレー種目における
ユニフォーム着用割合の変化（2019年→2022年）

〇4選手ともブルマタイプ 94％ → 64％
〇4選手ともスパッツタイプ 6％ → 18％ UP!
〇選手により選択 0％ → 18％ UP!

※陸連調査のため誤差あり

△選手により、異なるタイプのユニフォームを選択している例

陸連
NEWS
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【背景】
特に駅伝競走において、レース中の負傷（疲労骨折や捻挫など）や疾病（低体温・低血糖など）
により、通常歩行が困難な状況の中で、競技を継続し危険な場面が生まれている。

【競技規則（助力に関するルール）の再確認】
・転倒や意識混濁、疾病等により明らかに通常歩行や競技続行が困難となり、
立ち止まりや横臥等の行動を行う競技者に対して、審判員や公式の医療スタッフが声掛けを行うことは、助力とは見なさない。

・本人がなお競技続行の意思を持っていても、競技者の生命・身体保護の観点から
審判⾧もしくは医師の判断で競技を中止させることができる。

・審判員や公式の医療スタッフが一時的に介護するために競技者の身体の一部に触れることは、助力とは見なさない。

・審判⾧の権限を技術総務、競走審判員、監察員等に委任しておく必要がある。

医師を含む医務員を複数名任命し、緊急医療体制（AED配置を含む）を整備の上、競技会の開催をお願いいたします。

医療体制・緊急時の連絡系統の確認および審判会議等での周知徹底に、ご協力をお願いいたします。

競技規則を再確認のうえ、競技注意事項や申し合わせ事項での周知、および監督会議等でのご説明をお願いいたします。

３．助力について（ロードレース）

陸連
NEWS

陸連HP「陸上安全ナビ」サイト
～すべてのアスリートが安心して競技に取り組める環境を目指して～

jigyo@jaaf.or.jp （担当:安全安心PT 高橋・肥田埜）

【安全・安心に関わる報告/問い合わせ先】
安全・安心に関わるお問い合わせや、大会中に発生した事故等については、以下の
連絡先までご連絡をお願いします。

問い合わせ先

【ドーピング検査に関する問合せ先】
土日祝日、時間外も対応できる電話番号を開設しました。（2026年度より）
日本新記録が誕生するなど、急遽検査が必要となった場合は、以下へご連絡をお願
いいたします。

緊急時以外の問い合わせ先
medical@jaaf.or.jp （担当:日本陸連事務局 医事委員会担当）
050-1746-8410 （日本陸連代表電話 平日10～18時）

緊急時の問い合わせ先（土日祝日、時間外も繋がります）NEW
日本陸連 ドーピング検査専用ダイヤル 050-1746-6422・

・
・



本連盟HPに、PDF版を掲載しています。

300ページ以上にわたって、大会ハイライト、

準備・運営業務などの総括などを盛り込んでいます。

その他、サステナビリティレポートなども掲載中。

https://www.jaaf.or.jp/competition/detail/1927/

＜東京2025世界陸上 大会報告書＞



「JAAF人権ポリシー」「JAAFインテグリティ行動指針」

この秋、日本では2007年大阪大会以来18年ぶりとなる世界陸上競技選手権大会が東京で開催されました。東京での開催は、

1991年以来34年ぶりでした。

大会は、世界中から多くの人を迎え入れ、相互理解と国際交流の輪を広げる機会になります。この貴重な機会に組織としての

「JAAF人権ポリシー」と同ポリシーの考え方の下で主体的に取り組む行動の指針を公表しました。

自国で開催される国際競技会を機に、世界の人々と豊かな人権感覚を共有し、より良い社会をめざしたい。

2025年8月20日に策定された「JAAF人権ポリシー」と「JAAFインテグリティ行動指針」には、そのような願いがこめられています。

［JAAF人権ポリシー］
の全文はこちら

［JAAFインテグリティ行動指針］
の全文はこちら

自由にダウンロードしていただき、ご活用ください。


	92d9deb9f45412ffb01ba22bed327f187d102e8b0d1336bf99b2ad363cab5bfd.pdf
	92d9deb9f45412ffb01ba22bed327f187d102e8b0d1336bf99b2ad363cab5bfd.pdf
	スライド 46
	スライド 47: 競技用靴に関する規程（WA）①
	スライド 48: 競技用靴に関する規程②
	スライド 49: 競技用靴に関する規程の国内適用①
	スライド 50: 競技用靴に関する規程の国内適用②
	スライド 51: 競技用靴に関する規程の国内適用③

	92d9deb9f45412ffb01ba22bed327f187d102e8b0d1336bf99b2ad363cab5bfd.pdf
	スライド 0
	スライド 1: ◆改正を検討する背景
	スライド 2: ◆改正を検討する背景
	スライド 3: ◆改正を検討する背景
	スライド 4: ◆JAAFとWAの制度比較
	スライド 5: ◆アンケート結果
	スライド 6: ◆アンケート結果
	スライド 7: ◆JTO／JRWJ制度について
	スライド 8: ◆今後のスケジュール
	スライド 9: ◆その他
	スライド 10: ◆その他
	スライド 11
	スライド 1: 世界陸上2025東京大会　ビデオ判定事例 ～ルール解釈・適用の参考として～
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19: 担当者について
	スライド 20: 　お願い
	スライド 21: 　お願い（２）
	スライド 22
	スライド 0
	スライド 1: ◆2024年度 S級昇格審査概要
	スライド 2: ◆今年度の審査と今後について
	スライド 3: ◆今年度の審査と今後について
	スライド 4: ◆今年度の審査と今後について
	スライド 5: ◆2025年度 S級昇格結果
	スライド 6: ◆昇格審査におけるお願い
	スライド 7: ◆昇格審査におけるお願い
	スライド 8: ◆昇格審査におけるお願い
	スライド 9: ◆昇格審査におけるお願い
	スライド 10: ◆昇格審査におけるお願い
	スライド 11
	スライド 1
	スライド 2: ■「World Athletics Bronze Referee」 　　　　　資格取得試験に向けた「人材バンク登録」について
	スライド 3: ■競技会運営の合理化に向けたアンケートの実施 
	スライド 4: ■WRk競技会のブロンズレフェリーの配置について 
	スライド 5: ■NARの申請方法について 
	スライド 1
	スライド 1


